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第一回　シャーロック＝ドイルのモテ期～頼む話をきいてくれ！






　最近、僕は城内で、魔ま性しようの女とか、恋愛のカリスマとか、モテクイーンとか呼ばれている。

「騎士団のギルマーが、グリンダ嬢じようにすっかりイカれているそうだ。あの自分大好きな色男のナルシストが、グリンダ嬢にはメロメロで、ひざまずいて『オレの愛を受け入れてくれ！』と懇こん願がんしたらしい」

「世よ継つぎの君の竜リユウ樹ジユ王子も、グリンダ嬢に夢中だそうじゃないか。グリンダ嬢に、一生私だけの専用教師でいてほしいと、おっしゃったとか」

「竜樹王子は、まだ十一歳になられたばかりではないか！　そんな少年を恋に落とすとは、さすがグリンダ嬢」

「絶世の美女という触れ込みのわりに、地じ味みというかぱっとしないというか平凡な顔立ちだと思っておったが、ここぞというときに男を引きつける、ふぇろもんというやつを放出させておるのかもしれんな」

「万能の天才は、恋も手て練だれということか」

　そんなひそひそ話が、夏の暑苦しいむわっとした風とともに、耳に入ってくる。そうして感じやすい僕の頰ほおや耳たぶを、羞しゆう恥ちに染めるのだった。

　何な故ぜ！　何故、男の僕が、男殺しとか、魔性の女とか、これまで落とした男の数は千人超えとか言われなきゃならないんだー！

　千人って、それロマンシア王国の三百年前の伝説の美び姫きゼランディーヌみたく、扇おうぎの端からちょっと顔を見せただけで、男が恋に落ちてばたばた倒れるとか、そのレベルだろっ。

　人間兵器か、僕は！

　こんな噂うわさを立てられるようになってしまった発ほつ端たんは、先週のラーナの日へ遡さかのぼる。

　愛の女神ラーナが恋を叶かなえてくれるという、独り身のモテない男にとっちゃ『どーでもいいよ。おまえら理由をつけていちゃつきたいだけだろ』な日に、僕はエーレンの世継ぎの君の竜樹王子と、騎士団のギルマーから、同時に告白されてしまったのだ。




　──ごごごご誤解するなよっ！




　と叫びながら、誤解しようがないほど顔を真まっ赤かにし、恋する少年の瞳ひとみで、ラーナの日の贈り物が入った小箱（リボンつき！）を差し出した竜樹王子と、




　──オレの気持ちだっ！




　と、給料の三ヶ月分はありそうなルビーを埋め込んだ金ぴかの腕輪を、僕の腕に強引にはめた、ギルマー。

　僕は完全にパニクってしまった。

　十七年生きてきて、モテた記憶は一度もない。それどころか、初恋のクラリスに、

『あなた誰だれだっけ？　え？　同じクラス……？　ごめんなさい、よく知らないんだけどー』

　と言われたことを筆ひつ頭とうに、

『ごめーん、シャールってなんか空気っていうか、対象外』

　とか、

『あなたっていいひとね（注：永遠にお友達でいましょうね、の略）』

　とか、失恋ばかりしていて、エーレンへ来る前も、パン屋のフロリーに盛大に振られたばかりだ。

　それが、いきなり二人からも告白されて！

　ついに僕にもモテ期が到来したのか──っ！

　そう喜べるほど、事態は単純ではなかった。

　何故なら僕は、スカートのふくらんだひらひらのドレスなんか着てるけど、それを脱げば完かん璧ぺき男だったから。

　グリンダというのは僕の双子の姉で、万能の天才と呼ばれている。

　弱じやつ冠かん七歳で、ウィストリア皇国中央大学にオール満点で首席入学し、一年で卒業、政治、経済、軍事、芸術と、それぞれの分野で類たぐい希まれな業績を上げ続けてきた、ウィストリア皇国の至宝！

　そのグリンダが、同盟国エーレンの国王のお子様たちの家庭教師に任命されたのは、この春のことだ。

　ところが、エーレンへの出発を前にして、なんとグリンダが失しつ踪そうしてしまった。

　このままでは両国の関係にヒビが入りかねない。

　愛想のよすぎる笑顔が詐さ欺ぎ師しっぽい外交官のヘルムートに、そう諭さとされ、しまいには強制的にコルセットをはめられ、ドレスを着せられ、グリンダ＝ドイルとして、僕、シャーロック＝ドイルは、エーレンの王城へ送りこまれたのだった。

　もちろん、このことは秘密だ。

　バレたら国家的大問題で、僕は王族をたばかった犯罪者。下へ手たすりゃ縛り首だ。

　なので、本物のグリンダが戻ってくるまで、どうにか身代わりであることを隠し通そうと涙ぐましい努力をしてきたのに。

　よりによって、男に告白されてしまうなんて！

　しかも、一人は僕の教え子で、エーレンの将来の王様だ。

　その世継ぎの君が、真っ赤な顔で歯を食いしばるようにして、柱の陰からお出ましあそばされた。




「ぐ、グリンダ……っ」




　金きん髪ぱつ碧へき眼がん系のエーレンでは珍めずらしい黒くろ髪かみに深い蒼あおい目の、十一歳の真ま面じ目めで純情な少年だ。背も体型も、これからが伸び盛りって感じで、まだ僕より低くて細い。

「そ、そのっ、今日の授業でグリンダが話してくれた、ルビニアとウィストリアの間で起こった十年戦争の原因が、ルビニアの王妃とウィストリアの皇妃の互いのペット自じ慢まんがエスカレートして険悪になったことという説は、俗っぽくあるが、非常に興味深かった。並の学者にはできない発想だ」

「そ、それほどでも（僕の愛読している『おもしろ歴史読本』に書いてあったのを、知ったかぶって話しただけですから）」

　身構える僕を、竜樹王子は眉まゆをキッと上げ、真剣な目つきで見上げてくる。

「グリンダ、よよよよかったら、これから、さ、ささ、さん」

　散さん歩ぽでも行こうと言いたいのだろう。けど、声が上うわ擦ずり、肩にも力が入りまくりで、なかなか言えないでいるのに、こっちまで手に汗を握ってしまう。

　それでも、あー、うーと力むばかりで、しまいには目をぐるぐる回し、胸を押さえて酸さん欠けつ状態になり、

「な、なんでもないっ！」

　背中を向けて、すごい勢いで走っていってしまった。

　うぅぅ、あのテンパリかたが、過去の自分の姿を見るようで、胸がズキズキ痛む。

　僕も女の子をデートに誘いたくて、事前に一いつ生しよう懸けん命めいに練習したのに、いざ相手を前にしたら頭が沸ふつ騰とうして心しん臓ぞうがドキドキして、挙動不審な行動をとってしまったっけ。それで、家に帰って一人になってから、床をごろごろ転げ回るんだよな。

　ああああ、すみません、すみません、王子サマ。

　僕はあなたに恋をしていただけるような、清い女ではないんです。

　男なんです、小さいけれどついてるんです。

　真面目な竜樹王子は、きっとこれが初恋だろう。なのに相手がドレスを着たオカマだとバレたら──。

　うわぁ、絶対トラウマになっちゃうよ～～～～～～。

　頭を抱えてじたじたしていると、今度は派は手でな金髪をきらきらそよがせ、騎士団のギルマーが現れなくてもいいのに現れた。

「よぉ、グリンダ。なにを真っ赤な顔で足踏みしてるんだ？　ああ、そうか、オレのこと考えていたんだな。フッ、しかたねーな。今夜の予定はおまえのために空あけといてやるぜ」

　顔を斜めに傾け、僕の顔をのぞき込みながらウインクする。

　僕は全身に、ぶわっっっと鳥肌が立った。

　てか、ウインクする男って、芸人以外のリアルではじめて見たぞ！　しかも綺き麗れいに片目を閉じている。絶対こいつ、毎朝鏡を見ながらウインクの練習をしているに違いない。

「結構です。何度も言ってますが、ぼ──わたし、あなたに割さく時間なんてこれっっっぽっちもありませんから。ぶっちゃけ顔も見たくありません。目が汚けがれます」

　思いきり冷たく、顔を背そむけてやる。

　竜樹王子と違って、こいつに気を遣つかう必要はまったくない。嫌われたって、へとも思わない。つか、お願い！　嫌いになって！

「オレがかまってやれなかったから、スネてるのか？」

「へ！」

「天才とか言われてるクセに、可か愛わいいところもあるじゃないか」

「なに言ってんだ、あんた！」

「フフッ、照れて怒った顔もキュートだぜ。そうしてるとまるきり普通の女だな」

　って、頰を染めるなーっ！　照れるなーっ！　デレるなーっ！　薄気味悪い！

　上から下まで、あまりの寒さにぶるぶる震える僕の肩に手を置き、まだデレながら、

「ちゃんとおまえのこと愛しているから、機き嫌げんを直して素直に、ギルマー様とデートしたくて死にそうと、言ったほうがいいぞ。ほら」

　なんてことをほざく。

「あんたが死ねよ！」

　僕は肘ひじ鉄てつをくらわし、逃げ出した。

　後ろで、

「ツンデレが過ぎると、後悔するぞ！」

　と、叫んでいるのが聞こえた。

　あああああああああああああああああああ、また鳥肌が、寒気が。

　何故これほどウザがって邪じや険けんにしているのに、伝わらないんだ！　イケメンって、みんなああなのか？

　いや、きっとあいつが特殊なんだ。

　うぅぅぅぅ、あいつの前で、鼻の穴に人にん参じんとキュウリのスティックを突っ込んで、白目をむいて、変な踊りとかしたら嫌いになってくれるかな……。

　てか僕、王様の子供たちの家庭教師で、国こく賓ひん扱いなのに！　そんな雲の上の相手を、ああも堂々と口く説どいていいのか？

　そうだ、エーレン政府に正式に抗議を申し込んで──。

　が、しかし、そのエーレンの絶対君主である、美び貌ぼうのカリスマ国王シザエル陛へい下かは、僕を巡る三角関係を、すっかり楽しんでいるようで、ついこの前も、

「我が息子むすこも、年上の女性に恋こい焦こがれるほど大人になったか。恋を知り、人の気持ちの機き微びを知るのも、良き国王になるには重要なことだ。さて、竜樹はグリンダ嬢を落とせるのか」

　と、僕に向かって人の悪い笑みを浮かべて言っていた。

　六人の子持ちとは思えない可愛い王妃様も、さらさらの黒髪をきちっとまとめ、メイドさん姿でお手製のフルーツケーキを切り分けながら、

「まぁ、竜樹がグリンダ先生と結婚したら、先生にずっとエーレンにいていただけますね」

　と喜んでいた。

　生まれたばかりの鈴リン七ナ＝フィリス姫は、揺りかごの中ですやすや眠っていて、年少の真シン王子はケーキを切る王妃様のスカートにしがみついて、ぼ～っとして、ノーコメントだった。いや、五歳の幼児が、恋愛問題について語り出したら怖いけど。

　一方、八歳のわりにマセすぎの双子姫は、ラーナの日の翌朝早々に僕の部屋に飛び込んできて、ベッドに飛び乗り、

「竜樹お兄様と、ギルマーにラーナの日の贈り物をもらったんですって？　ねぇねぇ、今、どんな気持ち？」

「グリンダは、どっちとつきあうの？　やっぱりギルマー？　竜樹お兄様じゃ子供すぎだもの！」

「でも、ウブな男の子を、自分好みに染めていくのも楽しいっていうし。竜樹お兄様と結婚したら、玉の輿こしよ！」

「そうねー、竜樹お兄様は、お父様と同じで妻ひと筋で、愛あい妾しようとか持たなそうだし」

　と、頭の上でふたつに結んだ金色の髪をふさふさ揺らして、小鳥のようにちゅんちゅんさえずっていた。

　みんな、この騒そう動どうに興きよう味み津しん々しんのようで、いくら僕が家庭教師の業務に支し障しようが出るので、ギルマーをどっかやっちゃってください、地方に左さ遷せんとかしちゃってくださいと訴えても、聞いてもらえそうにない。

　双子姫にいたっては、

「「えーっ、そんなのつまらない」」

　とかハモりそうだ。

　そうして、王様の子供たちの最後の一人、第一王女の聖セイ羅ラ姫はといえば──。

　氷の人形に、最上級の紫の宝石を二つ埋め込んだようなひえびえとした美貌を思い浮かべ、暗い気持ちになったとき。




「うっ……！」




　僕は足を止めた。

　想像だけでなく、実際に聖羅が、曲がり角から半分だけ顔を出して、じぃぃぃぃっと僕を見ていたからだった。

「あ、う……うぅぅ……その……」

　どうした、僕！

　なにを、びびっている！

　聖羅は僕の生徒で、僕は彼女の先生だ。廊ろう下かで会ったら、優しく微笑ほほえんで、挨あい拶さつのひとつもするのが大人の対応じゃないか。

　けど聖羅の、氷が触れあう音がしそうな銀色の髪や、汚れを許さない雪みたいに白い肌、冷えた紫水晶のような瞳が合わさって形作られた美貌を目の前にすれば、僕よりずっと精神の安定した大人でも、体の芯しんがすくんでしまうだろう。

　それほどの美貌。

　それほどのカリスマ。

　しかも表情を変えずに、じっと見てるしー。

　それが、なにやら無言で非難されているようで、僕の胸は罪悪感にきりきりと痛むのだった。

　一体何故、こうなったのだろう。

　竜樹王子とギルマーのバカに告白される直前まで、僕と聖羅の関係はこれ以上ないほどうまくいっていた。

　エーレンへ来た当初は、グリンダと同じ天才の聖羅が苦手で、男であることも早々に見抜かれて、いつバラされるかとびくびくしていた。

　けど聖羅の中身は、本当は家族に甘えてみたい寂しがり屋で不ぶ器き用ような、普通の九歳の女の子だとわかって、僕は聖羅に、君の味方になると誓ちかったんだ。

　あのときの僕は、全身に清すが々すがしい力がみなぎっていて、顔もきりりと引き締まっていて、自分で言うのもなんだが非常にイケメンだった。

　聖羅のことも、このいたいけな女の子を僕が守るんだー、僕がこの子の一番の理解者になるんだー、と盛り上がっていた。

　聖羅の折れそうに華きや奢しやな腕に、紫水晶の花のアクセントがついた水晶の腕輪を巻いてあげたあと、聖羅が嬉うれしそうに微笑んで、




　──これからはわたしのことを、ただの聖羅と呼んでくださいますか。




　と言ったときも、そのあと僕の部屋を出てゆくとき、恥ずかしそうに頰を染めて、小さな声で、




　──シャール……先生。




　と呼んでくれたときも、心の中があたたかな誇ほこらしい想いで、いっぱいになった。

　ああ、僕はこの子の〝先生〟になれたんだなーって。

　なのに、翌朝、双子姫の襲しゆう撃げきをやりすごして食卓についたら、テーブルの向こうからひんやりした空気が流れてきて、そちらを見ると聖羅が冷たい目を僕に向けていたのだった。

　え！　なんで？

　ひょっとして、みんなの前だから演技してるの？

　授業中も聖羅はずっとそんな感じで、授業が終わってから、周りに誰もいないのを確認して廊下で声をかけてみたら、




　──先生は、フケツです。




　冷たい声でぽつりとつぶやかれ、そのまま歩いていってしまった。

　フケツ……？

　僕が、フケツ？

　自分の娘から『パパのお洋服と一緒にお洗せん濯たくしないで！』と、言われてしまった父親の心境で茫ぼう然ぜんとしていた。

　潔けつ癖ぺきな九歳の女の子の目からは、僕は男の分ぶん際ざいで、自分の兄や騎士団のタラシ野郎を手玉にとるふしだらな変態に見えるのだろうか。

　どうにか誤解を正したい。

　そう、聖羅に近づいて、目をしっかり見つめて、僕は潔けつ白ぱくだって──。

「うぅっ」

　けど、現実は、氷の美貌の王女を前に、情けなく声を上擦らせて、きょどっているのだった。

　そうしているうちに、聖羅の表情はどんどん冷たくなり、またふいっと背中を向けて歩いていってしまう。

「ああ……今日も話せなかった」

　そうして、僕はがっくりと肩を落とすのだった。

　自己嫌悪に陥おちいって部屋に戻ったら、ヘルムートのやつが勝手に椅い子すに座って、花模様のカップで紅茶を飲んでいた。

「やぁ、きみが男たらしの才能を開花させるとは、思いもよりませんでしたよ、シャールくん」

　相変わらず、黒い髪に黒いスーツに黒い手袋といった黒ずくめの格好で、爽さわやかに誠実そうに微笑む。

「聖羅姫とのお約束の件がどうなったのか気になって、激務を押して来てみたのですがね、よもや、世継ぎの君と騎士団のエリートから惚ほれられているとは。グリンダはおいそれと手を出せない高たか嶺ねの花でしたが、きみは隙すきだらけなのがいいんでしょうね。女性としてなら魅力的であることが証明されて、よかったですね。やはり、きみほどドレスの似合う男の子はいないと判断した私の目に、狂いはありませんでした」

「自慢げに言うなー！　この笑顔詐欺師！」

　僕は、わめいてしまった。

　毎度毎度、こいつは僕の神経を逆さか撫なでしに、はるばる船に乗ってエーレンまで来てんのか？　外交官って、そんなに気楽な職務なのか？　そもそもいつまでたっても、グリンダを見つけられなくて、真面目に仕事をしてんのか、こいつは。

　はっ！　そうだった！

　グリンダの置き手紙があったんだっけ！

　この騒ぎで、忘れかけていた。

　僕は、机と棚の隙間に挟まっていたグリンダのメッセージを、ヘルムートに見せた。




『わたしは水虫は飼っていない。ひよこ豆ではなく、レモンだ』




　ヘルムートは珍しくシリアスに眉根を寄せて、それを見ていたが、やがて納なつ得とくしがたいといった口調で言った。

「レモンはないでしょう。私の目算では大まけにまけて、せいぜい里さと芋いもです。シャールくん、弟としてどう思われます？」

「真顔で尋たずねることかよーっ！　グリンダの胸の目算とかしてる場合か！」

　ヘルムートが溜ため息いきをつく。

「本当にシャールくんはガラが悪くなって。女の子はもっとおしとやかでなくては」

「僕は男だ！　つか、グリンダはここへ来たってことだよねっ！　見張りの目を盗んで、城内を歩いて、僕の部屋を見つけてこのメッセージを書いて、置いていったってことだよね！」

「さすが、我が国の至宝。グリンダが戻ってきたら、ぜひ諜ちよう報ほう部ぶでも働いていただきたいものですね。彼女なら、どんな場所へも入り込めるでしょう。諜報部一の凄すご腕うでエージェントになること間違いなしです。それに比べてシャールくんは……」

「なんで僕が溜息つかれてんのっ。つか、さすが我が国の至宝とか感心してる場合じゃないだろう。これだけグリンダが大胆に動き回ってるっていうのに、つかまえられないなんて！　ウィストリアの諜報部は本当に世界一優秀なのか？」

　わめきすぎて、喉のどが痛くなってしまった。

　ヘルムートのやつは、しれっとした顔で、

「もちろんです。自分の国を、もっと信じてください」

　フンッ、信じられるか。だって、こんな詐欺師が一級公務員で外交官をしている国だぞ。高官は全員噓うそつきのタヌキやキツネに決まってる。

「まぁ、グリンダが、エーレンに現れるのではないかと予測はしておりましたし、グリンダが訪れたという城下の店や辿たどった道のりも、すでに調査をさせています。グリンダの目的も、じきに見えてくるでしょう」

「グリンダの目的……」

　そんなものあるんだろうか。




『今日かぎりグリンダ＝ドイルを廃はい業ぎようする』




　そんな紙切れ一枚残して失踪したグリンダは、なにを考えていたんだろう。

　この頃思い浮かぶのは、グリンダの後ろ姿ばかりだ。

　へこへこ頭を下げてばかりいる僕と違って、決してうなだれることのない、まっすぐに伸びた首筋と、意志ある背中──。

〝グリンダ〟であるということがどういうことなのかも、それを捨て去ることの意味も、グリンダの余り物扱いされてきた僕にはわからない。

　けど、家族として望む。

　一日も早く、無事な姿を見せてほしい。

　そんな切なる願いに胸を疼うずかせる僕に、ヘルムートはエーレン産の香りの良い紅茶を二杯もおかわりし、

「さて、私はそろそろ激務に戻るとしましょう。聖羅姫の件もおさまったようですし。次にお会いするときまで、シャールくんはどうぞ二人の男性から熱烈に愛されるという女性の喜びを、存分に味わってください。ただし、貞てい操そうだけは守り抜いてくださいね。でないと男だと即バレて、縛り首ですよ」

　と満面の笑顔で、釘くぎを刺していったのだった。

「てっ、貞操の危機なんてあってたまるかーっ」

　僕は、美少年をはべらせて夜な夜な宴会を開いて国を傾けたと言われてる、古代ドリアン帝国の皇帝ネリーみたいな男色家じゃない。

　なんだかすごく疲れて、ベッドで手足を広げてうつぶせになり、ぐったりする。

　もうギルマーのバカは、放っておこう。

　竜樹王子の熱も、そのうち冷めるだろう。

　聖羅は……。

　どうしよう。




　その夜も、うつうつ考え込んでいて、なかなか寝つけなかった。

　聖羅とは仲良くしたいんだけどな……。あの子の一人氷の平野に立っているような様子は、グリンダを思い起こさせるから。

　グリンダにできなかったことを、聖羅にたくさんしてあげられたらいいと思っていたのに……。

　と、そのとき、窓がカタン……と鳴った。

　蒸し暑かったので、窓は開けっぱなしにしてある。

　風かな……？

　そう思って、なにげなく目をそちらへ向けた僕は、いっきに覚かく醒せいした。

「！」

　なんと、バルコニーに面した窓が全開になっていて、白いレースのカーテンが風をはらんで大きく翻ひるがえるその向こうに、薔ば薇らの花を口にくわえた金髪の男が──あのバカが──騎士団のギルマーが！　カッコつけたポーズで立っていたのだ。

　ベッドの上で、女物の薄い寝間着一枚で、上半身を起こしたまま茫然としている僕に、ギルマーは、無む駄だに男らしい偉そうな声で言った。

「やぁ。窓を開けておいてくれるなんて、やっぱりおまえはツンデレだったんだな、グリンダ」















　ば、薔薇を口にくわえた男が、僕の寝室に、夜中に、バルコニーから侵入して、にやけていて、寝間着で、貞操の危機で──。

　驚おどろきが引くのと同じ速度で、混乱が雪崩なだれのように押し寄せ、僕は近くにあった一番重そうなもの──背もたれに天鵞絨びろうどが張ってある豪ごう華かな椅子を両手で持ち上げるなり、

「うああああああああああああああっ」

　夜の闇やみを引ひき裂さくような大絶叫とともに、侵入者に向かって投げつけたのだった。





　　　　◇　◇　◇






　早朝。

　庭で、カエルみたいに手足を広げてひっくり返っているギルマーが、見回りの兵士によって発見された。

　ギルマーの頭は割れ、血がどくどく流れ、全身打だ撲ぼく。右手と左足が骨折という重傷だったが、命に別状はないということだった。

　ギルマーのかたわらには、何故か天鵞絨張りの椅子が転がっていたという。




「はーっ、死ななくてよかった……」




　昼下がりの平和な庭で、ひそかに安あん堵どの息を吐はく。

　昨夜は、あんまりびっくりして、つい椅子を投げつけちゃったけど、包ほう帯たいでぐるぐる巻きになっていると聞くと、さすがに胸が痛む。

　もちろん悪いのは、夜よ這ばいなんか仕掛けてきた勘かん違ちがいリア充のギルマーだけど、ちょっとその……やりすぎだったかなって……。

　ギルマーが薔薇を口にくわえて忍んできたことは、誰にも話していない。

　いくら表向きは女だからって、僕は立りつ派ぱな男なわけで、なのに男に夜這いされるなんて、恥ずかしすぎて言えるもんか。

　こんなことヘルムートの耳に入ったら、また嫌みを言われる。

『さすがシャールくん。役立たずのくせに大した男殺しですね。ところで貞操は無事ですか？　上くらいむかれちゃったんじゃないでしょうね？　またグリンダはひよこ豆だと言われてしまいますよ』

　うわーっ、愛あい想そがしたたり落ちてきそうな声まで聞こえる。絶対、内ない緒しよにしておかなきゃ。

　けど、ギルマーが倒れていた位置や、これまでの状況から、ギルマーがなにをしようとして、ああなったのかは、みんな察しはついたらしい。

「ギルマーのやつ、すげーな」

「ああ、さすがだぜ、あのグリンダ嬢に夜這いをかけるなんて」

「男のロマンだな」

　と、何故かギルマーの評価が上がってる！

　僕は、襲おそわれるとこだったのに！

　聖羅からも、なにか言いたそうに、

「……」

　と見つめられて、うぅぅ、またフケツって言われるかも……と、しくしくと胃を痛めていた。

　庭のベンチに足を広げて座り、何度目かの溜息をついたとき。

「あ、グリンダ！」

　後ろで明るい声がして、僕は慌あわててしとやかに足を閉じ、小首を傾げた。

「ま、まぁ、アニス」

　フリルのエプロンに黒のワンピース姿の赤毛の女の子は、お城で働いているメイドのアニスだ。

　気さくで面めん倒どう見みの良いお姉さん気質のアニスには、エーレンへ来てから、なにかとお世せ話わになっている。

「さがしてたのよ。ギルマーのこと聞いたわ。怖かったでしょう。大丈夫だった？　グリンダ？　ギルマーになにかされてない？」

　僕のほうへ顔を寄せて、心配そうに尋ねる。

　僕は、じぃんとしてしまった。

　ああああああ、素そ朴ぼくな気遣いが身に染みるよ～、アニス。

　メイドさんの衣装にも癒いやされる──って、それはまた別か。

「うん、大丈夫だよ、ありがとうアニス」

　嬉しくてにっこりすると、アニスも笑顔になった。

「そう、よかったぁっ！　あたしも、小説の中では、夜這いシチュって大好物だけど、あれは体格差のない男同士が、互いの愛情と尊厳をかけて襲ったり拒否ったりするから萌もえるんであって、か弱い女の子にしちゃダメよね！　ギルマーもどうせなら、同じ騎士団のランベール隊長あたりに夜這いしてみたら、年下攻め筋肉男子受けの下げ克こく上じようで、萌え萌えなのに～～～～」

　目をきらきらと輝かせるアニスを前に、僕の笑みは引きつっていた。

　これがなきゃ、本当にいい子なのに。

　男同士の恋愛が、苺いちごを敷しき詰つめたカスタードパイよりも大好きというアニスは、ヘルムート攻め、シザエル国王受けなんて本まで作っている。

　完成したら、グリンダにも一部あげるね！　なんて言われてるけど、そんなのもらっても困る。

「でもグリンダ、ギルマーのこと、きっとこれからもっと大変よ」

　ギルマーとランベール隊長の愛について熱く語っていたアニスが、急に真面目な顔で言った。

「へ？　なんで？　ギルマーは包帯ぐるぐるの重傷ですぐに動けないだろうし、さすがに反省して……」

「グリンダは、ギルマーをわかってないわ。何故、ギルマーがあの若さで騎士団一の剣士になったと思う？」

「さ、さぁ」

　騎士団一って……あれ、自称じゃなかったのか。

「ギルマーはね、とっっっってもタフなのよ」

「はぁ？」

「怪け我がをしても、へいちゃらなの。むしろ怪我をしているほうが、燃えるの。この場合のモエは、萌えではなく、魂たましいと体が炎のように燃え上がるの燃えよ」

　どっちも意味は変わらないような気がするけど……。

　アニスが、さらに身を乗り出す。

「前に城外の森で熊くまに襲われて、肋ろつ骨こつと足と手の骨を折って、半死半生で城に運び込まれたときも、ようやく俺にふさわしい強敵に会えたぜ！　とか言って、三日後に森へリベンジに行って、そこから一ヶ月も粘ねばって、ついに熊を倒したのよ」

「ええっ！」

　く、熊って……アライグマじゃないよね。

　しかも、半死半生で運び込まれた三日後からリベンジって……！

「ギルマーの回復力にはお医者様も、なんて出で鱈たら目めな骨と内臓だ！　ってあきれていたほどよ。城内で悪性の風か邪ぜがはやったときも、ギルマーはくしゃみをしながら胸をはだけて、雪の中で剣の稽けい古こをしていて、翌日はすっかり風邪も吹き飛んでいたというし」

　バカは風邪をひかないの進化型だろうか……。

「騎士団でも、自分より体格のいい相手に勝負を挑いどんで、こてんぱんに負けてもしつこくリベンジを繰くり返かえして、勝利してきたの。あの常人離れした努力と執しゆう念ねんが、ギルマーを騎士団のナンバー１にしたのよ」

　それだけ聞くと、すごく立派なような……。ニート志願でグリンダに寄生して、だらだら浪人生をやっていた僕には、耳が痛い。

　って、見直してる場合じゃない！

「そ、それってつまり、バルコニーから仰あお向むけで転げ落ちて包帯ぐるぐる程度じゃ、あきらめないってこと！」

　半泣きの僕に、アニスが重々しく、

「ええ。それどころか、熊のときのように、ますますファイトをかきたてられて、チャレンジしてくるに違いないわ」




　──ようやく俺にふさわしい、手て応ごたえのある女に会えたぜ！　待ってろ！　グリンダ！




　頭の中に、包帯まみれでポーズを決めているギルマーの姿が浮かび、僕はくらっとした。

「どうしよう、またギルマーが夜這いに来る～～～～」

　熊のときは三日で森へ戻ったというから、僕のところへも、それくらいで来ちゃう？

　でもって、夜這いが成功するまであきらめない？

　うわぁぁぁぁ！　どうすればいいんだぁぁぁ！

　やっぱり、鼻の穴に人参を突っ込んでみせるしかないのかぁっ。

　ああ、なんで僕がそんな恥ずかしい目に……世の中のモテカワな女の子たちも、こんな恐怖を味わっているのだろうか。ゴメンね。可愛い女の子が目の前を通り過ぎても、もうじろじろ見たりしないよ。

　涙をにじませながら、がくがく震えていると、アニスが僕の両手をぎゅっと握った。

　こねたてのパンみたいに、ほわほわとやわらかくて、あたたかい。

「うぅぅ、アニス」

「泣かないで、グリンダ。あたしがギルマーが悪さできないように、しっかりガードしてあげるから」

　愛情深い、優しいお姉さんの眼まな差ざしで、言ったのだった。

「今夜からグリンダの部屋で、一緒に寝るわ」









第二回　だからって、ひとつの布団で眠るのは！






　その夜、アニスはお泊まりセットを持って、仕事着のメイド服のまま僕の部屋へやってきた。

「遅くなってゴメンねー。すぐ着替えちゃうから」

「きっ、きききき着替えるって！　ここで？」

　僕が壁かべに背中を貼はりつけうろたえるのを見て、アニスがきょとんとする。

「ええ。そのために寝間着を持ってきたんだもの」

「だ、ダメっ。女の子が人前で、ふ、ふふふ服を脱ぐなんて」

「やだ、グリンダったら、女の子同士なんだから気にすることないのに。ふふ、真まっ赤かになっちゃって可か愛わいい」

　アニスはおかしそうに笑い、フリルがいっぱいついた真っ白なエプロンの紐ひもを、しゅるっとほどいて、ベッドの上に置いた。

「わわわわっ、本当にダメなんだってばぁ」

「まだ、エプロンしかはずしてないわよー」

　くすくす笑いながらそう言って、ワンピースの前ボタンをはずしてゆく。

　アニスの胸は、とっても大きい。

　グリンダが里さと芋いも二個分なら、アニスは特大の桃が二つくらい？　ううん、もっと大きいかもしれない。

　ボタンをひとつはずすたびに、普段は黒のワンピースの下に隠れている、うっすらとピンク色を帯びた、ふわふわの谷間が、あきらかになっていって──。

　うわわわわわわわ、これ以上は見てはいけない。アニスは女同士なんだからって言ったけど、僕は男なんだから。

　女の子のふりして裸を見るなんて、ただの痴ち漢かんだ、変態だ。

　両手を目の前にかざし、ばっと背を向ける。

「グリンダってば、本当に純情なのね」

　アニスが、また笑う。

　そのキャンディーみたいな甘い声と、ボタンをはずすときのかすかな衣きぬ擦ずれの音が、耳をくすぐって、そのまま耳の奥へと侵入し、頭全体が熱くなって、息まで苦しくなってくる。

「そんな恥ずかしがり屋さんじゃ、恋人ができたとき大変よ～」

「つ、作る予定、ないから」

　ああっ、あのかさこそという音が、僕を誘ゆう惑わくする。

　い、今、どのくらいまで脱いだんだろう？　半分くらい？　それとも、全部？

「え～、もったいないよ。グリンダって天才だけど庶民ぽいっていうか、いたいけで守ってあげたくなっちゃうっていうか、絶対可愛いお嫁よめさんになりそうなのに」

　か、考えるなっ。

　今、ボタンをはずし終えて、上半身、白の下着だけで、スカートおろしてるところとか、考えちゃダメだ～～～～～～～！

「そーゆーこと、全然、か、かかか、考えてないし」

「うーん、じゃあ、グリンダってどんなタイプが好き？」

「胸の──」

「え？」

　胸の大きな女の子が──と口走りそうになり、焦あせって言い直し。

「胸が逞たくましい人が好きですぅ」

「わー、いがーい、マッチョがタイプなんだ。なら騎士団のランベール隊長とか？　あっ、でも、ランベール隊長は、ギルマーのものだから、グリンダとくっついたら妬やけちゃうなぁ」

　それはランベール隊長に妬けちゃうのか？　それとも僕に妬けちゃうのか？

　アニスらしい発言が出たことに、逆にホッとして、ようやく呼吸が正常に戻りかけたとき。

　背中に、

　ふかっとしたものが、

　あたった。

「やっぱり、グリンダは誰だれにもあげなーい。あたしがお嫁さんにもらったげる」

「～～～～～～！」

　アニスの手が、僕の両肩にある。

　適度に脂肪のついたやわらかな腕はむき出しで、それよりもっとやわらかで、ふかふかしたこの感触は、も、もももももももしかして。















　いや、もしかしなくても──。

「あああああアニス、いけない、いけないよ。てか、いけません。僕ら女の子同士じゃないか」

「僕ら？」

「いえ、わたしたち！　そーゆーことは、お互いに想いを寄せ合った男女間で行うべきで」

　いや、僕、男の子なんだけど、全然問題ないんだけど。

　頭がカァァァァッと燃え立ち、鼻血がこぼれそうになる。

　やっぱり大問題だ～～～～～～！

「やだもう、グリンダって本当に真ま面じ目めで可愛いーっ。今の台詞せりふ、次のヘル×シザで、使ってもいい？」

　アニスがぱっと僕から離れる。

「忘れないように、メモらなきゃ」

「あの……使ってもいいけど……服、着替え終わってからにして」

　惜おしかったようなホッとしたような……。

　ちなみにヘル×シザとは、ヘルムート攻め、シザエル王受けの略だそうだ。

　シザエル王が、ヘルムートに迫られて『よせっ、そういうことは想いを寄せ合った男女間で行うべきだ』とか言っちゃうんだろうか。それともヘルムートが王様に誘い受けされて、『おやめください。そういうことは想いを寄せ合った男女間で行うべきです』とか、苦く悶もんの表情で諭さとすんだろうか。

　あぅぅぅ、これ以上想像するのはやめよう。てか、僕は誘い受けなんて言葉、いつのまにするりと出るようになってしまったんだ。

「なにうなだれてんの？　グリンダ？」

「わっ」

　いきなりアニスが目の前に現れたので、とっさに目を覆おおう。

「もう着替えはすんだから、大丈夫だよ」

　おそるおそる手をのけると、白い寝間着姿のアニスがにこにこしていた。

　髪かみはいつもまとめているのを、全部ほどいておろしている。ところどころ可愛らしく、くるんくるんと丸まっていて、こちらはこちらですごく似合っていて、新鮮だ。

　あ……そういえば、前にアニスが里帰りしたとき、町でばったり会ったときも、髪をおろしてたっけ……。

「なに？　じっと見て」

「い、いや」

　照れてうつむく。

　そうだ、あのとき僕は、男の子だったんだ。

「おかしなグリンダ」

　アニスが、足をぴょんとのばしてベッドの端に腰かけ、髪をブラシですきはじめる。

　やわらかそうな巻き毛が、ブラシの動きにあわせて、ふわりふわりと揺れる。

　それから、ガラスの小こ瓶びんから透明な液を手にとって、顔にぱたぱたと叩たたき込こみ、さらに花模様の小さな丸い器の蓋ふたをしゅっと開けて、真っ白なクリームをすくい、それをまた顔に塗ぬってゆく。

「このクリーム、お肌がしっとりして、いい感じなの。サメの脂あぶらが入ってるんですって。グリンダは、お手入れはどうしているの？」

「……お手入れって？」

「お肌のお手入れよ」

「お肌の……」

「もしかして、なんにもしてないのっ！　顔洗ったら、タオルでごしごし拭ふいて、そのまんまとか!?」

「そ、そうだけど……」

　アニスは一体、なにをそんなに衝しよう撃げきを受けているんだろう。

「ダメよっ！」

　いきなりこぶしを握って立ち上がり、僕の肩をつかんでベッドに座らせる。

「天才だって女の子なんだから、ちゃんとお手入れをしなくちゃ。お肌がかさかさになっちゃうわよ。ああ、こんなに白くて、もちもちしたお肌に生まれたのに、まったくかまわないなんて──」

　もったいないとか、女の子として努力が足りないとか、文句を言いながら、僕の顔にヒヤシンスの匂いのする透明な液をぱしぱし叩き込み、サメの脂入りとかいうクリームを塗り込む。

「わ、アニス、もういいよ」

「ダメっ、ただ塗るだけじゃ効果半減よ。このマッサージがポイントなんだから」

　そう言って、やわらかな手のひらで、僕の顔全体を大きく丁てい寧ねいに撫なで上あげてゆく。

　女の子って、毎晩こんなことやってるの？

　けど、あ……なんかちょっと気持ちいいかも……。

　顎あごの下から喉のど、鎖さ骨こつのあたりまで、クリームを塗った手で撫でられて、だんだんうっとりしてきた。

　アニスの手……ふんわりしててあたたかいなぁ。

　頰ほおを優しく包み込むようにして、くるくると円を描かれると、気持ちよさに猫みたいに喉を鳴らしたくなってしまう。

　クリームもミルクの甘い香りがして、はふぅ、女の子の匂いだ～。

　ああ、このままずっとこの匂いに包まれて、この手で撫でられていたい……。

　女の子って気持ちいい～～～～。

　気持ちいい、の内容が、アニスの手なのか、マッサージそのものなのか、クリームの香りなのか、わからなくなりかけた頃。

「はい、終わり。今度、一緒にお手入れ用の石せつ鹼けんとか化け粧しよう水すいとか買いに行こうね。あたしが選んであげる」

「うんっ」

　思いきり嬉うれしそうにうなずいてしまって、ハッとした。

　僕は男だろーっ！

　舞台役者じゃないんだから、お手入れとか必要ないだろー！

　ぼ……僕、ひょっとして、毎日ドレスなんか着て女装しているうちに、心まで女の子化してきちゃった？

　この異様な状況に、色々流されちゃってる？

　ひそかに落ち込んでいると、アニスがベッドの掛かけ布団ぶとんをめくって、可愛らしく僕を見つめた。

「じゃ、寝よっか、グリンダ」

「ええええええええええええええええっ」

　いっきに心しん臓ぞうの鼓こ動どうが高まり、体温が上昇する。

「ね、ねねねね寝るって？　一緒に!?」

「そうだけど」

「で、でででも、まだ早いし、お、お茶でも飲んで、おおおおしゃべりでも。そうだ、王妃様からいただいたクッキーが」

「夜、甘いもの食べると太るんだよー。それに、おしゃべりはお布団の中でもできるでしょ。ほら、グリンダ」

「ぼ、僕は、あっちの長なが椅い子すで寝るからっ」

「僕？」

「いやいやいやいや、そのっ」

　焦っているうちに、ふんわりした手で腕をつかまれ、ベッドに引き込まれてしまった。

　はっ！　いつの間に！

「うふふ、お昼寝するのやだ～って、駄だ々だこねてる弟と妹を寝かしつけるの、得意なんだ」

　枕に頭をつけたアニスが、僕のほうを見てにっこりする。

　顔が、めちゃくちゃ近い！

　ちょっとお互いの唇くちびるを尖とがらせたら、ききききキスできちゃいそうな、そんな距離──恋人の距離だ。

　甘い香りは、顔に塗ったクリームと汗が混じり合ったものだろうか。甘さの中に、色っぽさみたいなものも加わっていて、より脳を刺激する。

「あたしね、グリンダと、ずっとこうしてみたかったんだ」

　アニスが嬉しそうな目で言う。




　──ずっと、あなたとこうしたかったの。




　脳内で、ピンクのもやつきで別のシチュエーションに変換されて、僕はアニスの顔に鼻血を噴きそうになった。

「お布団の中で、グリンダと内ない緒しよ話ばなしとかしたら、すごく楽しいだろうなーって」




　──みんなには、内緒、ね？




　どどどどど、どーしよ。

　こんなに心臓がドキドキしてたら、アニスにも聞こえちゃうよー。

「あたし、この前里帰りしたでしょ？　そのとき、グリンダにそっくりな男の子に会ったんだよ」

「！」

　心臓が今までで一番高く跳ね上がる。

「あたしのこと、助けてくれてね……ちょっと素す敵てきだった」

　目の下をほんのり赤くして、はにかむようにちょっとだけ目を伏せ、口元をほころばせる。

　え？

　あれ？

　す、素敵って……。

　それ、僕のこと？

　けど僕は、アニスがばらまいたヘル×シザの妄もう想そう小説を拾うのを手伝っただけで……。

「はじめは、グリンダの親しん戚せきかと思っちゃった。それくらい似ていたから。グリンダが眼鏡めがねをかけて男の子の格好をしたら、あんな感じかな」

「よ、よよよ世の中には、自分に似た人が三人いるっていうからっ」

「ふふ、グリンダも会ったら、きっとびっくりしちゃうよ。本当にそっくりだったから」

「そ……そう」

　きっと僕と彼が会うことは、生涯ないだろう。

「そのひと、お城で働いてるみたいなの。工房の制服着てたし……けど、あれからずっと捜してるんだけど、見つからないんだ」

「こ、工房は、人の出入りが多いから……っ。それに、工房の制服に似た、別の服だったという可能性も……」

「あ～、名前くらいきいとけばよかった」

　アニスが溜ため息いきをつく。

　眉まゆをきゅーっと寄せて、とっても切なそうで、アニスみたいな可愛い女の子が、自分のことでそんな色っぽい顔をしていると思うと、ますます頭が熱くなって、鼓動が速くなる。

　甘い、甘い声が、僕の耳をくすぐる。




「……また会いたいな……。会ったら……好きになっちゃうかも」




　う、うわぁ……ぁぁっ！

　このときの僕の心境を表現するなら、幾千本もの花々がいっせいに開いて、その芳香に酔いながら、花の中に埋もれてゆく感じ、だろうか。

　とにかくもう、混乱して沸ふつ騰とうして、胸がきゅんとして。

　も、ももももし、僕があのときの男の子だよって打ち明けたら、アニスは僕のこと、す、好きになっちゃうの？

　ど、どうしよう。

　言ってみようかな。

　アニスは可愛いし、優しいし、胸もふかふかで。

　でも、もし他のひとたちにも男だってバレたら、国家的犯罪者で縛り首で──それにアニスだって、女装趣味の変態！　って目で見るかもしれない。

　悶もん々もんとしていたら、アニスが抱きついてきた。

「わ！」

　な、なに！

　顔がそっくりの僕に、欲情しちゃったの？

　困る！　僕は女の子で──いや、男の子で──けど今は女の子で──。

　耳元で、すーすーという寝息が聞こえた。

　へ？　すーすー？

　よーく見ると、アニスは目を閉じて眠っていた。

「寝つくの早っ！」

　けど、午前中、子供たちに勉強を教えたあとはだらだらしている僕と違って、メイドの仕事は体力も使うし、アニスは働き者だから、人の三倍くらいくるくる動いていそうだし、きっと疲れていたのだろう。

　なのに、僕のこと気き遣づかって、お泊まりに来てくれたんだ。

　本当にいい子だな……。

　じんわりしたものの、やっぱりこの体勢は困る。アニスは僕の首筋に腕を回して、僕の頰に自分の頰を押しつけるようにして、すやすや眠っている。

　わー、ほっぺが、ぷにぷにだ。女の子ってやっぱり気持ちいい……とか感動してる場合じゃない！

　こんなに密着されたら、いくら草食系男子の僕でも理性がもたない。いや、その前に、鼻血を噴いて、心臓が破裂しそうだ。

　アニスを起こさないように、そっと腕をほどこうとする。

　うぅ、二の腕もふにふにしてて気持ちい──いや、いやいや、考えちゃダメだ、冷静になすべきことをなすんだ。

　が、苦心してほどいたアニスの腕が、今度は僕の頭を抱え込んだ。

「～～～～～～！」

　一瞬、息ができず、窒ちつ息そくしかける。

　自分が置かれている状況がわかり、さらにパニックに陥おちいる。

　あ、アニスの胸！　アニスの胸っ！　アニスの胸にっ、谷間にっっ、僕の顔が埋まっている～～～～！

　大ぶりのピンクの桃のような、二つの丸い胸。

　感触は桃よりやわらかくて、左右から僕の頰を大事そうにふんわり挟み込んでくる。

　手で撫でられるより、千倍気持ちイイ！

　汗とクリームの混じり合った香りも、いっそう甘くなり、ほっぺから脳みそまで、ふにゃふにゃにとろけそうだ。

　ダメっ、ダメだよ、アニス、僕、朝までもたないよ。

　気持ちよすぎて、心臓が爆発しちゃうよ～、死んじゃうよーっ。

　かといって、下へ手たに体を動かすと、顔があっちにめりこんだり、こっちにめりこんだりして、「んぅ」とか「はふ」とか、切なげな声まで聞こえてきて、最後は動くに動けず、硬直してしまった。

　アニスは眠ったまま、気持ちよさそうに僕の頭を、なでなでしている。

　夢の中で、小さな弟や妹たちに、そうしているのかもしれない。とても優しい仕草だった。

　ああ……眠れない。

　どうか、早く朝が来ますように。

　頭の中で歴史の年号を唱えながら、僕は窓の外が明るくなるのを待ちわびるのだった。
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　結局、一睡もできなかった。

　アニスは、僕の胸にもたれて、すやすや眠っている。

　ふっくらした頰に、赤い巻き毛が、ちょっとだけ乱れかかっているのが色っぽい。

　やっぱり……可愛いな、アニス。

　眠っていると、攻めとか受けとか口走ることもないし……。これが、彼女とのはじめてのお泊まりとかだったら、今朝の僕は世界一幸せな男だったろう。

　実際は寝不足で目が充血し、心労から体力を根こそぎ奪うばわれて、げっそりしていた。

「はーっ、こんなことが、あと何日続くんだ」

　ギルマーがあきらめるまで？　それはいつなんだ。

　やっぱり……鼻人参かな……。

　と、そのとき。

　こんこん……と控ひかえめにドアが鳴った。

　げっ！　メイドさんが起こしに来たのか？　けど、こんな早朝に!?

　マズイ！　ベッドにいるアニスを見られたら──って、僕は女の子なんだから同じベッドに女の子が眠っていても、いいのか。

「は、はい」

　と応じる声が、

「ひゃ、ひゃい」

　に、なってしまったのは、やはり後ろめたさがあったからだろう。

　ドアがそーっと開いて、長い銀色の髪をさらりと揺らして、紫水晶の瞳ひとみの少女がおずおずと入ってきた。

　不安そうに沈んでいたその目が、ベッドから身を起こしている僕のほうを見るなり、見開かれる。

　僕も息を止める。

「！」

「！」

　マズイ！

　今度こそ、本当に──マズイ！

　聖セイ羅ラは僕が男であることを、城内で唯ゆい一いつ知っている。

　そして今、聖羅の視界には、僕の横で、胸元がゆったりと開いた寝間着姿で、髪を乱して眠っているアニスの姿が、はっきり映っているだろう。

　男女がひとつのベッドで、朝を迎える。

　そのことの意味を、九歳の聖羅が理解しているのかどうかは、不明だ。

　けど、白い頰がだんだん青ざめていって、紫水晶の瞳に激しく傷ついているような光がにじむのを見て、マズイという気持ちはいっそう強まった。

「こ、これはその……っ！」

　なにか言わなきゃ。

　けど、なにを言えばいいんだ。

　聖羅が右の手首を左の手で、ぎゅーっと押さえる仕草をする。

　それから、さくらんぼ色の小さな唇をかたく結び、傷ついた眼まな差ざしのまま、無言でドアをぱたんと閉じてしまった。

　僕は片手で顔を覆い、唸うなったのだった。

「あぅ」

　アニスが眠そうな目で、

「どうしたの？　グリンダ？　歯でも痛いの？」

　と、つぶやいた。
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「聖羅、待って！」

　朝食後。授業がはじまる前に、僕は廊ろう下かで聖羅を呼び止めた。

「……」

　聖羅が無表情に立ち止まる。

　そのまま透きとおった紫水晶の瞳で、僕を見上げてくる。いつもより口がちょっとだけ尖っている。

　うっ、プレッシャーが。

　けどちゃんと説明しなきゃ。そう、ちゃんと……。

「えっと、け、けっけっけっ」

　僕は鶏にわとりか、しっかりしろ。

「今朝のコトなんだけどっ。なにか僕に用があったんじゃないか？」

「……」

　聖羅は上目遣いで、じぃぃぃと僕を見つめ続けている。言いたいことがあるけれど言い出せない。そんな臆おく病びようそうな、警けい戒かいしているような微妙な表情で。

「えっと！　今朝見たことを気にしてるなら、あれはなんでもないからっ」

　華きや奢しやな肩が、ぴくっと動く。

　みるみる顔がこわばり、尖らせていた唇を嚙かんで、目を伏せてしまった。そうして、また左の手で右の手首をきゅーっと握る。

　うぅ、納なつ得とくしてない……？

「ほ、ほら！　僕もアニスも服を着ていただろう？　きみは子供だからわからないかもしれないけど、ああいう場合、服を着てたら誤解で無罪なんだっ！」

　ちゃんと説明できているのだろうか。

　聖羅が横目で、そっと僕を見上げ、不ふ機き嫌げんそうな低い声でつぶやいた。

「でも……わざわざひとつのお布団でお休みになることは、ないと思います」

「ベッドがひとつしかなかったんだよ。それに、ギルマーがまた夜よ這ばいに来るかもしれな……」

　表現が露ろ骨こつすぎるだろうか。夜這いって言葉が、そもそも九歳の女の子に通じるのだろうか。

　聖羅はグリンダと同じ天才だけど、そっち方面まで知識が豊富とは限らない。双子姫あたりはマセているけれど、聖羅はむしろ、そういうことに疎うといイメージで……。

　てか、まだ左の手で、右手首を握りしめている。あれって癖くせなのかな？　そんな風に、硬い表情でうつむいて、なにか考え込んでいたけれど、やがてぼそりとつぶやいた。

「わかりました」

　ホッ、よかった。わかってくれたんだ。

「ギルマーが、消えればよいのですね」

　へ？

「わたしがどうにかします」

　ひんやりした声で、聖羅が言う。

　目が、なんか据すわっている。表情が全体に冷え冷えとしていて、夏なのに気温がいきなり急降下したみたいで。

　聖羅はぺこりと頭を下げると、すたすた歩いていってしまった。銀色の髪が、細い背中で揺れている。

　僕はすっかり気け圧おされて、しばらくの間、その場に立ちつくしていたのだった。

「って、なにする気……！」
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　その日から、療りよう養よう中ちゆうのギルマーを次々と災難が襲おそった。

　謎なぞの腹痛。

　謎の痺しびれ。

　謎のしゃっくり。

　謎の抜け毛。

　部屋に毒どく蛇へび。

　部屋に毒どく蜘ぐ蛛も。

　部屋に呪のろいの人形。

　これだけ怪異？　が、立て続けに起こったのだった。

「ギルマーの包ほう帯たい、どんどん増えてゆくのよ。悪い霊に取とり憑つかれてるんじゃないかって噂うわさよ。本人は、『オレが振った女たちの霊かな。モテる男にはよくあることだ』なんて言ってるみたいだけど」

　毎晩、泊まりにくるアニスが、ベッドの中で報告してくれる。

　僕は胃がきりきりする思いで、それを聞いていた。

　おかげで、アニスが夜中に抱きついてきても、それどころじゃないというか、いや、やっぱりそっちはそっちで大問題で──って、とりあえずその件は置いておいて……とにかく、聖羅がギルマーを本気で消そうとしているのだとしたら、大変だ！




　そんなんで僕は、ギルマーが心配で、頻ひん繁ぱんに彼の部屋を訪問するはめになってしまったのだった。

「ギルマー、大丈夫？　生きてる？」

「ギルマー、死んでない？」

「ギルマー、無事っ？」

　ギルマーは包帯でぐるぐる巻きになりながら、

「グリンダ、そんなにベソをかいて髪を振り乱して駆け込んでくるほど、オレのことを愛してるんだな」

　と、感激の面おも持もちで告げ、肩に手とか回してくる。

「ば、バカっ！　そんなんじゃないよっ！　てか、さわるな」

「おっと、毒蛇にかまれた傷が痛んで、めまいが」

「わぁっ！　しっかりしてっ！」

　何な故ぜ！　僕が！　こいつの心配をしなきゃならないんだ。

　けど、目をはなすと、ギルマーは平気で筋トレとかはじめたり、城内の森にリハビリの散歩とかに出かけてしまうし、そこで、また毒蛇に襲われたり、流れ矢が飛んできたりしたらと思うと、気が気じゃない。

「わ、わたしも一緒に行きます！」

「オレと一緒にいたいなら、素直にそう言えよ」

「違う！　バカ！」

「フッ、頰をぷっくりふくらませた顔も、可愛いぜ」

「やめてっ、鳥肌が」

「おまえの気持ちは、わかってるさ」

「にやつくなー！　うなずくなー！　あなたなんか、大大大嫌いですー！」

　文句を言いながらギルマーから離れられない僕に、アニスからも、

「グリンダってほだされるタイプだったのねー。あたし、しばらくお泊まりは控えたほうがいいかしら？　邪じや魔ましたくないし。あーでも、ギルマーとランベール隊長のカップリングって結構好みだったから、ちょっと複雑」

　などと言われてしまった。

　一方、聖羅は、ギルマーを支えながら森を散歩する僕を、木の後ろからひんやり見つめているだけで、声をかけてこない。

　ときどき、右の手首を左手で握る、あの謎の仕草をする。

　なにを考えているのかよくわからなくて、背後にシンと凍りついた樹氷の群れが見えるようなひややかなオーラをまとっているものだから、びびってなかなか声がかけられない。

　ギルマーに降りかかる災難は、おさまるどころかエスカレートしてゆく一方で、僕はギルマーからいっそう離れられなくなってゆくのだった。

　ついに王妃様からまで、

「グリンダ、ギルマーとのこと、おめでとうと言ったほうがいいのかしら」

　と尋たずねられ、僕は夕暮れの森で、一人空に向かって絶叫するのだった。

　違う！　違うんだー！

　僕は、本当にギルマーなんて大嫌いなんだ～～～～！




「うぅぅ、なんで僕がギルマーに惚ほれてるみたいに、噂されなきゃいけないんだよぉっ」

　この日も、午前中の授業を終えたあと、森で膝ひざを抱えて、誰も聞いてくれない愚ぐ痴ちをつぶやいていたら、ぱきりと枝の鳴る音がして、

「わっ」

　と、焦っている声が聞こえた。

　小さな黒い頭が、慌あわてて木の後ろに引っ込むのが見えて、

「竜リユウ樹ジユ様」

　と、声をかけると、頰を真っ赤に染めた竜樹王子が、口をむっつりと曲げ、眉をキッとつり上げて、姿を見せた。

「べ、べべべべつに盗み見していたわけでは、ないからなっ！　私はたまたま通りかかっただけでっ！」

　上うわ擦ずった声で主張し、ぐっと黙ったあと、視線を泳がせ、そのあと睨にらみつけるように僕を見て、ぼそぼそと言った。

「グリンダは……その、ギルマーと、つ、つきあっているのか？　最近、その、ギルマーといつも一緒にいるようだが……。更サラ紗サと織オリ絵エが、絶対つきあっていて、婚約間近だと……やはりグリンダは、大人の男のほうがよいのだろうか」

「誤解です！」

　僕は即座に言った。

　自分で思っていたより、鬱うつ屈くつもたまっていたのだろう。じわ～っと涙ぐんでしまう。

　竜樹王子がぎょっとする。

「す、すまない……っ！　余計なことを訊きいてしまったか」

「いいえ。わたしこそ、申し訳ありません。あの、ギルマーとわたしは、本当になんでもありませんから」

　涙を指でぬぐい一いつ生しよう懸けん命めいに「えへっ」と微笑ほほえむと、竜樹王子が主あるじを心配する子犬のような目つきになる。

「そ、そうなのか。わかった……」

　もじもじと目をそらして、うつむいて、

「しかしそのっ、グリンダに困ったことがあれば、わ、私がいつでも力になるからな。グリンダは、笑っているほうが、よいと思うから……っ」

　恥ずかしそうに、唸るようにそう言って、転びそうになりながら走っていってしまった。

　ああ……若いなぁ。

　なんだか、僕なんかのことで純情な少年を悩ませてしまって、申し訳ない。

「僕も、自分でなんとかしなきゃ」




　聖羅の部屋の前で立ち止まり、ドアをノックする。

「ぼ、僕だけど」

「……」

　胃が痛くなるような沈黙のあと、やっと声が返ってきた。

「……開いてます」

「……お邪魔します」

　中へ入るなり、さーっと血の気が引く。

　壁に、乾燥した草や花がつり下げられ、床に並べられた小さな檻おりの中では、鼠ねずみやコウモリやトカゲが、うごめいている。

　さらに、カタツムリや蛙かえるや毛虫の入った小瓶、その他、怪しげな色をした液体が、机の上にぞろぞろ並び、暖だん炉ろには夏だというのに薪まきがくべられ、そこに吊つられた鉄の鍋なべの中で、これまた怪しい液体が、ぐつぐつ煮えたぎっている。

　聖羅は何故かドレスの上に黒いフードのついたローブを羽は織おり、古代文字がびっしり書かれた分厚い本をめくりながら、鍋に草や、蝉せみの抜ぬけ殻がらなどを投入している。

　前に来たときは、こんな怪しいものはなかったぞ！

　やっぱりこの子がギルマーを──！

　胃がぎゅっと縮ちぢまり、汗が大量に噴き出てくる。いや、単純にこの部屋が暑いからでもあるんだけど。

「な、なにしてるの……っ！」

「……薬の調合です」

　なんの薬？　とは、聖羅があんまり淡々としているので、怖くて訊けなかった。

「あの……熱くない？　その格好？　それに窓も閉め切ってて」

「……ローブは薬品が、はねるので……。エプロンよりこちらのほうが効率が良いのです。暑さはさほど感じません」

　大きな木のスプーンで鍋をかきまぜながら、答える。

　整った横顔は、ひんやりしていて、汗ひとつかいていない。さわったら、指がぴきぴきと凍りついてしまいそうだ。

「えっと、その……」

　目の前にいるのは、九歳の女の子、九歳の女の子、九歳の……と唱えながら、口を開く。

「ギルマーのこと、なんだけど」

　聖羅の頰がぴくっと引きつる。

　そうして低い声で、

「……すみません。思ったよりも生命力が強くて、手間取ってしまって。あと三日の内にはカタをつけますので」

「～～～～～～！」

　僕はすくみ上がった。

　九歳の女の子が、カタをつけるって、ナニ！　ナニするの！

「そ、そそそそそそれはもういいからっ！」

　聖羅が、僕のほうへ顔を向けた。

「いい、とは？」

　無表情に尋ねる。

　僕は体をさらに小さくして、

「もう、やめようよ」

　聖羅が黙る。

　それから、ぼそりと。

「何故ですか」

「いや、あのっ、僕のためにいろいろしてくれるのはありがたいんだけど。死んじゃったりしたら困るし」

「……別に困りません。死ねばいいんです」

　気温が氷点下になる。

　僕の心臓も、凍りつく。

　ひぃぃぃぃぃぃぃ、今、さらっととんでもないことを言ったよ、この子！　しかも、無表情で！

　僕はべそをかいて、ごめんなさい、許してくださいと、土ど下げ座ざしたい心境だった。ついでに、ギルマーもごめんっ。

「それ、ちょっと怖いよ」

　ようやく声が出るようになり、びくつきながら言うと、




「怖い？」




　また無表情に、ぼそっと聞き返してきた。

　紫水晶の瞳から光が、すーっと失せ、暗く翳かげってゆく。表情は雪でできた人形のように動かない。

　なまじ美び貌ぼうなだけに、そんな顔をされると、本物の魔女が降臨したみたいで、僕はすっかりびびってしまい、

「とっ、とにかく、ギルマーの件はなし！　中止！　その薬も完成させなくていいからっ！」

　ひっくり返った声で告げ、逃げるように部屋をあとにしたのだった。





　　　　◇　◇　◇






　あぅぅ、聖羅、本当にギルマーを死なすの、やめてくれたかな。

　自分の部屋に戻ったあとも、心臓がばくばく音を立てるのと、汗がだらだら流れるのが止まらず、僕は部屋の中を歩き回っていた。

　聖羅の前で、うかつなことを言うんじゃなかった。

　あの子は、普通の子とはちょっと違うということを、決して忘れていたわけじゃないけど、甘く見ていた。

　うろうろうろうろ。

　頭を抱えて部屋の端から端まで、延々往復を繰くり返かえしたからって、なにも解決しない。

　けど、じっとしていられない。

　もし、この先ギルマーに万一のことがあったら、僕は聖羅にとんでもない大罪を背負わせることになる。

　九歳の女の子が、殺人犯になってしまうのだ。

　僕を信頼してくれて、子供たちを任せてくれたシザエル王や王妃様にも、顔向けできない。

「も、もう一度、やめなさいって、びしっと念押ししといたほうがいいかな……」

　あの部屋へ行くのは怖いけど、でも、僕はあの子の先生なんだし。

　ドアのほうを見ていたとき。

　そこが、けたたましい音を立てた。

　ノックなんてものじゃなくて、げんこつで、がんがん叩いているような鋭い音だ。

　な、なんだ！

　心臓を押さえながら、ドアを開けると、

「グリンダ嬢じよう！　大変です！　ギルマーさんが！」

　ギルマーの従者をしている男の子が顔を見せ、血相を変えて叫んだ。

「ギルマーさんが突然大量の血を吐はいて倒れて、危き篤とくに！　もうダメだ、死ぬ！　と、グリンダ嬢を呼んでいます！」

　うわぁ！　やっちゃったよ。









第三回　恋をするなら爽やかに






　どうしよう、どうしよう、どうしよう！

　僕はドレスの裾すそを、ばさばさ翻ひるがえして、お城の廊ろう下かを全速力で突っ走っていた。

　ギルマーが危き篤とくだなんて！

　それってやっぱり聖セイ羅ラが、ギルマーを？

　あああああああああ、僕が聖羅をもっと早く止めていれば！　いや、僕が最初からギルマーの件に関して、毅き然ぜんとした態度をとっていれば！

　ギルマーが死んだら、どうすればいいんだぁぁぁっ！

　城内にある騎士団の寄宿舎へ向かう。ギルマーの部屋は、連日お見舞いに通っていたので、目をつむっていても辿たどり着つくことができる。

　そこへ向かって息を切らして、ひたすら走った。

　ああ、こんなシーンが、新聞の連載小説にあったっけ。ヒロインのカルロッタのもとに、騎士で恋人のクロイツが敵の矢を受けて瀕ひん死しの状態だと知らせが届いて、必死に駆けつけるのだ。けれどクロイツは、カルロッタに永遠の愛を告げて亡くなって、カルロッタのおなかの中には、クロイツの子が──。以下、二部に続いて……。

　って、縁えん起ぎでもない！　そもそも僕のおなかに、子供なんかいない！　いたら僕が一番びっくりだ！

　混乱の中、ギルマーの部屋に辿り着き、ノックをするのももどかしく、そのままドアを開けて飛び込む。

　ベッドの上にも周りにも、赤い薔ば薇らの花びらが散らばっている。

　そうしてギルマーは、ベッドに仰あお向むけに横たわり、手を胸の上で組みあわせ、目を閉じていたのだった。

　これまで一度も見たことのない静かなギルマーに、脳天を貫かれたような衝しよう撃げきを受ける。

　遅かったか……！

「ギルマー！　ギルマー！」

　僕はギルマーの上につっぷし、肩と胸にすがりついた。

「うわあああん、なんでそんなにあっさり死んじゃうんだよー！　死なないでよー、ギルマー！」

　涙が、ぶわっと噴き出てきて、洟はなを盛大にすすりながら、ギルマー死なないで～～～～～～と泣き叫んでいたとき。

「やっと素直になってくれたな、グリンダ」

「へ？」

　この、偉そうな声は……。

「まぁ、おまえの気持ちなんて、女にモテモテのカッコいいオレは、とっくにお見通しだったが」

　ギルマーが、むくりと起きあがる。

　頭と首に包ほう帯たいを巻いているけれど元気そうで、鼻をひくひく動かして、にやけきっている。

　それどころか、ちゃっかり僕の腰に、手を回していて……。

「おいおい、なにをぼーっとしてるんだ？　愛する男が、おまえのために生き返ったんだぞ。ここは感激のキスのひとつもするところだろ」

「って──僕を騙だましたのか！」

　なにが生き返っただ！　最初からぴんぴんしてるじゃないか！

「おまえが、あんまりツンツンするんで、ちょっとロマンチックな演出をしてやったのさ。これで、おまえも自分の本当の気持ちに気づいただろ」

「わ！　よせ！」

　包帯だらけのくせに、元気もヤル気も満々なギルマーが、僕を抱き寄せ、薔薇の花びらだらけの気色悪いベッドに押しつける。

「ぼ、僕は、あんたなんか嫌いだぁ」

「さっきから、僕僕って、それウィストリアで流は行やってんのか？」

　ギルマーは気にせず、顔を寄せてくる。

　さらに、僕の服を脱がせようと、ボタンのあたりをまさぐってきて──うわわわっ、ここで、男とバレたらおしまいだー！

　それ以前に、男に服を脱がされるなんて、絶対嫌だ～～～～～～！

　渾こん身しんの力でギルマーを押しやり、ベッドから降り、ドアに向かってダッシュする。

　ところが、開けっぱなしにしておいたはずのドアがしまっていて、ノブを回してもびくともしない。

　これっ、外側から閉じられている！

　ギルマーの従者がやったのか！

　あんな純じゆん朴ぼくそうな顔して、こんな勘かん違ちがい噓うそつき男の企みに加担するなんて、なんてやつだ！

「言っとくが、叫んでも無む駄だだぞ。この時間は、みんな外へ出ていて、寄宿舎は空からっぽだからな。おまえも、これで他人の目を気にせず、自分に正直になれるってわけだ」

　いつの間にか僕の背後に立っていたギルマーに、肩をつかまれて耳元で得意げにそんな風に言われて、僕は全身に鳥肌が立った。

「しょっ、しょーじきに、お断りしましゅっ！」

　げっ、嚙かんだ。

　これじゃ迫力も出ない。

　ギルマーも、可か愛わいくてたまんないぜ、というように頰ほおをとろけさせ、

「そーかそーか、まぁ、死なないでーって叫んだ、おまえの声はオレの耳にしっかり焼き付いてるから」

　と、僕の手をつかんで、ベッドのほうへ引っ張ってゆく。

　僕はノブをつかんで抵抗したが、うわああぁ、こいつ怪け我が人にんで包帯ぐるぐるのくせに、なんで、そんなにバカ力なんだよ～～～～。

「や、やだ、そんなにしたら」

　手がノブから離れ、市場へ売り飛ばされる無力な子豚のように、ずるずる引きずられてゆく。

　あああああああ、このままでは僕の貞てい操そうが！

「やめて～～～～～～！　僕なんて胸がひよこ豆で、未経験の童どう貞ていで、楽しくないから～～～～～～～～～～～～！」

「ウィストリアでは、処女も童貞っていうのか？　まぁ、経験豊富なオレ様に、どーんと任せとけ」

「いやだ～～～～～～！」

　ギルマーに再びベッドに押し倒され、頭の中に、貞操の危機だの、童貞喪失だの、国家的犯罪者だの、縛り首だの、不穏な単語が一度に押し寄せ、パニックになったとき。




　いきなり、ガツン！　という叩たたきつけるような激しい音とともに、ドアが揺れた。




　な、なに!?

　今度はなにが起きてるの!?

　ガシン！　とか、バキッ！　とかいう音が、さらに続く。

　ギルマーが顔をしかめ、

「おい、なにやってるんだ！」

　と叫ぶ。

　次の瞬間、ひときわ高い音と、金属が床にあたって跳ねるような音がし、ドアが開いた。

　その向こうに、柄えの長い戦闘用の斧おのを両手で重そうに握りしめ、肩で大きく息をし、額ひたいから汗をだらだらこぼして立っていたのは、竜リユウ樹ジユ王子だった。




「りゅ、竜樹様っ！」




　思ってもみなかった人の登場に、僕だけでなくギルマーも口を大きく開けて、唖あ然ぜんとしている。

　竜樹王子は、眉まゆをつり上げ、目をカッと見開き、ギルマーを睨にらみつけた。

　小さな体に不ふ似に合あいの斧を引きずるように握りしめ、両足を踏ん張って立つその姿は、幼いながら上に立つ者の威い厳げんにあふれていて、ギルマーがびくっと硬直するほどだった。

　蒼あおき竜の息子むすこ。

　王国の後継者。

　そんな、一般庶民には出しようのないオーラをびしびし放ちながら、同時に怒りの炎を立ちのぼらせ、竜樹王子は叫んだ。




「好きな女に、迷惑をかけるなぁっ！」




　ギルマーの顔に衝撃が走る。

　まるで雷に打たれたように、目をむいたまま固まっていたが、僕のほうをぎこちなく振り向き、おずおずと尋たずねた。

「め、迷惑……だったのか？」

　僕は緊きん張ちようの糸がブチ切れて、涙がぶわっと込み上げてきて、

「大迷惑ですぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ！」

　と、叫びながら、ぼろぼろ泣いてしまった。男のくせに、情けなさすぎる。

　けどギルマーは、そんな僕を見て、さらに茫ぼう然ぜんとしていた。

　それまでさんざん、嫌いだ、嫌いだ、大嫌いだと連呼してきたのは、ツンデレとしか受け取れなかったのが、弱気におんおん泣く姿を見て、ようやく本気で僕に迷惑がられていたことを知ったらしい。

　リア充のナルシストで、自分を嫌いな女がいるなんて、一度も考えたことがなかったのだろう。未知の生き物に出会ったかのように、おののいている。どうしていいのか弱っているのか、きりっとした眉がダダ下がりだ。

　竜樹王子が斧を重そうに壁かべに立てかけ、僕らのほうへつかつか歩いてくる。

　そうして、泣いている僕の右手をつかんで、

「行くぞ、グリンダ」

　しっかりした威厳のこもる声で言った。















　僕はベッドから足をおろし、そのまま竜樹王子に手を引かれて、ギルマーの部屋を後にした。

　ギルマーは、ベッドの上でがっくり肩を落としたまま動かなかった。




　寄宿舎を出て、夏のあざやかな緑が生おい茂しげる庭園を、自分より背も低くて歳としも下の男の子に手を引かれて、洟はなをすすりながら歩いてゆく。

　もうひたすらホッとして、みっともないとか感じる間もなかった。

「……窓から、グリンダが慌あわてて走ってゆくのが見えたから……気になって、捜していたのだ」

　竜樹王子が、歩きながらぼそりとつぶやく。

「ぅぅ、ぐすっ、ありがとうございました、竜樹様」

　声をつまらせ、涙まじりにお礼を言う。

　すると竜樹王子は立ち止まって手をほどくと、口をムッと引き結び、怒っているみたいな顔でポケットからハンカチを出して、僕のほうへ差し出した。

　頰を赤くして、つっかえつっかえ言ったのだった。

「この前、グリンダが涙ぐんでいたとき、ハンカチを持っていなかったから……だから、次はハンカチを貸してやれるように、ず、ずっと──持っていたのだっ」

　僕へ向けられていた眼まな差ざしは、ひどく恥ずかしそうで、けどひたむきで、どこまでも純粋で──。

　僕に対する恋心が、胸がしめつけられるほどに伝わってきて。それが爽さわやかで、まぶしくて。

　ああ、この子は本当に純粋で潔くて、一いち途ずで健けな気げで、それでいて大人の僕が憧あこがれ感嘆してしまうくらい、雄々しく輝いている。

　この、すごい勢いで成長している、まっすぐで恥ずかしがり屋な男の子を、かつてこの子のように不器用な恋をしていた僕も、応おう援えんしてあげたくて。

　僕は、腰をかがめて竜樹王子のほうへ顔を寄せ──。




　ちゅっ。




　と、頰に軽く唇くちびるをあてた。

「！」

　竜樹王子が目をむく。

「ハンカチ、ありがとうございます。ギルマーの部屋へわたしを助けに来てくださったときの竜樹王子は、とても素す敵てきでした」

　硬直している竜樹王子の手から真っ白なハンカチを受け取り、めいっぱいの感謝を込めて微笑ほほえむ。

　それだけの価値が、この小さな勇者にはあるから。

　このときだけ、彼が想いを寄せるグリンダ先生になって、彼のあざやかな行動と、勇気と、ひたむきなその気持ちを讃たたえる。

　竜樹王子は沸ふつ騰とうしたヤカンみたいに真まっ赤かになり、ぱたんと倒れてしまった。

「うわっ！　ちょっと！　竜樹王子！　しっかりして！　うわぁ、ほっぺにキスしただけなのにーっ」

　目を回している竜樹王子を介かい抱ほうしながら、叫んだのだった。





　　　　◇　◇　◇






　後日、ギルマーは僕に謝罪をした。

「はっきり言ってオレは、家柄も顔もよくて、剣の腕も騎士団一で性格も男らしくてイカしてるから、モテる！　ガキの頃から、モテてモテて、デートの順番待ちの列ができるほどだった。なので、このパーフェクトなオレ様に言い寄られて迷惑するような、変わった女がいるなんて、夢にも思わなかった」

　えっと……謝罪して……くれているんだよね？　ちょっと黙って聞いているのがキツイし、殴なぐりたくなってくるんだけど。

「だが！　竜樹王子の言葉で、自分の過あやまちをさとった。これからは、おまえの迷惑になるような行動は慎つつしむ」

　ホッ、よかった。

「この先は、ひそかに想い続ける」

　へ？

「あ、あのっ、別に想い続けなくても、その……見込みないと思うし」

　僕の声が、ギルマーの耳には入っていない様子だった。

　シリアスに、フッと微笑み、

「今までオレがつきあってきたのは、最初からオレのことを好きで好きでたまらない女ばかりだった。そんな予定調和な関係には、もうあきあきだ。オレを嫌いで嫌いで大嫌いな女を振り向かせてこそ、オレが真にイカした一流の男だと証明されるというものじゃないか」

　なんか……風向きが……なにを言っちゃってるんだ、こいつは！　イカしてるというよりイカれてるよと、突っ込みたい。

「というわけで、これからはこっそり、おまえを口く説どくから、オレのことを好きになったらいつでも告白してくれ。愛してるぞー！　グリンダ！」

　最後は高らかに叫んで、ほどけた包帯の端をマフラーみたいになびかせて、去っていった。

「全然こっそりじゃない！　もうやめて～～～～！　嫌いになって～～～～！」




　そういえば竜樹王子は、あのあと熱を出して寝込んでしまった。

「風か邪ぜではないようなのですが……。お医者様も原因がわからないとおっしゃっていて……」

　心配そうな王妃様に、僕は引きつった笑みを浮かべて、

「はは……知恵熱なんてこともあるかもしれませんよ。竜樹王子も、そろそろ大人になられるお年頃ですから」

　と言っておいた。

　ちょっと……やりすぎちゃったかな。

　純情な竜樹王子に、あのキスは刺激が強すぎたのかも。




　アニスは、ギルマーがあきらめて（？）くれたことを、

「よかったわねー！」

　と、喜んでくれた。

「グリンダも、ギルマーを好きになったんじゃなかったのね。じゃあ、またグリンダの部屋にお泊まりできるわね」

　と、嬉うれしそうにはしゃいでいた。

　はは……それは困るのだけど……。




　残る問題は、聖羅で──。

　こちらは進展なしというか……少し離れたところから、整いすぎて感情が微妙に読みにくい顔で、じぃぃぃっと僕を見ているだけで、僕も、あのまじない部屋と、黒いローブのインパクトが強すぎて、声をかけにくいというか……。

　と──。

　聖羅が、廊下の隅すみに立っていた。

　さらさらの銀色の髪が、窓から射し込む光にきらめていて、真っ白な肌が透きとおっていて、妖精の国の王女様みたいだ。

　僕を待っていたのか、神秘的な紫水晶の瞳ひとみで、ひんやりと見み据すえる。

　顔つきは、相変わらずの無表情というか、ちょっとその……怒っているみたいにも見えるけど、聖羅は普段からこんな顔だし、もしかして仲直りしようとしてくれている……のかな？

　そんな期待をいだいてみる。

　そうだよね、いつまでも目と目で牽けん制せいしあっているなんて、よくない。よしっ、僕から、普通に明るく話しかけて──。

　足を踏み出したとき、聖羅の細い眉がすーっと上がり、冷ややかな瞳がさらに温度を下げ、作り物めいた小さな唇から、氷の礫つぶてのような言葉が飛び出した。

　冷たい、冷たい、声で──凍れる王女は言ったのだった。







「先生……竜樹お兄様に……キス、しましたね」
















第一回　世界一イケメンでリア充な王子様だそうです






「では今度は、オーランドの地図を描いてみましょう」

　イルカがたわむれそうな夏空の下、僕は王様の子供たちに向かって、先生らしく声を張り上げた。

　エーレンのお城は何重にも高く張り巡らせた壁かべの内側にある。その広大な敷地の一部は、現在、新館建築のため更地になっている。工事は来週からはじまるということで、その前に、そこで課外授業をすることを思いついたのだった。

　地面に棒を使って、みんなで協力しながら各国の地図を描いてゆく。

　僕が暮らしていた学問と芸術の国ウィストリア皇国、海に囲まれ水路が発達し海産業がさかんな商人の国、ルビニア。美しい湖水地帯が広がるお伽とぎ噺ばなしの国ロマンシアは、僕の母さんの生まれ故郷だ。

　そして、大陸から碧あおい大海原を渡って辿たどり着つく、島国のエーレン。十年前まで厳格な鎖さ国こく政策をとっていて、閉ざされた国と呼ばれていたこの国は、子供たちの父親で、進歩的なカリスマ国王シザエル陛へい下かによって解放され、今では、竜の国とか約束の国とか呼ばれている。昔、大いなる力を持った竜が、エーレンの乙女おとめに、この地の繁はん栄えいを約束したのだそうだ。そのいにしえの約束が、蒼あおき竜と称えられるシザエル王によって、はたされるという意味が込められているらしい。

「騎士の国オーランドは、翼を広げた鷹たかの形をしていると言われています。更サラ紗サ姫と織オリ絵エ姫は右の翼を、聖セイ羅ラ姫と真シン王子は左の翼を、竜リユウ樹ジユ王子は頭とくちばしの部分を、それぞれお願いします」

「よーし、織絵はそっちから描いてー」

「わかったわー、更紗」

　教室での算数や文学の授業には、てんでやる気を見せず、城内の誰だれと誰があやしいとか、誰が誰に告白したとか、そんなおしゃべりばかりしている双子姫も、体を動かしながら作業をするのは楽しいらしく、きゃっきゃっと明るい声を上げながら、仲良く線を引いている。

　頭部を担当している竜樹王子は、生き真ま面じ目めな性格そのままに「オーランドの先端部分の角度は、右の翼に対して百度程度の傾きがあって、途中でわずかに突き出していて……」と、つぶやきながら地面をきりりと睨にらみつけ、しっかり丁てい寧ねいに国境線を描いてゆく。

「くちばしの感じが、なかなかお上じよう手ずに描けていますね」

　と声をかけたら、とたんにびくっ！　として手を止め、それから真まっ赤かになって口をあうあうと動かし、目をそらしてしまった。

「さ、作業中に、声をかけるな……っ」

　と、小声で言う。

　その間も、耳まで真っ赤に染まってゆく。

　ああ……わかりやすすぎだよ、この子！　もう全身で意識しまくりじゃないか。

　先日、僕の前でぶっ倒れて、また僕に背負われて部屋に運び込まれ、そのあと熱を出して寝込んだことが恥ずかしいらしく、この数日、僕が近づくと顔をトマトみたいに赤くして、挙きよ動どう不ふ審しんになる。

「竜樹お兄様って、本当にグリンダのことが好きよねー」

「そうやって、わざと偉そうに振ふる舞まって、男らしさをアピールしてみせるところが、子供なのよね」

　双子姫が、すかさずからかう。

　竜樹王子は、ますますカァァァッと頰ほおを染めて、

「だ、黙れっ、更紗、織絵！　私は別に男らしさをアピールなんてしない」

「えー、今朝、料理長のシュテフに、背を伸ばす食べ物をこっそり訊きいてたでしょ。やはり牛乳が良いのか？　とかって」

「好きな女の人より小さかったら、ダンスでもリードできないものねー、切実よねー」

「……っ！」

「さ、更紗姫、織絵姫っ。じゅ、授業中ですから、授業に集中してください」

　僕が慌あわてて注意すると、はぁいと可か愛わいらしい返事をする。

「グリンダに庇かばってもらえて、よかったわねっ、竜樹お兄様」

「男らしさをアピールするより、放っておけない年下の可愛い男の子路線のほうが、見込みあるんじゃない」

「あー、それいい、更紗」

「でしょう、織絵」

「～～～～っっっ！」

「姫様たち！」

　竜樹王子は棒を握りしめた手を、ぷるぷる震わせている。僕が声をかけようとしたら、キッと唇くちびるを嚙かんで、またじょりじょり線を引きはじめた。

　背筋を一いつ生しよう懸けん命めいに伸ばしているあたりに、幼いながらのプライドを感じる。

　年上の先生に恋心を抱いて、一人でテンパっていて、それを妹たちにからかわれまくっている男の子は、僕が女だったら微笑ほほえましく映るんだろう。けど男の僕は、応おう援えんしてあげたいけど、やっぱり無理っ、というジレンマと罪悪感で、胸が疼うずいてしまう。

　ああ、スミマセン、中身はチンコのついたしょぼい野郎で、スミマセン。

　せめて竜樹王子の記憶の中では美しい思い出になるよう、僕が双子の姉のグリンダの身代わりで、本当は男だってことは、絶対にバレないようにしなくちゃ。

　万一のことを考えて、ぶるっと震え、竜樹王子から離れてゆく。

　一方、聖羅と真王子のコンビは、黙々と作業を進めていた。

　五歳の真王子は、ぼーっとした顔つきで、とろとろ線を引いている。眠たそうだが、線は流りゆう麗れいだ。この王子は、王妃様のスカートにしがみついていないときは、一人で粘土をこねたり絵を描いたりしている。それが妙にうまかったりするので、あなどれない。

　聖羅のほうは、やっぱり無表情に線を描いている。真王子が、ぼんやり系なら、こちらはひんやり系で、さらさらと背中に流れ落ちる銀色の髪かみと、紫水晶の瞳ひとみの神秘的なコントラストが、硬質な美び貌ぼうをいっそう際きわだたせている。

　夏の盛りだというのに、袖そでの長いドレスをいまだに着用していて、ひと筋の汗もかかないあたり、どういう体温をしているのか疑問だ。

　もっとも、万能の天才と呼ばれた僕の双子の姉のグリンダも、真夏にコートを羽は織おっていたり、真冬に半袖のドレスを着て平然としていたから、グリンダと同じカテゴリーに所属する聖羅にとっては、普通のことなのかもしれない。

　兄と双子の妹たちの騒ぎにも、聖羅は一見無関心に見える。

　けど、僕が竜樹王子を庇うたびに、小さな肩を、ぴくん、ぴくんと動かし、一度僕のほうをそっと振り返って、不満そうにじぃぃっと睨みもした。けどすぐに、ぷいっと前を向いてしまうのだった。

　何な故ぜか聖羅は、僕に対してずっと怒っている。

　ラーナの日に、僕が竜樹王子と騎士団のギルマーの両方から贈り物をもらったことを、まだ引きずっているのだろうかとも思ったが（あのときは、フケツ！　と言われた）、それとも少し違うようだ。

　先日、背後に吹雪ふぶきが舞い散りそうな冷え冷えとした顔と声で、




　──先生……竜樹お兄様に……キス、しましたね。




　と、言われた。

　僕は、すっかりぶるってしまい、ひゃっとか、うぎゃとか、変な声を上げてしまった。

　いや、その、確かにキスはした！

　ギルマーに襲おそわれたとき、竜樹王子が助けにきてくれて、その感謝の印というか……初恋の思い出の一頁ページにというか……。

　そのせいで、竜樹王子は卒そつ倒とうして熱を出してしまったのだけど。

　でも頰にキスくらい、お母さんが小さな子供に普通にすることだし、聖羅がなにをそこまで怒っているのか、理解できない。『女装のオカマの分ぶん際ざいで、世よ継つぎの君であるわたしの兄に、不ふ埒らちな行為を働きましたね』ということだろうか。

　聖羅は、僕の正体を知っている。

　けど、そんな凍りつくような眼まな差ざしで、僕をびびらせたあと、今度は急に不安そうに眉まゆを下げて、僕の半分くらいしかなさそうな小さな左手で右の手首をきゅーっと握り、目をうるませ──迷うように唇を開いては閉じ、また開き、やっぱり嚙みしめ、うつむく。

　どうしたんだろうと心配して声をかけようとしたら、また冷たい目でキッと僕を見て、




　──先生は……不正解が多すぎです。




　そう言って、早足でいなくなってしまった。

（それって、僕は教師失格ってこと？）

　ガァァンとショックを受け、僕はたっぷり三十分は、その場で固まっていたのだった。

　また、あんな風にダメ出しされたらと思うと、聖羅と目があうだけで胃が縮ちぢんで、舌がこわばってしまう始末だ。

　聖羅がまた僕をちらりと見る。僕が、ぎくっとして、精一杯愛あい想そ笑わらいを浮かべると、怒っているような、しゅんとしているような微妙な表情でうつむいて、左手で右の手首を握りしめる。

（あ、またあの仕草だ）

　あれは一体、なんなのだろう。聖羅に関しては、本当に今でも謎なぞだらけだ。

　そういえばグリンダもよく、僕にはわからない理由で不ふ機き嫌げんになって、ひっくりかえした皿をテーブル一面に並べてみたり、くるみの実を延々割り続けてみたりと謎な行動をしていたっけ。女の子って難しい。中でも、グリンダと聖羅が……。

　やがて、地面にオーランドの地図が完成した。

「オーランドは、武芸がさかんな国として有名ですね。また鉄が多く産出され、剣や槍やりを鍛きたえる鍛か冶じ師しも大勢いて、達人と呼ばれる人たちは、騎士と同じくらい尊敬されています。さらにオーランドの西に位置する、こちらのウェルナー地区からアレーシス地区にかけては世界有数の穀こく倉そう地帯で、麦畑が広がっています」

　みんなで描いた地図の中を移動しながら、説明してゆく。

「オーランドとロマンシア王国の中間にあるメレディスの森は、どこの国にも所属せず、そこに少数で暮らすメレディスの民は、神秘の力を持ち、世界の調整者とも呼ばれていますね」

「メレディスの民って、美形ぞろいなんでしょう！」

「光のように淡い金の髪と、木々の緑の瞳の一族なのよねー！」

　双子姫が目を輝かせる。

　女の子は、ロマンチックな話が好きだからなー。

　聖羅のほうを見ると、特に感かん銘めいを受けた様子もなく、冷え冷えとした顔をしていた。

　うっ。伝説系は好きだって聞いていたんだけど。メレディスの民は、萌もえどころが違うのだろうか。

　僕は気を取り直して、

「さらに、南の海へ出て、そこをず～～～～～～っと進んでゆくと、金砂の国イスマールに辿り着きます。イスマールは広大な領土のほとんどが砂で覆おおわれていますが、そこを流れるルナ川は、生命の川と言われていて、金が採れるのでも知られていて」

「知ってるわ！」

「すっっっごくカッコいい皇おう子じ様が、花はな嫁よめさがしをしてるの!!」

　更紗姫と織絵姫が、これまで以上に食いついてきて、ものすごい勢いで、イスマールの皇太子について、しゃべり出す。

「ハールーン皇子様といって、十六歳のお誕生日に、大きな真っ白なお船で、理想の花嫁をさがす航海に出られたのよね」

「今は十八歳ですって！　もう二年もの間、世界中を旅して回ってるんですって」

「髪は砂漠の夜のような黒で、瞳はきらめく黄金のような金色なの！」

「凜り々りしくてお美しくて、優雅で気品にあふれていて、おまけに文武両道で芸術的素養もある、世界一魅み惑わく的てきな皇子様って言われているのよっ！」

「今まで千人の女の子が、ハールーン皇子に恋をしたけれど、皇子が花嫁にしたいと思う女の子はいなかったの。皇子は今も、渇いた心を抱いてさまよっているのよ」

「ああっ、素す敵てき」

「エーレンへも、ハールーン皇子が来てくれないかしら」

　更紗姫も織絵姫も、会ったこともない砂漠のイケメン皇子に、すっかり夢中だ。

　竜樹王子が、「おまえたち、授業中だぞ！　ぐ、グリンダの話を聞け！」と、わめいても、まったくおさまる気配がない。

　聖羅は、竜樹王子が僕の名前を恥ずかしそうに口にしたときだけ、ぴくっと肩を揺らしたけれど、あとはしらっとした無表情で立っていた。

　真王子は──ぼーっとした顔で、地面に船の絵を描き描きしている。

　ああ……双子姫のおしゃべりから授業が脱線してゆく、いつものパターンだ。

　僕はあきらめの心境で、姫たちの興味がイケメン皇子様から移るのを待っていた。

　それにしても、二年も船で遊び回っているなんて、とんでもないリア充の金持ちボンボンだ。

　理想の花嫁をさがしているなんて、カッコつけたこと言ってるけど、本当は大勢の女の子と遊びたいだけなんじゃないか？

　てか、ウィストリア皇国の図書館にあった『世界王室丸わかり読本』によると、イスマールの皇帝の後宮には、三千人の美女がいるらしい。

　まぁ、下働きのおばあさんとかも混ぜて水増ししてるんだろうけど、それでも大量の美女が、皇帝一人の寵ちよう愛あいを競きそっているという天国のような環境だ。

　いずれ父帝のあとを継げば、後宮もそっくりついてくる。そんな夢のような環境にいながら、よその国へまで来て女の子をナンパしようなんて、ただのスケベ野郎じゃないか、ふんっ。

　イケメンのリア充に、暗い敵意を燃やしていたとき。

　急に周りがあわただしくなった。

　お城の人たちが焦あせっている顔で、ばたばた走ってゆくのが見えた。

「なにかあったのだろうか」

　竜樹王子が真っ先に顔を引きしめる。

　そこへ大臣たちがやってきて、大げさな身振りで声を張り上げた。

「ただいま、イスマールの皇太子、ハールーン殿下が、エーレンの港へ船を停泊させたとの連絡が入り、国王様は殿下を城へご招しよう待たいされました。王子様がたも、殿下をお迎えするお支し度たくをなさってください」

　双子姫が、頭の横でふたつに結ったふさふさの金の髪を跳ね上げ、きゃーっ！　と歓声を放つ。

　リア充のイケメン皇太子が、この城へ来るだって！





　　　　◇　◇　◇






　そんなんで、僕も国王一家と一緒にハールーン皇子を、お出迎えすることになった。

　広間に国王の家臣がぞろりと並ぶこの情景は、僕がはじめてエーレンへやってきた日と同じだ。

　けど、深しん紅くの長い絨じゆう毯たんを踏みしめて僕らのほうへ近づいてくるハールーン皇子は、慣れない女物のハイヒールによろよろし、コルセットの締めつけすぎで気持ち悪くなって青ざめていた僕とは、大違いだった。

「わぁ……本当に美形なのねぇ、更紗」

「ええ。物語の中の王子様みたい」

　と双子姫が、こっそりささやきあう。

　僕は、国こく賓ひん扱いの家庭教師として子供たちの脇に立って、ハールーン皇子をじっくり眺めた。

　ウズラの卵ぐらいの大きさのあるサファイアを埋め込んだターバンからこぼれる髪は、まさしく砂漠の闇やみを切り取ったような艶あでやかな黒で、目はルナ川で採れる黄金のような金。肌は象ぞう牙げのように白くなめらかで、鼻筋がすっと通り、唇は朱をさしたように赤い。背はそこまで長身ではないが、それでも僕よりは高く、細身だが弱々しい感じはまるでせず、しなやかさと、秘めた強さを感じさせる。

　また、かもしだす雰ふん囲い気きが丸ごと高貴でエキゾチックでドラマチックで──ああ、やだやだっ、ケチのつけようのない美形の男なんて大嫌いだ。

　この顔で皇子様なんだもの。女の子はぽーっとしちゃうよなー。くそっ、千人の美女振ったって本当かも。

　神様って不公平だ。

「このたびは、急な入港を許していただいたばかりか、名高きエーレンの王のお住まいにご招待いただいて、心から感謝いたします」

　少し高めだけど、よく通る清すが々すがしい声で、ハールーン皇子が挨あい拶さつをする。

　もちろん、僕みたいに嚙んだりしない。

「こちらこそ、世界一魅力的な独身男性と噂うわさされる皇太子殿下にお目にかかれて、光栄だ。ハールーン皇子は、世界中の国を旅して回られているとか。実にうらやましい。のちほどゆっくり話を聞かせてほしい」

　美貌やカリスマという点では、ハールーン皇子に負けていないシザエル王が、氷蒼色の瞳を、少年のように生き生きときらめかせて言う。

　なんか王様……うきうきしてないか？　甘すぎて砂を吐はくレベルの愛妻家だと思っていたけれど、実は男もいけちゃったりするのか？　今にもアニスがハァハァしながら飛んできそうだ。

　王妃様は赤ちゃんの鈴リン七ナ姫を抱いて、にこにこ微笑んでいて、竜樹王子は世継ぎの君としての威い厳げんを出そうと緊きん張ちようしているのか、背筋をびしっと伸ばして、顔をこわばらせている。

　真王子は王妃様のスカートにしがみついて、なにを考えているのかわからない顔で、ぼーっとしている。

　聖羅も相変わらずひんやりした表情で……。

　シザエル王が、家族を一人一人紹介してゆく。

「それと、こちらは子供たちの家庭教師をしていただいている──」

　僕の番が回ってきたとき、いきなりハールーン皇子の顔が、ぱっと輝いた。

「グリンダ！」

「へ？」

　グリンダって……僕のこと、だよね？

　ハールーン皇子は、それまでも王様やその家族に対して、礼れい儀ぎに適かなった優雅で上品な笑みを浮かべていたけれど、それが心の底からの笑みに変わって、まばゆいような瞳で僕を熱く見つめてくる。

　な、なんだ！

　この、きみに会えて嬉うれしくてたまらないって叫んでるみたいな笑みは。今、グリンダって言ったけど、僕はこいつのことなんて知らないぞ。

「ああ、神よ！　こんなに早く、あなたに会えるなんて。ついこの間、夕暮れのフォルセイスの浜辺で、名残なごりを惜しんだばかりなのに」

　フォルセイスと言ったら、南のほうにある地上の楽園とか言われている島で、セレブ御ご用よう達たしの別荘地帯だ。

　もちろん、半年前までニートだった僕がそんなハイソな場所を訪れたことはない。

　しかも、ついこの間なんて。

　体からさーっと血の気が引く。

　マズイ！

　それは、きっと本物のグリンダだ！

　エーレンの王城で家庭教師をしていた僕が、はるか南にあるフォルセイス海岸で、ついこの間バカンスを楽しんでいたなんて、不自然すぎる！　王様たちに突っ込まれたらおしまいだ。

「そ、そそそそうですね！　本当に、ついこの間のことのように感じられますね！　実際は、結構年月が経たってたりするものなのですけれど、体感的には、ついこの間ってゆーか！」

　汗をだらだらかきながら上うわ擦ずりまくる。

「えーっ、グリンダってば、ハールーン皇子と知り合いだったの？」

「そんなの、ひと言も聞いてないけどぉ」

　双子姫が怪け訝げんそうに言う。

「も、申し上げる暇ひまがなかったんですっ。そ、そそそれに、プライベートなことを不用意に話すのは、淑しゆく女じよの慎つつしみに欠けますから」

　必死に言い訳を続ける。

　ハールーン皇子が『いや、別れたのは一週間前で』とか言い出したらどうしようと、心しん臓ぞうが口から飛び出しそうだった。

　けどハールーン皇子は、豪ごう奢しやでエキゾチックな金色の瞳をふっと細め、とろけそうな眼差しで〝グリンダ〟を見つめ、

「まったくその通りだ。あなたと別れて、あんなに淋さびしい思いをしたのに、まばたきをしたら、またあなたが目の前に立っていたような不ふ思し議ぎな気持ちだ」

　と、はにかむように言った。

　竜樹王子が瞬時に口の端を下に曲げる。

　聖羅もハッとしたように肩を揺らし、ハールーン皇子を凝ぎよう視しした。















　けれど僕には、二人のそうした反応を気にする余裕はなく、引きつったお愛想笑いを浮かべて立っているのが精一杯だった。

　ああ、これからどうしよ。





　　　　◇　◇　◇






　その夜、ハールーン皇子を歓迎する宴うたげが、華やかに催もよおされた。

　僕も、メイドさんたちにパーティー用のドレスにお召し替えさせられて、キリキリ痛む胃を押さえて、出席した。

　あああああああああ、最近、同じことしか言ってないような気がするけど、マズイよ～～～～～～。

　イケメン皇子が、グリンダと知り合いだなんて。

　しかも、ずいぶん親しげな雰囲気で、あれこれ訊かれたら絶対にボロが出る～。

　エーレンには、本物のグリンダ＝ドイルを知っている人間はいない。だからこれまでどうにかなってきたのだ。

　けど、万能の天才グリンダのあのオーラを間近に見たことがある人なら、凡人の僕との差に違い和わ感かんを覚えるはずだ。同じ顔をしていても、昔から僕とグリンダを見分けられない人なんて、いなかったのだから。

　それにしても、グリンダは、南国のフォルセイスでなにをしていたのだろう。まさか、本当にバカンス？

　白い砂浜に椅い子すを置いてパラソルを立てて、氷で冷やしたフォルセイス産の葡ぶ萄どうジュースの炭酸割りなんか飲みながら、海岸線を眺めていたとか？

　でもって、イケメン皇子とひと夏の恋のアバンチュールをしていたとか？

　いや、あのグリンダにかぎって、恋のなんたらは絶対ない。

　バカンスも……あまり、イメージじゃないような……。グリンダが日光浴しながらくつろいでいる姿なんて、想像できない。

　じゃあ、なんのために、グリンダはフォルセイスなんかに行ったんだ？

　そして、今、どこにいるんだ？

　グリンダが一枚の書き置きを残して失しつ踪そうした理由は、いまだにわからない。

　グリンダが、いつ戻ってくるのかも、そもそも戻るつもりがあるのかも。

　ハールーン皇子はグリンダと仲良しみたいだったけど、ひょっとしたら、なにか聞いているかもしれない。

　下へ手たに皇子に近づくのは危険だと、じゅうぶん承知している。

　けど、グリンダの手がかりがつかめるなら……。

　エーレンの重臣たちに囲まれて、堂々と振舞っているハールーン皇子を、僕はずいぶん熱い眼差しで見つめていたらしい。

「グリンダは、ハールーン皇子に恋をしているのね」

「突然の再会で、運命を感じちゃった？」

　いきなりそんな風に言われて、ぎょっとして我に返る。

　おそろいのドレスに身を包んだ双子姫が、興きよう味み津しん々しんの眼差しで僕を見上げている。

「べ、べべべ別にっ！　わたしはそのようなことはっ！」

「もう、隠すことないじゃない」

「そうよ。あんな素敵な皇子様なら、グリンダも好きになっちゃって当然よ。竜樹お兄様はお気の毒だけど、勝負にならないわ」

「そうよねー、顔がいいだけじゃなくて、性格もご立りつ派ぱそうだし、イスマールの皇帝って世界一の大金持ちなんでしょう？　完かん璧ぺきすぎ。あのレベルは、お父様くらいじゃないと太た刀ち打うちできないわ」

「ハールーン皇子も、グリンダに再会できて、ものすごく嬉しそうだったし。グリンダが、皇子の花嫁に選ばれちゃったりして」

「あー、それすごくいい！」

　双子姫が手を合わせて、はしゃぎまくる。

　なにか、竜樹王子がこぶしを握りしめてこちらを凝視しているような……。聖羅のほうからも、ひんやりした空気がただよってくるような……。

「わ、わたしに、その意志はありませんからっ。だいたいハールーン皇子だって、わたしなんか相手にしません」

　そうだ、向こうはモテモテの、砂漠の皇子様なんだから。

　広間に軽やかな円舞曲が流れると、華美に着飾った貴族の令れい嬢じようたちが、ハールーン皇子の周りで、誘ってほしそうにさざめいた。

　大臣たちも、自分の娘を売り込むのに必死だ。中でも太たい鼓こ腹ばらのガストン長官は、ひときわ大きな声で、

「うちの末娘のカトレーヌは今年十九歳になったばかりで、それは聡明でしっかり者で、わしの秘蔵の娘でしてな。並の男にくれてやるのが惜おしくて、この歳としまで売れ残って──いや、高たか嶺ねの花扱いで、それを摘つみとろうとする度胸のある男が、なかなかおりませんでな。皇子のようなかたになら、花も自分から落ちてくるのでしょうが」

　と、宣伝しまくっている。

「年上がお好みではないようでしたら、三歳になる孫娘のジョアンナでも」

　それは犯罪だ。

　てか、これじゃ皇子に近づけない。

　と、そのとき。イケメン皇子が人垣の向こうから、優雅に進み出てきた。

「きゃー、ハールーン皇子がこっちに来るわよ、グリンダ」

「チャンスよ、頑がん張ばって」

「え？　ええっ」

　竜樹王子が舌打ちし、聖羅が小さく息をのむ。

「……っ！」

「……」




「私と踊っていただけますか。グリンダ」




　イケメン皇子が僕に向かって、優雅に腰をかがめ、手を差し出す。

　女の子が一度は憧あこがれる、〝王子様に舞踏会でダンスを申し込まれる〟が、男の子の僕に起こるなんて！

　てか、みんなこっちを見ている。

　令嬢がたは、がっかりして肩を落とし、大臣たちは悔くやしそうに睨んでいる。ガストン長官が、真っ赤な顔で歯ぎしりしているのが怖い。

　国王様はなんかにやけているし、王妃様もロマンチックなシチュエーションに目と頰を輝かせている。

　双子姫は手を握りあってわくわくしているし、竜樹王子は瞳どう孔こうを開いて衝しよう撃げきを受けている顔で、聖羅は右の手首を左手できゅーっとつかんで、ひどく顔をこわばらせている。




「は、はい」




　どうにか声を絞り出す。

「はい」が、嚙んで「ひゃい」にならなかったのは、僕にしちゃ頑張った。

　僕の指の間に、ハールーン皇子の細い指が、するりと入り込んできて、ドキッとする。

　そのまま優しくそっと手を握りしめると、皇子は悠ゆう々ゆうと僕をリードしはじめた。

「お、お上手ですね……ダンス」

「私の国では、皆の前で女性とこのように踊ることはないので、国を出てから覚えたのだ」

「そ、そうですか。それにしては、本当にお上手で」

　女の子の足を踏んづけてばっかりいた僕とは大違いだ。僕のぎくしゃくした動きをカバーして、僕が踊りやすいように、優しくさりげなくリードしてくれる。

　視線をちょっと前へ向ければ、金色の輝く瞳が僕を甘く見つめていて、形のいい赤い唇がほころんでいて。

　うわぁぁぁっ。このイケメンセレブ顔をアップで見続けるのは危険だ。

　男の僕でも心臓が跳ね上がって、生理とかきちゃいそうだよー。

　いや、ドギマギしてる場合じゃない！　グリンダのことを訊かなきゃ！

「あ、あの……。わ、わたしたち、フォルセイスではどんなお話をしましたっけ？」

　ドレスの裾すそが足にからまないように注意しながら、息をつめるように切り出す。

　ハールーン皇子の瞳が、また甘くきらめく。

「お互いの夢の話を」

「夢……」

「そう。不可能を可能にする夢の国が、この世界を越えたもうひとつの世界にあるのだと。いつかその国へ辿り着くことを、海鳴りの音ねを聞きながら、お互いに胸をとどろかせて語りあったものだ」

「……不可能を、可能に？」

　すんなり、納なつ得とくできなかった。

　だって万能の天才と称されるグリンダは、これまでさんざん不可能を可能にしてきたから。

　ありあまるほどの才能を持って生まれてきて、この上、なにを求めるというのだろう。

　どんな不可能が、あのグリンダにあるというのだろう。

　それを叶かなえる国？

　もうひとつの？

「そ、その国は、どこにあるのでしょう？」

　グリンダは、そこへ行ったのか？

　ハールーンが、ふっと切なそうな眼差しになる。

「さぁ……。私はいまだに辿り着けずにいる。だが、同じものを求める者と出会い、言葉を交わしあえたことは、心にほのかな明かりが点ともるようだった。独ひとりではないのだと……そう思えることは」

　憂うれいのにじむ声には、どこか優しい穏おだやかな響きもあって……。目ににじむ光も、あたたかく愛いとおしそうで。

　ハールーン皇子が、グリンダとの出会いをとても大事に思っていることが、伝わってきた。

　僕の手を握る指に、ぬくもりと力がこもる。

「あれは、なんともいえず、やすらかな──得え難がたい時間だった。グリンダは、私がこれまで会ったどの女性とも違っていて、あんなに強くて美しい、不敵な魂たましいを持つ女性ははじめてだった。出会えたことは、我が父なる神サラーの恩おん寵ちようだ。そして、偉大なるサラーは、また私に幸運な出会いをもたらしてくれた」

　ハールーン皇子の声や眼差しが、どんどん熱を帯びてゆく。

　ハールーン皇子のリードでドレスの裾を広げて、くるりと回るたび、僕は心臓が跳ね、めまいがした。

　ここまであからさまに言葉や目つきで示されたら、猿でもわかる。

　ハールーン皇子は、〝グリンダ〟に惚ほれてしまったのだ。

　偶然の再会を、運命だと思い込んでいる。

　うわぁっ、困った！

　気がつけば、僕らは人ひと気けのないバルコニーで向かい合っていた。

　はっ！　いつの間に！

　踊りながら、じりじりと移動したらしい。

　その、女の子に警けい戒かい心しんを抱かせない、スピーディーで洗せん練れんされた巧たくみな誘導に衝撃を受けている僕を、さらなる驚きが襲った。

　砂漠の高貴な皇子が、僕の前にひざまずいたのだ！

　げげっ！

　硬直する僕に、ハールーン皇子は真剣な思いのこもる声で言った。

「あなたは、私が長い間想い描いてきた理想通りの人だ。どうか私の国へ来て、私の妻になってください」

「！」

　妻！

　妻って──！　僕が!?

　なれるわけないじゃないかぁぁぁぁぁっ！

　心の中で、思いきり突っ込む。

　それから慌てて、

「ちょ、ちょっと待って！　きみが好きなのはグリンダでしょ？　僕はグリンダだけどグリンダじゃなくて──！」

　ああっ、こんな説明じゃ、きっとわかってもらえない。けど、本当のことを話したら、僕は国王一家をたばかる詐さ欺ぎ師しとして、牢ろう屋やに入れられてしまう。

　けどけど、妻になるのは、もちろん無理なわけで、そもそもが人違いの勘かん違ちがいなわけで──。

　自分でも、わけがわからなくなってきたとき、ハールーン皇子が端たん麗れいな顔を上げて、エキゾチックな金色の目で、静かに僕を見上げた。

「いいや、グリンダではない」

　え。

「私は、あなたに求婚している。シャール」

　耳を疑った。

　シャール──。

　朱を塗ぬったような唇は、確かに僕の名前をつむいだ。

　そうして、息を飲む僕を凜りんと見上げたまま、しっかりとした口調で告げたのだった。




「私は──女なのだ」









第二回　服を脱いだらアウトです！






「私のすべてを、あなたにだけ見せよう」




　唖あ然ぜんとする僕の手を引いて、ハールーンが、エーレンの王城の中に用意された貴き賓ひん室しつへ連れてゆく。




　──私は女なのだ。




　いきなり求婚された上に、そんな秘密を打ち明けられても、ぼーっとしてしまって、頭がうまく働かない。

　だって金砂の国のハールーン皇おう子じといったら、世界一魅力的な独身男性って言われていて、女の子たちの憧あこがれで、真っ白な豪ごう華か船せんで花はな嫁よめさがしの旅をしているんでしょ。

　そんな皇子様の中の皇子様が、女だなんて！

　厚いカーテンを閉め切った部屋は暗く、燭しよく台だいにひとつだけ点ともした明かりが、妖あやしく揺らめきながら、ハールーンの高貴で端たん麗れいな顔を闇やみの中に浮かび上がらせている。

　確かに、女性でもおかしくないくらい綺き麗れいな顔立ちだ。

　けど、シザエル王だって、子持ちのおっさんのくせしてあの美び貌ぼうだし。

　ハールーンが、ターバンをほどく。

　光こう沢たくのある薄い布がはらはらと落ちて、漆しつ黒こくの髪かみが艶つやめきながら肩に、胸に、こぼれ落ちる。

　そうすると、ハールーンはたおやかな女性のように見え、しかし凜り々りしい男性のようでもあり、どちらでもないもののようにも見えて、僕はますます混乱した。

「私の国では、女性は、男性の所有物とされている」

　男性にしては高めな、女性にしては低めな静かな声で語りながら、きらびやかな刺し繡しゆうをあしらった上着を、するりと落とす。

「人前で顔をさらすことも許されず、自分の生きかたを自分で選ぶこともなく、一生、主あるじである男と家に縛りつけられて死んでゆく」

　腰に巻いた青のサッシュもすっかりほどいてしまう。

「私の母は、皇帝の第一皇妃だった」

　シャツがぱさりと、足元に落ちる。

　ハールーンの胸に、白い布が幾いく重えにも巻きつけてあるのを見て、僕は息をのんだ。

　まさか……っ、本当に──。

「皇帝の血を引く男子を産むことが、母に課せられた役目だったが、母が体をぼろぼろに痛めて生んだ子供は、女子だった」

　先に脱ぎ捨てた服の上に、白い布がゆるやかな螺ら旋せんを描いて、重なり、落ちてゆく。

　残る布の胸元と、胸の下のほうに、押おし潰つぶされた白いふくらみが見えてきて、ドキッとする。

　蠟ろう燭そくの炎が、風もないのに一瞬長く伸びる。

「辛つらい出産のため、母は二度と子供を生めないだろうと宣告を受けた。なので、母は、私を男子と偽いつわり、そう育てたのだ」

　炎の中に浮かぶ、折れそうにほっそりとした腰。

　贅ぜい肉にくが一切ついていない、おなか。

　そしてその上に、しだいにあらわになってゆく、やわらかでなめらかなふたつの──。

「世界中を旅しながら、私は生涯をともにしてくれる相手を探し続けていた。私と正反対の者──外見は女でありながら、中身は男である者を──」

　その言葉に、ハッとする。

「ぼ、僕は好きでこんな格好をしているわけじゃ。事情があって！」

「あなたのことは、グリンダが話してくれた。双子の弟がいると。間抜けで流されやすい、どうしようもない不出来な弟なのだと」

「ひどいよっ」

　思わず叫んだ。

　僕のこと、よそでそんな風に言ってるなんて。僕はグリンダのせいで、女装までさせられてるっていうのに、うぅぅ。

　どーせ、どーせ、僕なんか。

「広間で会ったとき、あなたがグリンダの弟だとすぐにわかった。グリンダと同じ顔でありながら、あまりにも魂たましいの形が違っていたから」

「どうせ僕は不出来な弟だよ！　って──わわっ、それ以上脱いだら！」

　胸を押し潰していた布の、最後のひと巻きが、儚はかなくほどける。

　僕の目の前に、むきだしの上半身をさらした黒髪の女性が立っている。

　盛り上がったふたつの胸を隠そうともせず、両手を自然にたらし、まっすぐに僕を見つめている。

　その姿はまるで、暗い夜、深海から浮かび上がる人魚のようで。

　その魔力を秘めた金色の瞳に縫ぬいつけられたように、僕は目をそらすことができなかった。















「不出来なものか。私にとっては理想の〝女性〟だ」

　中性的な声が、熱っぽく断言する。

「あなたとなら、私は私の血を引く子を成すこともできる。あなたをイスマール次期皇帝の妃きさきとして、私の後宮に迎えたい。どうか偉大なるサラーの名のもとに、私と誓ちかいを立ててほしい」

　砂漠の絶対神、サラーの誓い。

　それは、砂漠の国々に生きる人々にとって、永遠に守るべき絶対の誓いであり、もし破られることがあれば、禍わざわいが降りかかると信じられている。

　千年前、砂漠の地で繁はん栄えいを誇ほこったルーシャン帝国が滅ほろんだのは、サラーの神殿への貢みつぎ物ものの酒を、神官が誤ご魔ま化かして半分水を混ぜて、サラーの怒りに触れたためだなんてセコイ伝説が残っているほどで──って、今は、そんな歴史蘊うん蓄ちくはどうでもいいんだってば！

　目の前に、綺麗な女の人が上半身裸で立っていて、その人から『理想の女性だ』とプロポーズされて、なにを冷静に伝説とか語っちゃってるんだ僕は。

　現実逃とう避ひはやめよう！

　知ったかぶって伝説を語っても、目の前の現実が変わるわけじゃないんだから。

　とりあえず、裸の美女と向かい合っているこの状況はマズイ。

　なのに、体が動かない。

「ち、誓いって、いきなりそんなこと言われても、ほ、ほら、ぼぼぼ僕ら今日会ったばかりだし」

　そういう問題じゃないだろ！

　後宮に入って、一生女装なんかできるもんか！

「そ、それにね、僕、これでも一応男だから、すね毛や髭ひげもそのうち生えてきて、ぼーぼーになると思うんだよ。体だってむきむきに──って、なに？　なにしてるの？　なんで、僕の服、脱がそうとしてるの！」

「私は秘密を見せた。あなたも、私にすべてを見せてほしい。そうすればわかりあえるはずだ」

「うわぁ、ボタン、それ以上はずしちゃダメ！　その紐ひも、引っ張ったらダメぇ！」

　なんで、僕のほうが恥じらって悲鳴を上げているんだ。

　なんで、彼女は恥ずかしがりもせず、コルセットの紐をほどいているんだっ。

「待って！　待ってよ！　知り会ったばかりで、こういうの、よくないから！　ねっ！　冷静になって──」

　半脱ぎでベッドに押し倒されて青ざめる。ついこの前も、ギルマーに押し倒されたばかりだっていうのに、どうしてこう何度も何度も。

「私はじゅうぶん冷静だし、運命だと思っている。あの夕暮れのフォルセイスの浜辺でグリンダと別れたときから、きっとあなたに会うことが決まっていたのだ、シャール」

　僕の頰ほおと喉のどに、やわらかな黒髪がたれ落ち、金色の瞳ひとみが情熱的に僕を見つめている。

　濡ぬれたような唇くちびるも、かすかに寄せられた眉まゆも、ぞくっとするほど色っぽくて、カッコいい。これぞ皇子様って感じだ。

　僕が女の子だったら、ぽーっとして、全部捧ささげてしまったかもしれない。けどっ、

「僕は、男なんだぁ！　はじめてで、下は嫌だぁ！」

　情けなく主張しながら、渾こん身しんの力でハールーンの体を押しやった。

　ベッドから転げ出て、コルセットとドレスの後ろが全開になって、肩から半分ずり落ちた格好で、ドアに駆け寄り、

「ごめんっ！　僕、可か愛わいい奥さんになるのは無理！」

　そうだ、僕は可愛い奥さんが欲しいんだーっ！

　心の中でもそう叫び、ノブを回して開けると──。




「！」




　ドアの前に不安げな顔をした聖セイ羅ラが立っていた。

　な、何な故ぜ、聖羅が！

　聖羅は僕の格好を見てハッと顔をこわばらせ、それから僕を追ってきたハールーンを見てさらに表情を硬くし、それから視線を下げてハールーンのむき出しの胸を見て、目をみはった。

　こ、これってマズイんじゃないか？

　ハールーンが女だって、モロバレで──。

　僕は慌あわてて両手を広げて、ハールーンの体を隠そうとした。

「えーと、今きみが見たものは目の錯さつ覚かくで！」

　青ざめた顔で、ハールーンの胸を凝ぎよう視ししていた聖羅が、唇をきゅっと嚙かみ、泣き出しそうな顔で走り出す。

「聖羅！　待って！」

　僕は焦あせってあとを追った。

　廊ろう下かで聖羅の肩をつかみ、引き止める。

　聖羅が僕の手を振り払い、顔を伏せる。銀色の髪が頰にこぼれ、聖羅の表情を隠す。そのまま怒っている声で、ぼそっと言った。

「服を──着ていませんでしたっ」

「へ？」

　聖羅の肩が震える。

「ああいう場合っ、服を着ていたら誤解で無罪だと、先生は前におっしゃいました」

　そういえば、アニスが僕の部屋へお泊まりに来て、一緒のベッドで寝ていたのを聖羅に見られたとき、そんなことを口走ったような……。

　聖羅は顔を伏せたまま、小刻みに震えている。

「あのかた、裸でした」

「えっと……暗かったから、きみは気づかなかったかもしれないけれど、彼女は一応、下ははいていて、僕もせいぜい半脱ぎで……肝かん心じんなのはそう……下を脱いでいるかどうかで！　だから、この場合も誤解で無罪……」

「いいえっ。事実で有罪ですっ！」

　うわっ。

　氷のような声で、ぴしゃりと言い切られて、返す言葉がなく声をつまらせる。

　でも、相手がハールーン皇子だということはバレていないようで、ホッとしかけたとき。

「ハールーン皇子と、そんな親密な間柄になられたのですね」

　しっかりバレてるじゃないか！

「お願い、聖羅っ！　きみが見たことは、きみと僕だけの秘密にしておいて！　絶対に誰だれにも言わないで！」

　細い肩をつかんで、必死に頭を下げ、お願いする。

　ああ、こんなことが前にもあったな。

　僕が男だって、聖羅にバレたとき。

　あのときも、誰にも言わないで！　って何度も懇こん願がんしたんだ。

　聖羅がゆっくりと首をもたげ、僕を見上げる。

　頰がはりつめていて、眉がちょっと下がっていて、弱々しい表情をしていて、右の手首を左手でぎゅーっと握った。

　そうして、掠かすれた声で、

「先生は……わたしのこと……」

「え？」

　よく聞き取れなくて、聞き返す。聖羅が、ますます泣き出しそうな臆おく病びようそうな顔で、

「……わ、わたしのこと、どう思って……」

「？」

　声が怯おびえているようにどんどん小さくなり、表情も頼りなくなり、目を伏せて唇を小さく嚙み、握りしめた右手を、薄い胸にぎゅっと押しつける。

「あの、聖羅、よくわからないけど、ハールーン皇子のこと内ない緒しよにしておいてくれるよね」

　おずおず念を押す。

　すると、急に氷の人形みたいにひんやりした目になり、視線を上げた。

　もうまったく弱々しい表情は浮かべていない。それどころか、険けわしい顔つきで、

「わたしには、まったく興味のないことですから。それに、ハールーン皇子の秘密を吹ふい聴ちようしても、エーレンの得になることはありません。それは正解ではありません」

　と、冷静な声で言って、歩いていってしまった。

　いつのまにか服を着たハールーンが、僕のすぐ後ろまで来ていた。

「聖羅は、きみの秘密を話したりしないよ。賢かしこい子だから、言っていいことと悪いことの区別はついているから」

「あなたがそう言うのなら、私もそれを信じよう」

　ハールーンが覚悟のこもる声で答えた。

　そう、〝正解ではない〟と判断したことを、聖羅は決して実行しない。

　興味がないと言ったからには、本当にハールーンが男でも女でも、聖羅にとってはどうでもいいのだ。

　そのはず……なんだけど……。

　ひんやりした顔の前に見せた、なにかに怯えているような、泣き出しそうな表情が、気になった。それと、右の手首を握りしめるあの仕草も。

　あれは本当に、ただの癖くせなんだろうか？　前はなかったと思うけど……。

「シャール、あなたも早く服を整えたほうがいい。そんな格好で廊下にいたら、あなたに不ふ埒らちな気持ちを抱く男を引き寄せてしまいかねない」

　ハールーンが大おお真ま面じ目めな顔で言ったので、僕はコケそうになったのだった。

　脱がせたのは、あんただ！





　　　　◇　◇　◇






　理想の人に巡り会えて、少々舞い上がりすぎていたようだ。無む理り強じいはしない。

　あなたが私の妻となることを歓よろこびと思い、あなた自身の意志で私に寄り添ってくれるよう努力するつもりだ。

　そうハールーンは言った。

　男の僕が妻となる歓びを感じることなんて、絶対にない。でも、ハールーンが紳士的に振ふる舞まってくれるなら、まぁいいか。

　そんな風にホッとしていたのだ。




　騒ぎは翌朝起こった。

　国王一家と、ハールーンをまじえての食事中。ハールーンは僕の向かい側の席に座って、ナイフとフォークを上品に使い、きのこのソースがかかったチーズ入りのオムレツを食べていた。

　背筋がすっきり伸びていて、指先まで気品が漂ただよい、オムレツを口へ運ぶ姿まで凜々しくて、やっぱり皇子様～って感じだなーと感心していた。

　ハールーンが女だなんて、まだ信じられない。

　そりゃ、新聞の連載小説では、男の子として育てられた女の子も、男よりカッコいい男装の麗人も定番だけど、実際に目の前に現れると、お芝しば居いを見せられているようで現実感がない。

　いや、女である証しよう拠こは、しっかり見てるけど……。

　昨日の夜のことを思い出し、頰がカァッと熱を帯びる。

　考えてみたら、大人の女の人の裸を見たのって、はじめてだ。すごく細いのに、胸は大きくて張りがあって、まるで女神の彫像みたいで、すごくすごく綺麗だった……。

　ふと、冷ややかな視線を感じて顔を上げると、斜め向かいから聖羅が、

「……」

　冷たい顔で見ていた。

　うっ。

　目があうと、一瞬瞳を揺らし、怒っているような怯えているような表情で、唇をきゅっと嚙み、まつげを伏せる。

　また、軽けい蔑べつされちゃったかな……。

　聖羅の中で、今、僕の評価ってどうなっているんだろう。多分、下がりまくってるんだろうな。

　うぅぅ、辛いなぁ。

　溜ため息いきをつくと、カチャン！　と音がした。

　こちらも斜め向かいの竜リユウ樹ジユ王子が、テーブルの上に取り落としたスプーンを、顔を赤らめて慌てて握り直す。

　どうしたのかな？

「ねぇ、ハールーン皇子は、花嫁をさがす旅をしているんでしょう？」

「エーレンで気に入った女の子は、見つかった？」

「パーティーの途中で、グリンダといつの間にかいなくなっちゃったけど、もしかしてロマンスが芽め生ばえたの？」

　僕の隣に並んで座っていた双子姫が、無む邪じや気きに尋たずねる。

　竜樹王子がまたスプーンを取り落とす。僕も焦って、

「さ、更サラ紗サ様っ！　織オリ絵エ様っっ！　そ、そそそそーいったお話は、お客様に失礼でしゅから……」

　ああっ、嚙んだ！

　もっと教師として威い厳げんをもって発言しないと、この双子はどこまでも暴走する。

　ハールーンが優雅な笑みを浮かべた。

「それは、私とグリンダだけの秘密です」

　ちょ、ちょっと、それって牽けん制せいしているようでいて、しっかり煽あおっているんだけど。

「わー、意味深」

「秘密って、なぁに？　グリンダ？　あたしたちにだけ内緒で教えて」

　ほらっ、二人とも目を輝かせちゃってるじゃないか。

　竜樹王子は両手にフォークとナイフを、ぎちぎちに握りしめて殺気立っているし、聖羅はこわばった顔で食事を続けているし、真シン王子は眠そうだし──。

「ただ──私の長い旅も、この約束の地エーレンで終わりを迎えそうです。シザエル王、私はグリンダにプロポーズをしました。彼女を私の国へ、花嫁として連れて帰っても良いでしょうか」




「！」




　な、なんてことを！

　竜樹王子がフォークとナイフを床に落とし、双子姫が「きゃー」とピンク色の声を上げる。

　メイドさんの制服を着て、揺りかごの中の鈴リン七ナ姫をあやしつつ、みんなに食事を振舞っていた王妃様が、

「まぁ」

　と頰をほころばせ、シザエル王が、

「ほぉ」

　と興味深そうにつぶやく。

　聖羅は一人、黙々と食事を続けている。肩がちょっと震えている。

　真王子は──って、それはどうでもいい！

　ハールーンの爆弾発言に、平和な朝の食卓は大騒ぎになり、僕はあまりのことに、口をぱくぱくさせていた。

　まだ妻になる同意もしていないのに、いきなりみんなの前でそんなことを言い出すなんて、反則じゃないか。

　ハッ！　けど、僕はウィストリアとエーレンの同盟のために二年の任期で派は遣けんされた、親善大使でもあるわけで。

　僕が役目を途中で降りて、砂漠の国へ行ってしまったら、シザエル王だって困るはずだ。ウィストリアの至宝と謳うたわれるグリンダ＝ドイルを、勝手によその国へ嫁にやるわけにいかない。

　きっと反対して──。

「それは困る」

　ハールーン皇子に劣おとらない魅み惑わく的てきな声で、美貌の国王が答える。

　ありがとう！　王様！

「エーレンの国王としては、我が国とウィストリアを繋つなぐ架かけ橋はしであるグリンダ嬢じようを、渡すわけにはいかない」

　うんうん、やっぱりそうだよねっ。

　竜樹王子も、ものすごい勢いでうなずいている。

「だが」

　シザエル王が、急に口元をほころばせた。

「グリンダ嬢が望むのであれば、私個人は、恋する二人を引き離すような無ぶ粋すいな真ま似ねをしたくはないものだ」

　って、ちょっと！　あんたまでなに言ってんだ！

　シザエル王は、ますます華やかな甘い笑みを浮かべ、メイドさんな王妃様のほうへ流し目を送った。

「それに、私が皇子の立場なら、この王妃を攫さらってでも国へ連れ帰っただろうからね」

　その顔つきの、とろけそうに幸せそうなことといったら、今にも天上から砂糖が降ってきそうで。

　ああ、この人は、こういう人だった。

　やり手のカリスマ国王とか言われているけど、基本は恋愛脳なんだ。でなきゃ、異国から来た女の子を花嫁に迎えるために、三百年近く続いた鎖さ国こくを、先頭きって解いたりしない。

　王妃様も嬉うれしそうに、

「国王様ったら。みなさんの前でそんなこと」

　と赤くなっている。

　朝からバカップル全開で、もう勝手にしてほしい。期待した僕がお馬鹿さんだった。

　双子姫は、

「さすが、お父様だわ」

　と、はしゃいでいる。

「あたしも、グリンダの恋を応おう援えんするわ！」

「あたしも！　グリンダが、ハールーン皇子の国へ行っちゃっても、全然平気よ、ねぇ、織絵」

「ええ、更紗。だからグリンダも安心して、ハールーン皇子についていってね」

　もはやお別れが前提のように言われてしまって、僕はがっくりするばかりだった。

　テーブルを挟んだ向こうでは、竜樹王子が青ざめ、聖羅が険しい顔でスープを口へ運んでいた。





　　　　◇　◇　◇






「ひどいよ、ハールーン」

　授業を終えた午後。

　僕は庭の片隅で、ハールーンに訴えていた。

「きみのせいで、授業にならなかったよ。双子はウエディングドレスはウィストリア風にするのか、イスマール風にするのかで盛り上がりっぱなしだし、竜樹王子はしょっちゅうペンを取り落とすし、真王子は粘土でウエディングケーキを作っているし、しかも十段重ねだし、聖羅もずぅぅぅぅぅぅっと、氷づけの人形みたいな顔してて、口きいてくれないし」

　ハールーンは悪びれる様子もなく、落ち着きはらった顔で言った。

「早くに打ち明けておいたほうが、シャールも仕事を辞やめやすくて良いと思ったのだ」

「って、僕、きみと結婚するって言ってないよねっ？　辞める辞めない以前の問題だよねっ」

　つい言葉がきつくなってしまう。

　ハールーンが静かに目を伏せるのを見て、あれ、ちょっと言い過ぎたかなと、急に心配になり、

「と、とにかく……ああいうのは困るよ。家庭教師の任期だって、まだまだ残っているんだから」

　と、少しやんわり言うと、

「それはもともと、グリンダの仕事だったはずだ」

　ハールーンがまぶたを上げ、透きとおるような金色の瞳で、僕をまっすぐに見つめて言った。

　真理を指し摘てきする哲学者のような叡えい智ちの宿る眼まな差ざしに、はっとする。

　そういえば……そうだったっけ。

　グリンダが失しつ踪そうしちゃったんで、僕が無理矢理ドレスを着せられて、身代わりにエーレンまで連れてこられたんだよね。

　なんで平凡な浪人生の僕が、えらい人たちの家庭教師なんてやらなきゃならないんだって、毎日冷や汗もので……。

「それにシャールはニート志願だと、グリンダが言っていた」

「そ、そうだけど……」

　受験も失敗しちゃったし、もう頑がん張ばるのは面めん倒どうくさいから、このままグリンダに寄生して、だらだら生きてけたら最高だよなーって、やけっぱちで……。

「ならば後宮暮らしは、最適ではないか。身の回りのことはすべて召使いがやってくれて、生活の心配もなく贅ぜい沢たくのし放題で、責任を負う必要もない。一日中昼寝をしていてくれてもかまわない」

「うっ」

　た、確かに……理想の生活だ。

「人前に出ることがなければ、女装の男とバレることもない。今のこの生活より、よほど快適と思うが」

「うぐぐ」

　なんて──なんて、鋭いところをついてくるんだ。

　思わず、お世せ話わになりますと頭を下げたくなっちゃうじゃないか。この策士め。

　けれど、ハールーンの表情にはそうした狡ずるさや企たくらみは一切なく、ひたすら真しん摯しで、それどころか静かな哀かなしみさえただよっていた。

「生涯、周囲をあざむきとおす覚悟はできている。だが一人でいい。偽りのない私を受け入れてくれる相手がほしかった……。そうすれば、サラーの楽園に召される最後の時までやり遂とげることができるだろうと」

　ひょっとして、この人は、とても孤独なんじゃないか。

　皇帝の跡あと継つぎで、容姿端麗で、女の子にモテモテで……でも、そんなこと、彼女には意味がないのだ。

　きっとこれまで誰とも心をわかちあうことができずに、立りつ派ぱな皇子であることだけを考えて、生きてきたのだろう……。

　本当は、女の子なのに。

　そんな風に考えたら可か哀わい相そうで、胸がズキズキしてしまった。

　今の自分と似た立場の彼女に、共感めいた気持ちまで抱いてしまう。

　そうだよねー、お風ふ呂ろ困るよねー、着替えてるときも気が抜けないよねー、トイレも大変なんだよねー、同性に言い寄られて困っちゃうよねー、迫られたら鳥肌だよねー、いつまでこんなこと続けるんだろうとか、いっそ全部ぶちまけたいとか思うときもあるよねー。今突然ぽっくりいったら、女装の男だとバレて大恥だーとか考えて、気楽に死ぬこともできないとかさ……。

　そんな苦しみなんて、自分の性別を周りに隠して生活しなければならない人間にしかわからない。

　僕は、おずおずと言った。

「その……たとえば、だけど……このまま国へ帰らずに、皇子の身分を捨てて女の子に戻ることはできないの？」

　ハールーンは、ハッと目を見張ったあと、すぐに硬い表情になり、静かに首を横に振った。

「十五人いる兄弟は、愚おろか者ものぞろいだ。私がいなくなれば争いがおこり、帝国は分裂するだろう」

　金色の瞳に孤独の影が浮かんでいて、僕の呼吸を苦しくする。

「それに……亡くなった母は、私が男として自由に生きることを望んでいた。もし、母が自らの保身のためだけに、私の性別を偽って育てたのなら、母を恨うらんだかもしれないし、男であることに迷ったかもしれない。けど決してそれだけではなかった……。母は、私に、自分が得られなかった自由をくれたのだ……。だから、私も……女になりたいとは思わない」

　そう言い切りながら、瞳の奥は揺れていて、表情もなにかをあきらめようとしているようで。

　ハールーンは、本当はそんな弱気な姿は、僕に見せたくなかったのかもしれない。

「シザエル王に、旅の話をする約束だった」

　と、つぶやいて、一人で建物のほうへ戻っていった。




　風がそよそよと淋さびしげに吹く庭に取り残された僕は、草の上にスカートのまま胡座あぐらをかいて座り込み、頭を抱えてしまった。

「ああっ、もうっ！　あんな顔見て、あんな話を聞かされたら、放っておけないじゃないか」

　秘密を抱えて孤独に生きている彼女を、見過ごしにできない。

　彼女が僕を花嫁にと望んだのは、僕なら秘密を共有できるから……。

　そんな相手、確かに世界中を旅して回っても、そうそう見つからないだろう。ハールーンが、僕を運命の相手だと思ってしまっても仕方がない。

　まっすぐ向けられた真摯な、そのくせ淋しげな瞳を思い出したら、胸がまたきゅっとして、

「……後宮でニート生活をするのも、ありなのかなぁ」

　どうせ、グリンダの身代わりなんだし……。

　双子姫も王様も、僕がいなくても困らなそうだし、竜樹王子に女装男が初恋の相手だとバレる心配もなくなるし、聖羅だって……ずっとそっぽを向いていて、もう僕の顔も見たくないんじゃ……。

　それに比べてハールーンは、あんなに僕を求めてくれているのだから。

　もし、彼女が彼女でいられる場所に、僕がなってあげられるのなら……。

「玉の輿こし……乗っちゃおうかな……」

　ぐらぐらと揺れる心でつぶやいたとき。




「なにを寝ぼけたこと言ってるんですか」




　振り返ると、黒ずくめのスマートな外交官が、あきれ顔で立っていた。









第三回　狙われた花嫁～暗殺者がいっぱい






「砂の国の黄金に目がくらんで、自分の股こ間かんにつくものがついていることを、忘れてるんじゃないでしょうね。きみが可か愛わいい花はな嫁よめさんになれないことは、きみ自身が一番よくご存知だと思いますがね、シャールくん」

　いつエーレンへ来たのだろう。

　突然庭に現れたヘルムートは、爽さわやかな笑顔で嫌み全開だった。

　僕はそそくさと膝ひざをそろえて座り直し、

「う、うん……そう、なんだけど」

　と、うなだれながら、歯切れの悪い声でつぶやいた。

　ハールーンが本当は女だってことを知らないヘルムートにしてみたら、僕が玉の輿こしにつられて、男と結婚しようとしているように見えるんだろう。

　けど、ハールーンは本当は女の人で……。

　だからこそ、男でありながら女のふりをしている僕を、自分の後宮に迎えたいと望んでいて……。

　それで僕も、周りに自分を偽いつわらなきゃならないハールーンの孤独をわかってあげられるんじゃないかとか……。

　そんなこと、説明できない。

　特に、ハールーンの秘密をバラすのは、絶対、絶対、ダメだ。

　こんな笑顔だけ誠実な、腹黒外交官にバレたら、にっこり笑ってなにを要求されるかわからない。

　僕は肩をすぼめて、

「そ、そうですね」

　と、曖あい昧まいに答えた。

　すると、

「おかしいですね」

　ヘルムートの目がきらりと光った（ような気がした）。

「シャールくん、なにか隠してますね」

　腰をかがめ、僕のほうへずいっと顔を近づけてくる。

　僕は座ったまま後ろへ下がりながら、

「かかかかか隠してないよ」

「白状しなさい」

「だから、隠してないって！」

　ヘルムートが、にっこりする。

「口を割らせる方法はいくらでもあるんですよ。そうですね、ざっと思いつくだけでも百通りくらい。一番軽いものから順番に試してみますか？　肉体にプレッシャーを加えるものと精神にプレッシャーを加えるものとあって、バリエーション豊富でなかなか興味深いですよ。五十番目を越えると、生命に関わるかもしれませんが」

「～～～～～！」

　趣しゆ味みは一日一善ですと答えそうな晴れやかな笑顔で恐ろしいことを言い切る、目の前の陰険外交官にこそ恐怖を覚えて戦せん慄りつし、僕は立ち上がった。

「ほほほほ本当に、なにも隠してないから～～～～～～！」

　そう叫んで、逃げ出したのだった。

　しかし、ヘルムートは追ってくる。

「いけませんねー。そういう態度は、隠しごとがあると、自ら証明しているようなものですよ。本当にシャールくんは、うかつな子です」

「わ～～～ん、僕のことは放っておいてくれ～～～～！」

　笑顔のまま追いかけてくるのが、怖すぎだ。

　つかまったら、拷ごう問もんされる！

　こいつのことだから、本気でやる！　徹てつ底てい的てきにやる！　しかも罪悪感まったくなしに。

「そんなに走っては、靴くつのかかとが折れてしまいますよ。せっかく綺き麗れいに結ゆった髪かみもほどけてしまいます。止まりなさい、シャールくん」

「いやだ～～～～～～っ」

　とにかく人のいる場所へ行くんだ！

　そう思って必死に走る。

　が、そんな僕の行き先に、『工事中につき、立ち入り禁止』の立て札が見えた。

　ああっ、増築工事は今日からだったっけ。

　仕方なく右にそれる。

　けど、そっちは森で、あぅぅぅ、このままだと追いつかれる～～～～～。

　せめて身を隠して、やりすごせる場所はないかと、左右に必死で目を向ける。

　と、そのとき、バイオリンの調べが聞こえた。

　緑の木々の向こうから流れてくる、哀かなしげに澄すんだ、艶あでやかな音。




　この音、聖セイ羅ラ……!?




　胸をつかまれるような切ない響きに、力がすっと抜けかけたとき。小さな体でバイオリンを奏でる少女の姿が視界に飛び込んできた。

　弓で弦をこする動きにあわせて、銀で作った細い糸のようなまっすぐな髪が、さらさらと揺れ、広がる。

　わずかなぬくもりを得ようとするようにバイオリンに頰ほおを寄せ、目を閉じ、弓を動かしていた聖羅が、その目を開けて僕を見た。

　一瞬、ぴくりとし、弱ったような表情を浮かべ、頰をちょっと赤くして唇くちびるをきゅっと結ぶ。

「お願いっ、追われてるんだ。助けて」

　情けない顔で訴うつたえる。

　後ろのほうから、逃げても無む駄だですよーと、声がする。

　聖羅はちょっとの間、

「……」

　と黙っていたが、僕があんまり青ざめていたからだろう。

「茂しげみの後ろへ」

　と、さめた声でささやいた。

　言われたとおり、小さな白い花が咲き乱れる茂みのほうへ駆け寄り、後ろにしゃがみ込む。

　ヘルムートが現れて、おや？　という顔をする。

「失礼しました、聖羅姫。ところで、グリンダを見かけませんでしたか」

「……いいえ」

　人形のような無表情で答える。

　ヘルムートはまた、ちょっと目を見張ったが、

「そうですか」

　ちろりと、茂みのほうを見て、

「！」

　誠実そうに微笑ほほえむと、

「わかりました。こちらへは来なかったようですね」

　と、わざとらしいほどおだやかな口調で言い、

「練習の邪じや魔まをして申しわけありませんでした」

　と言って、去っていった。

　黒ずくめのすらりとした長身が見えなくなるまで、僕は茂みのこちらでだらだら汗をかいて、身をすくめていた。

　……絶対バレてる。

　あとで、仕返しされるかも……ぅぅ。

　けど、とりあえずは助かった。

「ありがとう、聖羅」

　茂みの後ろから、こそこそと顔を出し、お礼を言う。

「……」

　聖羅はひんやりした顔で、僕と目をあわせないようにしていた。細い肩が張りつめていて、バイオリンを持つ指先にぎゅっと力が入る。

　やっぱり嫌われちゃったのかな。

　二人きりのときに、あらためてこんな態度をとられると、胸がズキッとする。

　それに、さっきのバイオリンの音も、前に聞いたときみたいに、綺麗だけど孤独な感じで……。

　一度は心を開いてくれたはずなのに、どうしてこんなにこじれてしまったのだろう。もう、仲直りはできないのだろうか。

「あの、聖羅……っ。僕のこと、怒っているんだよね。きみに先生として認めてもらったのに、全然役に立つことを教えてあげられなくて、みっともないところばかり見せちゃって、きみが『不正解が多すぎだ』ってあきれるのも当然だけど」

「……」

　言い訳がましい言葉を並べる僕を、聖羅はそっぽを向いたまま無視しようとしているみたいだった。けど、視線をぎこちなく僕のほうへ向け、目があうと、また、ぱっとそらし、そのままかたくなな表情で唇を嚙かみしめる。そうして、ぼそりと言った。

「先生は……ご結婚、されるんですか」

「えっ」

　聖羅が意を決したように、小さな顔を僕のほうへ向ける。

　どことなく切せつ羽ぱ詰つまった感じの紫水晶の目で、じぃぃっと見つめられてドキッとする。

「いや、まだ……決めたわけじゃ……」

　そう答えると、不安そうな目つきになり、なにか言いたそうに唇を動かした。けど、声は聞こえない。

　聖羅は、ますます不安そうな、苦しそうな表情になる。

　ひょっとして……行ってほしくないって、思ってくれてる？

　僕はまだ、きみの先生でいてもいい？

　聖羅の言葉を待つ僕の胸の鼓こ動どうがドキドキと速まって、息も苦しくなる。

　もし、

　もしも、

　行かないでほしいと言ってくれるなら。

　けれど、聖羅は何度か声を出そうとしたあと、口をつぐみ、うつむいてしまった。眉まゆを下げ、バイオリンの弓を持ったまま、右の手首にふれる。

「あの、手、どうかしたの？」

　ずっと気になっていたことを尋たずねると、肩をぴくっとさせ、ひどく哀しそうな顔になり、

「……わかりま……せんか？」

　途と切ぎれそうな声でささやいた。

「え、あっ、あのっ、ご、ゴメン……っ。僕、きみと違って、凡人で頭が悪くて──」

　聖羅がぎゅっと眉根を寄せ、肩と指と唇を震わせる。それから息をのみ、心を閉ざしているみたいな、ひんやりした表情になった。

　どうしよう、僕、〝間違ったこと〟を言った？

　うろたえていると、聖羅が視線をそらし、硬い声でつぶやいた。

「ハールーン皇おう子じの故郷のイスマールは……暗殺がさかんだとうかがっております。後宮でも毎日平均三体の死体が出るのだとか……」

　空気が、びしっと凍りつく。

　あ、暗殺？

「それもただの死体ではなく、ある者は手足が千ち切ぎれ、ある者が内臓がはみ出し、ある者は鼻がそぎ落とされ、舌が引き抜かれ、目が抉えぐられているのだとか。それを砂漠に放置して、ハゲタカの餌えさにするそうです」

　凍えきった目で、ぼそぼそと語り続ける聖羅は、部屋で黒のローブを着込んで、怪しい薬を調合していたときと同じ、まがまがしさを発散させていた。

　てか、九歳の子供が語る内容じゃないよ！　エグすぎる～～～～。

「あのっ、聖羅」

「歴史を振り返っても、かの地での暗殺は日常茶飯事で、イスマールの初代皇帝は第三皇妃の盛った毒によって、全身に紫の斑はん点てんが浮き出て、喉のどをかきむしって絶命し、第一皇妃も、第二皇妃に半月刀で子宮を滅めつ多た刺ざしにされて果て、第四皇妃が生んだ第一皇子が第三皇妃と不義密通を働いているところを刺客に襲おそわれ死体を切り刻まれ、二人でひとつの樽たるにまとめて塩漬けにされるという惨さん劇げきが。さらには、二代皇帝の時代にも、後宮で夜な夜な若い女性が、全身の血を抜かれて死ぬという異常事態が発生し、これは第三皇妃が、希き代たいの呪じゆ術じゆつ師しヴァル＝カーンに依頼したもので、それに対抗して、第一皇妃が、第三皇妃に毒使いのミラルカを差し向けて──」

　お願いしますっ、もうやめてください。

　冷気がただよう声で、延々と耳に流し込まれる、おぞましく陰いん惨さんな暗殺の数々に、僕はすでに涙目だった。

　昔から、痛いことが苦手で、足の指を棚の角にぶつけただけで、床にひーひー転がり、指を包ほう丁ちようでちょっと切っただけで気が遠くなる僕に、この暗殺講座は過か酷こくすぎる。

　愛読している『おもしろ歴史読本』でも、ルビニアの大公妃が、夫の大公が亡くなったとたん、寵ちよう姫きの手足を切断して豚小屋に投げ込ませたとか書いてあって、その手の記述はまともに読めず、飛ばしていたのに。

　それが、経きよう文もんのようにイスマールの後宮暗殺史を語られて、頭の中で半月刀を振り上げ、目をぎらぎら光らせた女性や、喉をかきむしって倒れる皇帝や、ハゲタカにつつきまわされる遺体が生々しく浮かんできて、背筋が震えっぱなしで、体のあちこちが痛くなったり、痒かゆくなったりしてくる。

　そうだ。

　後宮といえば、女の戦いの場で暗殺がつきものなのは、新聞の連載小説でも証明ずみじゃないか。

　砂漠の王国を舞ぶ台たいにした大ベストセラーの『赤きライオンと金の川の乙女おとめ』でも、ヒロインのアイーシャの周りの人間が次々謎なぞの死を遂とげていって、アイーシャ自身も十ページに一回は命の危機にさらされている。

　そのあとも聖羅は一時間近く、暗殺について語り続け、

「先生も、暗殺には、ぜひ注意なさってください」

　と、ひんやりと結び、僕はよろめきながら歩き去ったのだった。





　　　　◇　◇　◇






　後宮って、恐ろしい場所なんだ。

　僕みたいな軟なん弱じやく者ものは、きっとすぐに暗殺者に毒を盛られたり、ぐさっと刺されたりしてしまうだろう。

　いや、手足の指と指の間に焼けた鉄の串くしを刺されたりとかして、じわじわ殺されるパターンかもしれない。

　ひぃぃぃぃ。怖いよぉ。

　僕の頭の中は、すでに暗殺のことでいっぱいだった。城内の廊ろう下かをよろよろ歩いていたら、

「グリンダ……！」

　真まっ赤かな顔をした竜リユウ樹ジユ王子が、両手のこぶしを握りしめてやってきた。

「そのっ！　ぐ、グリンダは、ハールーン皇子の国へ行ってしまうのだろうか？　父上は、グリンダの意志を尊重するとおっしゃって、私もその通りだと思うが……しかし」

　僕を引き止めようとしてくれているんだろうか。一いち途ずな眼まな差ざしに、ジンとしかけたとき、

「あちらの国は生活習慣も異なるし、危険も多いと聞いている」

　危険！

「なにしろ暑くて、食あたりもしょっちゅうで」

　食あたり！　それは、毒を盛っても食あたりで処理されてしまうということで……いや、もしかしたら食あたりと報告されている大半が、実は毒殺なのかも！

「し、失礼します。ちょっと気分が」

「あっ、グリンダ」

　本気でおなかのあたりがしくしくしてきて、僕は急いで竜樹王子から離れた。

　どうしたんだ。竜樹王子は僕のことを心配してくれていたんじゃないのか？　なのに、おなかが痛くなって、息もなんだか苦しくて……。

「おい、グリンダ！」

　後ろから、別の誰だれかが僕の肩をつかんだ。

「ひぃっ！」

「わっ！　なんて声を出すんだ」

　のけぞっていたのは、騎士団のギルマーだった。

　医者もびっくりの、でたらめな快復力で、包ほう帯たいもすっかりとれて騎士団の仕事にも復帰したギルマーは、休んでいる間の遅れを取り戻すため忙しいらしく、前のように僕につきまとったりはしなかった。

　言葉を交わすのも久々だ。

「おまえ、砂漠の国の皇子に、ぷ、プロポーズされたんだってな。こんなツルペタで色気のない女を妃にしようなんて、物好きな野郎だぜ」

　その色気のない女を押し倒したのは、どこのどいつだと、突っ込んでやりたかったが、その前にギルマーが、怒ってるみたいな早口で言った。

「おおおおおまえ、わかってんのか？　砂漠の国っていったら、蠍さそりとか毒どく蛇へびとかが、うじゃうじゃいるんだぞ！　散歩してるだけで蠍に刺されるんだぞ！　台所の壺つぼで、蛇を飼ってたりするんだぞ！　雨の日は蠍と蛇が空から降ってくるんだぞ！」

　何な故ぜ、そこまで蠍や蛇について、目玉をむき出しにして、息をハァハァ荒らげて熱く語っているか不明だったが、僕は、

「さ、蠍！　毒蛇っ！」

　と、二度続けて、びくびくっ！　と肩を跳ね上げ、蒼白になった。

　蠍も蛇も、後宮小説では暗殺の王道だ。

　それが、うじゃうじゃ？

　想像したら、おなかがさらに痛くなり、

「ごめんっ、その話はまた今度」

　また逃げるように歩き去る。

「砂漠の国では、正月に蠍の唐揚げを食うんだぞー！　グリンダー！」

　後ろでギルマーがわめいていた。

　もう、今日は自分の部屋で、おとなしくしていよう。

　痛むおなかを押さえて前まえ屈かがみで歩いていると、

「どうしたの？　グリンダ、すごく気分が悪そう」

　仲良しのメイドのアニスが、声をかけてきた。

「う、うん……部屋で休めば、大丈夫……だから」

「なら、部屋まで送るわ」

　アニスは優しく僕に手を貸してくれた。

　それから、気がかりそうに、言いにくそうに。

「ねぇ、グリンダ。ハールーン皇子に求婚されたって聞いたんだけど、皇子様と結婚……ってことになったら、グリンダは砂漠の国へ行っちゃうのよね」

「う……」

「皇子様の後宮に入るんでしょう？」

「！」

　後宮、という言葉に、またびくっとする。

「ああいう世界って、あたしはパン屋の娘だから実際に見てきたわけじゃないけれど、女同士の争いとかすごいっていうし。グリンダは控ひかえめでぼーっとしてるところがあるから、そんな場所でうまくやっていけるのか、心配よ」

　アニスの言葉の後半は、ほとんど耳に入らなかった。

　女同士の争いという言葉から、聖羅が語った後宮残ざん酷こく物語が次々脳のう裏りに浮かんできて、皮ひ膚ふがいっきに粟あわ立だち、体から血の気が引いた。

　おなかもパニックを起こし、

「あたっ、いたたた」

　と、両腕で抱え込んで、うずくまってしまった。

「やだ、グリンダ！　やっぱりすぐにお医者様に見てもらいましょう。お薬を飲めば、よくなるから」

　薬！

　僕は慌あわてて背中をしゃきっと伸ばして、立ち上がった。

「も、もう大丈夫だから。部屋にも一人で戻れるから」

　アニスに背を向け、そのまま両手を伸ばしてしゃきしゃき歩いてゆき、廊下の角を曲がったところでダッシュする。

「グリンダー！」

　アニスの声にも振り返らなかった。

　ごめんっ！　アニス！

　けど、薬と偽って毒を渡されるのも、暗殺の定番なんだぁぁぁぁ！

　もう、僕の耳はどんな言葉も、暗殺と変換されるようになってしまったのだろうか。

　このままじゃ、暗殺される前に心労で死んじゃうよぉぉぉぉ。

　心を落ち着かせることができる安全な場所を求めて、突っ走っていたとき。




「グリンダ先生、どうかされました」




　ふんわりした優しい声がした。

　腕に、赤ん坊の鈴リン七ナ姫を抱いた、さらさらの黒髪の女性──王妃様が、やわらかな眼差しで僕を見ている。

　今日は珍めずらしく昼間からドレスアップしていて、真シン王子がぼーっとした顔でスカートの裾すそにしがみついている。

「いえ、あ、あの……ちょっと運動を」

　もごもごと答えると、ほんのり微笑んで、

「ヘルムート様が、ウィストリア産のレースをたくさんお土産みやげに持ってきてくださったんですよ。グリンダ先生も、よろしかったら一緒にご覧らんになりませんか？」

　あたたかな声に、ざわめいていた心が少しずつ凪ないでゆく。

　一見可愛らしい普通の女の子（？）だけど、王妃様には人をなごませる不ふ思し議ぎな力があるような気がするのは、こういうときだ。

　シザエル王も、王妃様の相手をふんわり包み込むような、やわらかな空気に惹ひかれたのかもしれない。六人も子供をもうけた今でも、奥さんへの熱愛っぷりは、見ているこっちが恥ずかしくなるレベルで、家事が趣味の王妃様が屋根にお布団ふとんを干されるときは、王妃様がうっかり滑すべり落おちたときのため、下にぞろりと兵士を配置されているのだとか。

　そうだ。この城で王妃様の側ほど安全な場所はない！

「は、はい！　ぜひっ」

　僕は夢中で返事をした。

　王妃様が、にっこりする。

「ハールーン皇子もいらっしゃるんですよ。グリンダ先生がみえたら、きっと喜ばれますね」

「うっ」

　先に言ってほしかった。それで、ドレスを着ているのか……。

　今、ハールーンと顔をあわせるのは気詰まりだ。けど、王妃様も一緒だし、独ひとりでいたらまた暗殺のことをぐるぐる考えて、パニクりそうだし、まぁ……いいか。

　僕は、とぼとぼと王妃様についていったのだった。





　　　　◇　◇　◇






　居間では、更サラ紗サ姫と織オリ絵エ姫が、大量のレースを広げてはしゃいでいた。

　ウィストリア産のレースは、すかし模様を組み込んだ淡く繊せん細さいな編み上がりが特徴で、質が良く芸術的な価値も高く、重要な輸出品のひとつになっている。

「見て～、お母様。このレース、薔ば薇ら模様になっているの～」

「こっちは、百ゆ合りと忍すい冬かずらよ～。手に持つとすごく軽くて溶けちゃいそうなの～」

　やっぱり女の子は、小さな頃から綺麗なものに目がないんだな。更紗姫も織絵姫も、うっとりした顔で、レースを頭や体に巻きつけている。

「まぁ、本当になんて素す敵てきなレース」

　王妃様も溜ため息いきをつく。

　部屋の中には双子姫の他に、ハールーンがいて、淡雪のようなレースを手にとって目を細めていた。

　僕が王妃様のあとから入ってくると、一瞬ハッとした顔になり、見られてはいけないものを見られてしまったかのように、うしろめたそうにレースを置いた。

「ねぇ、グリンダ、花嫁さんみたいでしょう？」

　頭に幅の広いレースをふんわりかぶった更紗姫と織絵姫が、女の子らしい可愛らしい笑顔で言う。

「ええ、とてもお似に合あいですよ」

「じゃあグリンダも～！　織絵～、そっち持って」

「ええ、更紗」

「せーの！」

　かけ声とともに、僕の頭にも、真っ白なレースがかけられる。

「お嫁さんのできあがり～～～～！」

「わわっ、ちょっと」

　ハールーンのほうへ背中を押され、僕は焦あせった。

　体が傾き、ハールーンが僕を抱きとめる。

「ご、ごめんっ」

「いいえ、とても可愛らしいですよ」

　ハールーンが金色の瞳ひとみで僕を見つめて、微笑む。

「あなたはやはり、白いレースがよく似合いますね。けど、私の国の緋ひ色いろのヴェールもあなたの愛らしさを引き立てるでしょう」

　うわぁっ、なんて台詞せりふをさらりと。

　しかも、いやらしい感じや傲ごう慢まんな感じがちっともせず、清すが々すがしさが漂ただよう。双子姫がうっとりしている。

　僕も赤面してしまった。

　もし僕が女の子だったら、今すぐあなたの国へ一緒にうかがいます、とか言ってたのかな……。

　ハールーンは僕の頭にかかった薔薇の透かし編みのレースの縁ふちを、そっと手のひらにすくって、ほんの一瞬目を細めて、儚はかないような表情を浮かべた。

　そうして、愛いとおしそうにそこに口づけ、

「こちらのあなたも、白い淡あわ雪ゆきに包まれているようで捨てがたいですが」

　と、つぶやいた。

　更紗姫と織絵姫が、手を取り合ってぴょんぴょん跳ねる。

「ロマンチックー」

「グリンダ、うらやましー」

　僕はなんだか、ハールーンがほんのちょっとだけ見せた儚い表情が、気になっていた。

　もしかしたら、ハールーンは……。

　と、そのとき、居間に聖羅が入ってきた。

「あっ、聖羅お姉様！」

「今、グリンダとハールーン皇子がねー」

　双子姫がはしゃいで、報告に走る。

　僕は、にわかに緊張した。

　また怖い話をされたらどうしよう……！

　けど、聖羅は、妹たちの話を興味なさそうに聞いたあと、やっぱり興味なさそうに僕のほうへ近づいてきて、隣のクッションに、すとんと腰をおろすと、そのままなににも関心がなさそうに黙っていた。

　もう、さっきので気がすんだのかな……。

　ドギマギしていたそのとき。

　聖羅が僕にだけ聞こえるように、ぼそっとつぶやいた。




「暗殺……」




「！」

　僕は青ざめて立ち上がった。

　頭から白いレースがすべり落ちる。

　鈴七姫を揺りかごに寝かせて、お茶の用意をしていた王妃様が、

「グリンダ先生？」

　と、不思議そうに呼びかける。

　ハールーンや双子姫も、驚おどろいている。

　聖羅が、またぼそっと。




「毒殺……」




　と、つぶやく。

　とたんに、一度は消えていた後宮暗殺史が、聞こえるはずのない断だん末まつ魔まの叫びとともに、まざまざとよみがえる。

「きゅ、急用を思い出してっ！」

　唐とう突とつなのは百も承知でそう叫んで、僕は居間をあとにした。

　これ以上あそこにいたら、聖羅がまたなにを口走るかわからない。僕の神経がもたない。

　けどすでに頭の中は、暗殺のことでいっぱいで。

　と、後ろで、人の気配がした。

　ぎくしゃくと振り返るが、誰もいない。

　けど、感じる。

　僕を見つめる、じっとりとした視線を。

　それは、頰のあたりをさまよっていたり、頭の後ろにあたっていたり、うなじのあたりを焼けつくように見つめていたりして、どこに潜ひそんでいるか曖あい昧まいで、特定できない。

　な、なんだっ。

　なんなんだ、この視線は！

　体中の毛がざわざわと逆立ち、僕は身震いし、足を速めた。

　それでも、〝見られている〟という感覚は消えない。意識しているせいかますます強くなってゆくようだ。

　それどころか、足音まで聞こえてきた。

　ひたひた。

　かつかつ。

　そろそろ。

　多重音声で、僕の耳に忍び込んでくる。

　ま、まさか！　複数の暗殺者が、僕を狙ねらっているんじゃ！

　ハールーン皇子が、花嫁さがしをしていることは有名だ。その皇子が、万能の天才グリンダ＝ドイルに求婚したなんて大ニュースだ。

　すでにハールーン皇子の国にもニュースが伝わっていて、自分の娘を皇子の花嫁にしようとしていた大臣たちが、一斉に刺客を放ったとか！

　いや、それとも、花嫁さがしの旅の間に、ハールーンに恋をしてしまった某国の姫君たちが、恋こい敵がたきを葬ほうむり去さろうと、暗殺者を送り込んできて──！

　このとき僕の頭から、冷静な理性というものはすっかり失われていた。

　ただ、体のあちこちに感じる視線と、かすかな足音。それがもたらす恐怖だけが、僕の心と身体からだを支配していた。

　嫌だ～～～～～～！

　ドレスを着たまま死んで、女装の男だったことがバレて、葬式で語りぐさになるのは絶対に嫌だ～～～～～～～～！

　僕は夢中で走った。

　どこへ逃げていいのかわからなくて、ただ目の前の廊下を爆走し、そこから庭へと抜け出る。

　てか、勢いで外へ来ちゃったけど、建物の中のほうが安全な気がする。

　けど、後ろから近づいてくる足音はますます大きく近くなり、多重音声で響きまくっているし、今戻ったら殺やられる！

　息を切らして、ひたすら進む。

　後ろで、誰かわめいている。

　止まれ、逃げても無駄だぞ、とか言ってるみたいだけど、耳鳴りと心臓の鼓動がドキドキ高鳴る音がひどくて、よく聞こえない。

　うわ～～～～～～、誰か助けて！

　僕はまだ、ハールーンの花嫁になるって言ってないのに！

　いくら贅ぜい沢たくし放題で、理想のニート生活が送れるからって、暗殺されたら、だらだらもできないじゃないかー！

　目の前に、『工事中　立ち入り禁止』の立て札が見えた。

　僕はかまわず、その立て札の横をすり抜けていった。

　後ろには暗殺者が迫っていて、今まさに命の危険にさらされているんだ。かまっている場合か。

　息苦しさに酸欠を起こして倒れそうになりながら、ひたすら走る。

　昨日、子供たちと各国の地図を描いた広場は、茶色の更地が目に映るばかりで、まだ工事をしている様子はない。

　てか！　こんなに見通しがよかったら、格かつ好こうの標ひよう的てきじゃないか！

　ひぃぃぃぃぃ！

　これは罠わなだ！

　僕は、暗殺者から逃げているつもりで、いつの間にか追い込まれていたんだー！

　もうおしまいだ。

　じきに槍やりや弓矢が飛んでくる。蠍が空から降ってくる。

　暗殺者が、大声で叫んでいる。




「バカ！　止まれ！」




「グリンダー！」




　あれ？　今、グリンダーって叫んだの、女の子？

　そのとき、僕の足元の土が、ずるっと崩くずれた。

　え!?

　なに？

　なんで、地面がいきなり崩れて、足場がなくなって──。

「うわあああああああ」

　足元に、ぽっかりと深い穴が広がる。

　僕はそこに飲み込まれていって──。

　が、次の瞬間、誰かが僕の腕をつかんだ。

「っっ！」

　顔を上げた視線の先にいたのは、ハールーンだった。

　僕の右手を、片方の手だけでしっかりつかんでいる。

　僕の足は地についておらず、宙づり状態で、ハールーンは片目をぎゅっと閉じ、顔をしかめている。

　ターバンの間から、乱れた黒髪がこぼれおち、汗で濡ぬれた喉や頰にはりついている。

「は、ハールーン……っ」

　僕は弱々しく名前を呼んだ。

　するとハールーンの手に、ぐっと力がこもり、そのまま僕を引き上げた。

「！」

　土がずるずると崩れ落ち、このままじゃハールーンも一緒に落ちちゃう！　と思ったとき、ハールーンの体が反動で後方に勢いよく倒れ、僕もその上に乗っかる格好で倒れ込んだ。

　ドキドキと脈打つ僕の心しん臓ぞうの下で、ハールーンの胸も大きく鳴っている。

「……あなたが無事でよかった」

　荒い息を吐はきながら、ハールーンが僕の背中に手を回し、大事そうに、そぉっと抱きしめ、掠かすれた声でつぶやく。

　僕は胸がいっぱいになった。

「ハールーン！　僕のこと、暗殺者から助けに来てくれたんだねっ」

　感極まって、唇がくっつきそうな位置で、ハールーンのエキゾチックな瞳を見つめ返しながら叫んだとき。




「暗殺者とは、我々のことでしょうか？」




　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな声が、頭上で響いた。

　顔を横に向けた僕は、ぎょっとした。

　そこに暗殺者の集団がいたからではない。

　僕らをぐるりと取り巻いていたのは、不自然すぎるほど愛あい想その良い笑みを浮かべたヘルムートと、こめかみをぴきぴき引きつらせて目を三角にしたギルマーと、歯を嚙みしめこぶしを握って、ぷるぷる震えている竜樹王子と、心配そうに胸の前で両手を組んでいるアニスだった。

　あれ？　なんで？

　暗殺者は？

　体を起こし、きょろきょろ視線を動かす。

　けれど、それらしき人物は見あたらない。

「あの、どうして……？」

　なんで彼らがここにいるんだ。

　ギルマーが怒ど鳴なった。

「そいつはこっちの台詞だ！　おまえの様子がおかしかったから、あとをつけ──いや、ひそかに見守っていたら、いきなり駆け出しやがって、声をかけても振り向きもしない。あげくに、工事中の立て札を無視して、掘ったばっかりの穴に落ちかけて、オレ以外の男に助けられやがって！」

　竜樹王子も、悔くやしそうに体を震わせながら、

「ぐ、グリンダの気分が悪そうだったので、別れたあとも気になって、捜していたのだ。そうしたら、居間から真っ青な顔で出てきて、声をかけそびれていたら、突然走り出して……っ」

　さらにアニスが、

「あたしも心配でー。後ろから、グリンダーって、何度も呼んだのよ。そっちは危ないから行っちゃダメよーって。けど、グリンダは聞こえてないみたいで」

　ハールーンも、

「あなたがいきなり部屋から出て行ってしまったので、私が不快にさせてしまったのなら、お詫わびをしなければと」

　とどめにヘルムートが、にこにこしながら、

「ま、さ、か、髪を振り乱してドレスの裾をまくりあげて半べそで駆けてゆく、グリンダなんてものを拝見できるとは。その上、工事中の穴に落ちそうになってひーひー叫んでる万能の天才を見物できるとは。ねぇ、グリンダ、きみはウィストリア皇国の至宝のグリンダ＝ドイルだという自覚があるのでしょうかねぇ？　きみの言動はすべて我が国の評価に繋つながると、おわかりでいらっしゃるのでしょうかねぇ？　それとも天才のきみのことですから、凡人の我々には思いもつかない、深遠なお考えがあったのでしょうか」

　うぅぅ。

　言葉の礫つぶてが痛いっ。

　けど、そうか……。視線を体のあちこちに感じたのも、声や足音が多重音で聞こえたのも、一人じゃなくて、何人もいたからなんだ。

　そうか……暗殺者じゃなかったんだ。

　そうか……そうだったんだ。

　なーんだ……。

　って、死ぬほど恥ずかしいっ！

　状況を把は握あくするなり、僕はカァァァァァッと赤くなった。

　もう、顔を上げられない！　ここが自分の部屋なら、ごろごろ転がって悶もだえているところだ。いっそ、あのまま穴に埋まってしまいたかった！

「ご、ごめんなさいっ。てっきり、暗殺者に狙われていると思って……っ。ぼ──わたしがハールーンのお妃きさきになったら、困る人たちがいっぱいいるんじゃないかと妄もう想そうがふくらみすぎて……」

　がばっと頭を下げる。

「はぁ、なんだそりゃ」

「世よ継つぎの王子である私が、暗殺者だと！」

「グリンダ、お茶ちや目めがすぎますよ」

　と、上で、怒っている声やらあきれている声やらがする。

　アニスだけは、

「えっと、あたしが、後宮って女の争いが激しいなんて言って、心配させちゃったからだねっ。ごめんね、グリンダ」

　と、庇かばってくれた。

　ハールーンは黙っている。

　ヘルムートたちと同じように、あきれているのかもしれない。

　と思ったら、肩にそっと腕がまわり、右手を優しくとられた。

　ハールーンが自分も地面に膝をついたまま、僕の体を起こす。そうして──そのあと、なんと、僕の体を軽やかに抱え上げた！

　ギルマーが、

　竜樹王子が、

　アニスが、

　ヘルムートが、

　それぞれに目を見張る。

　僕も慌てた。

　こっ、これは、女の子が一度は憧あこがれるという、伝説のお姫様ダッコ！

　僕、お姫様ダッコされてるよ～～～～～～！

　ただでさえ醜しゆう態たいをさらして恥ずかしさマックスだっていうのに、そこへさらにお姫様ダッコによる恥ずかしさが加算され、頭は沸ふつ騰とうし、心臓は爆発寸前だ。

「あ、あのっ、あのっ、ハールーン」

　あのっ、しか言えない僕を、ハールーンが真しん摯しな金色の瞳で、じっと見つめる。

「私は、あなた以外のどんな妃も持つつもりはない。だからあなたが、他の女たちと私の寵を競きそうことなど起こりえない。私の愛は最初からすべてあなた一人のものだ」

　僕は──絶句した。

　なんて、ど直球な愛の告白だ！

　イケメンすぎる！

「この先も、私があなたの剣となり盾たてとなる。生涯あなたを守り抜くと、我らが絶対神サラーに誓ちかう。大事なあなたを、暗殺者にも誰にも、指一本ふれさせはしないと。だから、私と一緒に来てほしい、私と誓ってほしい」

　金色の瞳が、熱く、切なく、揺れる。

　僕の瞳も揺れ、胸がきゅーっと引き絞られる。

　この驚きよう異いのイケメンっぷりには、どんな女の子も陥かん落らくするだろう。男の僕でも軽く妊娠しそうだ。

　きらきらした力強い存在に、選ばれ、愛され、守られる感覚。

　ああ、これが女の幸せってやつなのか？

　そうなのか？

「ハールーン、僕」

　ロマンス小説ばりのドラマチックな雰ふん囲い気きにすっかり飲み込まれ、口を開きかけたとき。

　ふきっさらしの広場に、必死な声が響き渡った。




「ダメです！　行かないでください！　行っちゃ嫌です！」




　僕は驚いて体をひねり、声の主を見た。

　聖羅が顔を大きくゆがめ、身を乗り出して、全身で叫んでいた。

「行かないで！　先生！　どこへも行かないでっ！　行かないで！　先生っっ！　いい子にしますから、行かないでぇっ！」

　ずっと冷ややかだった目から、霰あられのようにぽろぽろ涙をこぼしながら、冷たく閉じていた唇を震わせて、行かないで！　行かないで！　と訴えている。















　小さな白い手を、胸の前に突き出し、それぞれ握りしめていて、長い袖そでが、肘ひじのあたりまでめくれ落ちていて、折れそうに細い腕があらわになって、右の手首で水晶を連つらねた腕輪が、きらきらと光っている。

　それを見て、僕はハッとした。

　花の形をした紫水晶がアクセントになっている──子供の細い腕には少し重たげな、二重の腕輪──。

　あれは──。

　あの腕輪は、僕がラーナの日に聖羅の手をとってはめた腕輪だ。




　──僕が、きみの味方になる。




　あの日、誓った言葉。

　それに対してきみは、ひどくはにかみながら、はじめて僕を「先生」と呼んでくれたんだ。




　──シャール、先生。




　あざやかによみがえる記憶に心を大きく揺さぶられながら、聖羅がたびたび見せていた、右の手首を握る仕草の意味にも、ようやく気づく。

　長い袖に隠れたそこに、あったものを。

　それを握りしめながら、きみがどんな気持ちでいたのかを。

　あの日の誓いを、きみは忘れていなかった。

　なのに、僕がふらふらしているように見えて、きみは不安だったのだろう。

　僕があげた腕輪を握りしめて、サインを送っていたのだろう。

　気づいてほしいと、願っていたのだろう。




　──手、どうかしたの？




　──……わかりま……せんか？




　不用意な僕の言葉に、ひどく哀しそうに、途切れそうな声でささやいたきみは。

　ずっとずっと、一人で我が慢まんしていたのだろう。

　今、その我慢が切れてしまって、声を放ってわんわん泣いている。

　竜樹王子は、賢かしこく冷静なはずの妹姫が泣きじゃくる様子を、茫ぼう然ぜんとした顔で見ていた。

　ギルマーとアニスも、目を丸くしている。

　ヘルムートでさえ、詐さ欺ぎ師しっぽい笑みを引っ込め、ひどく真ま面じ目めな顔になっていた。

　そうして──。

　いつのまにか来ていた、双子の更紗姫と織絵姫、それに鈴七姫を抱いた王妃様と、真王子も、驚きの表情を浮かべている。

「噓うそぉ……聖羅お姉様が泣いているの、はじめて見る」

「あ、あたしも」

　双子姫が上うわ擦ずった声で言い、

「あの聖羅が……」

　と、王妃様も眉をちょっと下げて、つぶやいた。

　聖羅はまだ泣いている。

　声をつまらせ、洟はなをすすり、整った顔をぐちゃぐちゃにして。

「嫌ですっ。いなくなっちゃ嫌ですっっ」

　何度も何度も、繰り返す。

　先生！　先生！　と、僕に呼びかける。




「私もっ！　グリンダがいなくなったら、嫌だ！」




　竜樹王子が歯を食いしばって叫んだ。




「オレだってっ！　グリンダをまだ惚ほれさせていないんだ！　オレばっかり惚れさせて勝ち逃げするなんて、許さんぞ！」




　ギルマーが眉をつりあげて、わめく。




「あたしも、もっとグリンダとおしゃべりしたり、お買い物にいったりしたい」




　アニスも目をうるませ、力を込めて言い放つ。




「グリンダ、あたしたちも本当は、グリンダがどこへも行かずに、あたしたちといてくれたら嬉うれしいわ」

「そうよ。やっぱりグリンダがいなきゃつまらないわ」




　双子姫も泣きそうな顔で言い、真王子も、王妃様のスカートの端から、じっと僕を見ている。

　そして、声を放って泣きじゃくっている聖羅が──。




「先生ぇぇぇっ！　いかないでぇぇぇっ！」




　ああ。きみにとって、僕はずっと「先生」だったんだね。

　僕は、とっくにきみの「先生」になっていたんだね。

　はじまりは確かに、グリンダの身代わりで、いやいやだった。

　けど、これまできみたちと勉強したり、マラソンしたり、ラーナの日に演奏会を開いたり、助けたり助けられたりして関わってきたのは、グリンダじゃない。

　この僕だ。

　シャーロック＝ドイルだ。

「ハールーン、おろしてくれる？　自分の足で立てるから」

　微笑んでささやくと、ハールーンは、僕の顔をじっと見つめてから、無言で腰をかがめた。

　足を地面につけ、立ち上がる。

「ごめんね。ハールーン。僕はきみとはいけない。だって僕は〝先生〟だから」

　すっきりした迷いのない気持ちで、伝える。

　ハールーンは僕の答えを、すでに予感していたようだった。

　淋さびしそうに言った。

「私と出会う前に、あなたはもう、誓いを立てていたのだね」

　そうして、少しだけ笑った。

　仕方がない、というように。

　僕は、泣いている聖羅のほうへ、歩いていった。

　聖羅は左の手で右手に巻いた水晶の腕輪をぎゅっとつかんで、それを小さな口に押しあてるようにして、いたいけな細い肩を震わせている。

　僕が目の前に立つと、紫の瞳を涙でいっぱいにして僕を見上げた。

　僕を、「先生」と呼び、「先生」にしてくれた──僕の生徒。

　澄み渡った青空のような明るい気持ちで、僕は僕の生徒の頰にこぼれる涙を、手でそっとぬぐい、言った。




「わたしは、どこへも行きませんよ」




　ひどく、幸せな気持ちで。









エピローグ　きみの小さな世界が






　数日後。

　僕は外出許可をもらって、港へ行った。

　途と中ちゆうで、髪かみを帽ぼう子しに突っ込み、眼鏡めがねをかけて、男の子の服に着替えた。

　ハールーンは今日、エーレンを発たつ。

　グリンダではなくシャールとして、最後のお別れをしたかったのだ。

　僕の姿を見てハールーンは驚おどろいた顔をしたけれど、ちょっと淋さびしそうに、けれど嬉うれしそうに、微笑ほほえんだ。

「見送りに来てくれてありがとう、シャール。あなたと知り合えたことは幸運だったと今でも思っているし、あなたのおかげで希望が持てた」

「また、見た目が女の子な男の子をさがすの？」

「ああ。あなたほどの人に巡り会うのは、なかなか難しいだろうがね」

　残念そうに言ったあと、真ま面じ目めな顔になった。

「あるいは……心だけでなく、この体までが男になる方法が、どこかにあるかもしれない。もしかしたらこの世界とは別の、もうひとつの世界に……。それをあきらめずに探し続けようと思う」

　不可能を可能にする、夢の国。

　この世界を越えたもうひとつの世界に、そんな国があるのだと、ハールーンはグリンダと語りあったと言っていた。

　いつかそこへ辿たどり着つくことを、グリンダと誓ちかいあったのだと。

　そんな国が、本当にあるのかはわからない。

　グリンダが、何な故ぜその国へ行こうとしているのかも。

　そこへ辿り着けば、ハールーンもグリンダも、望みが叶かなって幸福になれるのかも。

「いつかは私も、私だけの伴はん侶りよに出会えると、信じている」

　そう語るハールーンの金色の瞳ひとみは、どこまでも澄んでいて、まっすぐだった。

　だから、それを、僕も信じた。

　この世界のどこかに、あるいは、この世界を越えたどこかに、ハールーンと生しよう涯がい寄より添そい、愛しあうさだめの人がいるって。

「ハールーン。これは僕からの餞せん別べつだよ」

　抜けるように真っ青な空に、淡あわ雪ゆきのような白いレースが軽やかに舞う。それが、目を丸くするハールーンの頭上に、落ちる。

　薔ば薇らの透かし模様を編み込んだ繊せん細さいなレースは、たっぷり幅があり、光を浴びてまぶしいほどに白く輝き、ハールーンの頭から肩の下までをふんわりと包んだ。

　純じゆん潔けつの白。

　祝福の白。

　はじまりの白。

　声をつまらせ、頰ほおをうっすらとピンク色に染めたハールーンは、凜り々りしい皇おう子じ様でなく、まるで初うい々ういしい花はな嫁よめさんのようだった。

　頰をさらさらと優しく撫なでるレースを、金色の瞳で戸と惑まどいながら見つめ、指でそっとふれて微笑む。

　その仕草と表情を見て、居間でハールーンがレースを見てうっとりしていたのは、やっぱり見間違いじゃなかったんだなと、思った。

　あのとき、うしろめたそうに、レースをおいてしまったのは、女の子ではない自分がそんな感情を持ってはいけないと思ったからなのだろう。

「やっぱり、すごく似に合あってる」

　明るい声で言うと、ハールーンは普通の女の子みたいに、はにかんだ。

「私には不要なものだがな。花嫁が見つかったら、このレースを結婚式のヴェールにして贈ることにしよう」

「うん。けど、ヴェールをかぶる花嫁さんは、きみかもしれないよ。だって、世の中なにが起こるかわからないもの。ヘタレな浪人生が、ドレスを着て王様の子供たちの家庭教師になって、砂漠の国の皇子様に求婚までされちゃうなんて、現実にはありえないだろう？」

　晴れやかな気持ちで、まっすぐに伝える。

　不可能が可能になるのなら、ハールーンが女の子に戻る日も、来るかもしれないじゃないか。

　ハールーンも微笑む。

　これまで見せてくれた、熱っぽい微笑みや、高貴な微笑みではなくて、素直で明るい笑み。

　普通の女の子の笑み。

「シャール、あなたは、私の花嫁になってくれなかったけれど、私の花はな婿むこになる可能性はあるだろうか？」

　朗ほがらかに尋たずねる。

　僕はちょっと弱って、頭をかいた。

「えっと、どうかな……。どのみち今は無理だよ。グリンダは万能の天才って言われたけど、僕は一度にたくさんのことをこなせるほど、器き用ようじゃないから。僕のスキルじゃ、一人の誓いをはたすのに、精一杯だ」

　でも、今はそれを、立りつ派ぱにやり遂とげようと思っている。

　自然に背筋が伸び、目に力がこもる。

　僕のそんな顔を、頼もしそうに見つめ、ハールーンが言った。

「グリンダが、あなたを大事にしていた理由がよくわかった」

「え」

　グリンダは僕のこと、姉の残りカスのニート志願のヘタレの弟って下げまくってたんじゃなかったのか？

　ハールーンが目をうっとりと細める。

「できれば、このまま船に乗せて攫さらってゆきたいけれど、子供に泣かれるのは苦手だからやめておく」

　純白のレースが、潮風にひるがえる。

「さようなら、シャール」

　それは、あまりにあざやかな別れで。

　空から射さす澄んだ光を受けて、レースの上に薔薇の花が金色に浮かび上がり、それを祭さい壇だんへ向かう花嫁のヴェールのように、長くまっすぐなびかせながら、船にかけられた階段をのぼってゆく。

　そうして、甲かん板ぱんから綺き麗れいに微笑んで見おろし、去っていった。

　はためく白いレースが、細く小さくかすんで見えなくなるまで、僕はまばたきもせず見送り続けた。

「ハールーン、きみがいつか花嫁を迎えても、花嫁になることを選んでも、きみがきみらしくいられることを、祈っているよ」

　つぶやいたとき。

「なるほど、そういうことでしたか」

　後ろで慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな声がして、ぎょっとして振り返る。

「へ、ヘルムート！」

　いつからいたんだ！

　てか、納なつ得とくしたって顔で、うなずいているけど、ひょっとして僕らのやりとりを盗ぬすみ聞ぎきしていたのか？

　だとしたら、ハールーンが女だってこともバレて──。

「世の中には様々な事情のかたが、いらっしゃるものですね。きみが後宮に入っていたら、世にも奇妙な皇帝とそのお妃きさき様が誕生していたわけですが、案外それはそれでうまくいっていたかもしれませんね」

　うわぁ、やっぱりバレてる。

　しれしれと語ったあと、ヘルムートはあの食えない笑みを浮かべた。

「まぁ、個人的な独ひとり言ごとですが」

　な……内ない緒しよにしてくれるってことで、いいのかな……。

　それはそれで、弱みを握られているみたいで怖いんだけど……。

　冷や汗をかく僕に、

「私も次の激務に向かいます。シャールくんが、無自覚に色気をまきちらして、今度はどこのどなたをタラシこむのか心配なのですが」

　と溜ため息いきをついてみせる。

「人を色情狂みたいに言うなぁ！　あんたなんか、とっとと帰れ！」

「やれやれ。私は名残なごりを惜おしんでもらえないのですね」

　なにをわざとらしく、がっかりした顔をしてみせているんだ。どうせまたすぐ来るんだろ。

「ではシャールくん。くれぐれもウィストリア皇国の名めい誉よを傷つけるような、破は廉れん恥ちな行為に走らないように」

　いい人そうな笑顔で釘を刺して、ヘルムートも船で去ったのだった。

　さて、僕もあの窮きゆう屈くつなコルセットをはめて、足がからまりそうなドレスに着替えて、城へ戻ろう。





　　　　◇　◇　◇






「先生……っ！」

　帰城し、部屋の前まで行くと、ドアの前で落ち着かなそうにそわそわしていた聖セイ羅ラが、しがみついてきた。

「よかった……っ、戻ってきて」

　僕の腰にきゅーっと手を回して、弱々しい声で切れ切れに言う。

「先生が帰らなかったら、どうしようって……ずっと心配で……っ」

「ハールーンを見送りにいっただけだよ。聖羅には、ゆうべ話しておいただろう」

　安心させるように、肩にふれながら言うと、顔を上げて涙目で、

「で、でもっ、やっぱりハールーン皇子と一緒に、行きたくなってしまうかも……しれないし……わたしは、ハールーン皇子みたいに凜々しくないし、金色の瞳でもないし、皇帝の跡取りでもないし、先生をダッコしたりもできないからっ」

　と、めちゃくちゃなことを言い出す。

「ダッコはできなくてもいいんだよ、聖羅」

　九歳の女の子にそんなことされたら、僕が立ち直れない。

「でも……」

　聖羅が自信なさげに、眉まゆを下げる。

　工事中の広場で、行かないでくださいと泣き叫んだ日から、聖羅はずっとこんな感じだ。

　ひややかな目つきや表情が、すっかり消え去り、母はは鴨がものあとを追いかける子鴨のように、僕から離れようとしない。

　僕の姿がちょっとでも見えないと、泣きそうな顔で捜しにきて、腕や腰にきゅっとしがみついて、「本当に、どこへも行きませんよね」と念を押すのだ。

　だからゆうべのうちに、明日はハールーンの見送りに行くけど、すぐ戻ってくるからと、説明しておいたのに。僕がハールーンの船に、一緒に乗っていってしまうんじゃないかと、小さな胸を痛めていたらしい。

　あの並の大人よりも冷静な聖羅が、こんなにか弱くなってしまうなんて。きっと、僕がハールーンのことや、その他のことでも、心配ばかりかけていたから……。

　目をうるませている聖羅を見おろしながら、僕は胸がちくちく痛んだ。

　泣いている聖羅を、部屋へ入れ、あらためて言い聞かせる。

「ねぇ、聖羅。僕はきみの先生だから、どんなときもきみを助けると誓ったね。あの誓いは、ずっと有効だよ。きみが僕を必要としてくれているかぎり、僕はきみの先生でいるよ。ハールーンのプロポーズに、ちょっとだけ揺れたのは、てっきり、きみに嫌われたと思ってたからで……」

「そんなこと……ありませんっ」

　聖羅が、ふるふると首を横に振る。

「そんなの……絶対、ない……っ。わ、わたしが……先生を嫌いになるなんて……っ。わ、わたしが、先生のこと……見てるだけで、話しかけたくても……声が出なかったのは……先生が……わたしのこと、……っ、怖がってるみたいに、ひっく……見えたから……っ」

　引きしぼるような声で、切れ切れに語る。聖羅の目からまた涙が、ぽろぽろこぼれ落ちる。

　小さな手で、涙をぬぐってもぬぐっても、こぼれ落ちてきて、薄い肩を震わせてしゃくり上げる。

　僕の胸も、しめつけられた。




　──先生が、わたしのこと、怖がってるみたいに見えたから。




　その言葉は、僕の弱さや迂う闊かつさを、的確に暴あばいた。

　きっと、その通りだ。

　グリンダと同じ、特別な女の子。この幼い体に、おさまりきれないほどの才能を与えられてしまった、孤こ独どく癖へきの強い、人見知りで淋しがりで、周りと自分との差にいつも戸惑って悩んでいる、そんな無む垢くな小さな女の子に、どう接すればいいのか、僕もまた戸惑っていたんだ。

　聖羅は僕より賢かしこくて、僕よりずっといろんなことが見えている子だと思っていたから。

　ギルマーの夜よ這ばい騒そう動どうでおたおたしていたときも、ハールーンに求婚されて煮え切らない態度をとっていたときも、聖羅から見たらさぞ滑こつ稽けいで、こんな僕じゃ先生として尊敬してもらえないだろうって。

　一度得た信頼が、軽けい蔑べつに変わることを恐れて、立ちすくんでいた。

　聖羅が、僕のあげた腕輪を、いつも握りしめていたことに気づかなかった。

「わ、わたしが……ギルマーを先生から、引き離そうとしたとき……、先生がわたしのこと、こ、怖いって──おっしゃられて……っ。やっぱりそうなんだって。先生は、わたしのこと、怖いんだって……っ。わたしが、竜リユウ樹ジユお兄様たちと、違うから……っ」

　哀かなしみと絶望に、くしゃりと顔をゆがめる聖羅。

　僕の胸も抉えぐられる。

　シャーロック＝ドイル、おまえは、本当に迂闊すぎる。

『それ、ちょっと怖いよ』

『怖い？』

　僕が放ったひと言に、聖羅がどれほど傷ついていたか。

「わたし……お父様の冷れい酷こくな部分を、嫌っていたはずなのに……っ。お父様は、お母様や、わたしたちには優しいのに……王様のお仕事をされてるとき、ときどき、すごく怖くて……。何故、あんなに冷然と、命令を出せるんだろうって……。お父様がお父様でないみたいで……で、でもっ、わたしも、同じなんだと思ったら、どうしたらいいのかわからなくて。先生に嫌われたら、わたし……わたし……」

　聖羅は両手で顔を、すっかりおおってしまった。

「お願いします、先生っ。わたしのこと嫌いにならないでくださいっ。わたしもう、先生のこと、見たりしません……っ、口もききません。おとなしくしています。い、いい子に、しています。だから、嫌いにならないで……っ」

「聖羅……」

　顔をおおう小さな手を、そっとつかみ、腰をかがめて視線をあわせる。涙でいっぱいの目が、びくびくと僕を見つめ返す。

「きみは、きみのしたいことをしていいんだよ。そのくらいで僕はきみを嫌ったりしない。きみも、きみのお母さんも、国王様がどんなかたか知っていても好きでしょう？　それと同じだよ」

　それでも弱気に、声を震わせる。

「お、お母様は、お父様のこと……愛してらっしゃるから。先生は、違うでしょう」

「そりゃ……愛してる、なんて言ったら、いろいろ問題が……」

　九歳の女の子相手に、その台詞せりふを大真面目に言ったら、ヘルムートに地ち下か牢ろうに一生幽閉されかねない。いや、その前にシザエル王に抹まつ殺さつされる。

「ほら、やっぱり同じじゃありません」

　また大粒の涙が、ぼろっとこぼれ落ちる。

「あのね、聖羅。人を想う気持ちには、〝愛している〟以外にも、たくさん種類があって」

「じゃあ、わたしのことは、どう思ってらっしゃるんですか？」

　じっと見つめられて、適当なことを言ったらまた不安にさせてしまうと感じたから、濡ぬれた頰に両手を添えて、めいっぱい真面目な顔で答えた。




「聖羅は──僕の今、一番大切な女の子だ」




　僕の、大事な生徒。

　僕が、責任を持って見守っていこうと決めた女の子。

　聖羅の顔が、ぽーっと赤くなる。

　まだ目は涙でいっぱいで心配そうだけど、僕の言葉を嚙かみしめるようにひたむきに僕を見上げている。

　狭せまくて小さな、この子の世界。

　その中で僕はきっと、とても大きな位置をしめていて、僕の言葉に支えられたり、揺れたりしている。

　子供の繊細さと選ばれた者の孤独を併あわせ持もつ姫に慕したわれることの、重みと責任を嚙みしめる。

　僕も、しっかりしなくちゃいけない。

　今までみたいに、すぐ流されたりあきらめたり、いじけたりしていたらダメだ。

　この子の先生にふさわしい人間にならなきゃ。

　僕が本当の意味で、第一王女聖羅の家庭教師になるためには、きっとそういう覚悟が必要なんだ。

　落ち着いたおだやかな声で、僕は僕の生徒に語りかける。

「きみが僕のために、ギルマーを追い払おうとしてくれたときも、『僕が自分でなんとかするよ、きみがしようとしていることはやりすぎで、いけないことだ』って、ちゃんと注意すべきだったね。もうあんなことをしてはいけないよ」

　今はまだ、とても狭くて小さな、きみの世界。

　きみが世界の広さを知るまで、僕も努力を続けよう。

「わかりました、けど」

　聖羅が答えたあと、困っているようにうつむき、それから自分の気持ちを扱いかねているようにもじもじし、遠えん慮りよがちな上うわ目め遣づかいで僕を見た。

「先生が困っていたり、苦しんでいたりしたら、わたしきっと平静じゃいられません。だから……先生はなるべく危ないことしたり、男の人に言い寄られたり、裸の女の人と二人きりになったりしないでください。先生は不正解が多すぎて、はらはらして、放っておけないんですもの」

　その言葉に、僕は声をつまらせたあと、赤面しながら言ったのだった。

「……努力しましゅ」


















「え、お詫わび……ですか？」

「うん、ギルマーやハールーンのことで、聖セイ羅ラにずいぶん心配をかけてしまったからね。そのお詫びに、ひとつだけ、なんでも聖羅の言うことをきくよ」

「本当に……なんでも……いいんですか」

「うん、僕にできることなら」

「わ、わたし……っ、シャール先生と、お出かけがしたいですっ」




　そんな会話を、僕の部屋で交わした数日後の午後。

　僕らは、城下にある町へ来ていた。

　グリンダではなくシャール先生と──という聖羅の強い希望で、今日の僕は帽ぼう子しをかぶり眼鏡めがねをかけ、服も女の子ドレスではなく男の子のシャツにズボンだ。

　いつもと違って見えて新鮮なのか、聖羅が何度もこっそり僕を見上げて、目をきらめかせ、口元をほころばせる。

　聖羅も、普通の町娘っぽい木も綿めんのワンピースを着て、目立つ銀色の髪かみは三つ編みにして、帽子の中にまとめて隠している。それでも、神秘的な紫水晶の瞳ひとみや氷の人形のような硬質な美び貌ぼうは隠しようがなかったので、レンズに色の入った大きな眼鏡をかけて、どうにか誤ご魔ま化かした。

　僕は外出許可をもらえるけれど、お姫様の聖羅が護ご衛えいもつけずに城下へ遊びにゆくなんて、もちろん許されるわけがない。




　──二人きりでっていうのは……やっぱり難しいかな。




　聖羅の〝お願い〟を聞いて、そうつぶやく僕に、




　──大丈夫です。わたしが、許可書を用意して、見張りの兵士にも話をつけておきます。




　と、必死の形ぎよう相そうで言い、本当に、城の出入りがフリーパスになるメダルを、自分の分と──ついでに僕の分と二枚手に入れて、見張りへの根回しもすませてしまった。

　一体どうやって!?

　いつのまに!?

　魔法みたいに現れた銀のメダルを手に唖あ然ぜんとする僕に、聖羅は頰ほおを染めて無む邪じや気きに嬉うれしそうに、




　──これで、二人でお出かけできますね。




　と、言ったのだった。

　あんなに期待にみちみちた顔で見上げられたら、僕も腹をくくるしかないよね。

「さて、どこから回ろうか」

　大通りで、地図を広げる。

　エーレンの城下町を訪れたのは、マラソン大会のときと、グリンダを追って港まで行ったときと、ハールーンの見送りのときと、三回きりで、そのときは観光をする余裕なんてなかった。

　聖羅も多分、僕と同じくらいしか城の外へ出たことはなくて、街のどこになにがあるかなんて知らないだろう。だから年上の僕がしっかり地図を読んで、聖羅をエスコートしなきゃ。

「シャール先生、わたし……聖アリエノールのお人形が……見たいです。えーと……勇者王カイとセットになっている、マスコットの……」

　聖羅が顔を赤らめて言う。

「二つセットで持っていると、お、お守りに……なるんですって……」

「へー、そうなんだ。カイとアリエノールって、エーレンの古代史に出てくる国王とお妃きさき様だね。アリエノールがお姫様でカイが婿むこ入いりしたんだっけ」

　お守りのお人形を扱っていそうな店は……と。この占い通りのあたりかな……？　それとも、こっちのお土産みやげ物もの屋や？

　うーん、とりあえず占い通りへ行ってみよう。

「えっと、このまま大通りをひとつめの十字路まで、まっすぐ進んで……」

　地図を見ながら歩く僕の隣を、眼鏡をかけた聖羅が、ひよこのようにちょこちょこついてくる。

「先生。カイは、この世界のどこでもない国から、アリエノールの呼びかけに応こたえて現れた竜の化け身しんで、国を救ったと言われているんですよ。……それで、アリエノールを妻に迎えて、エーレンの国王になったんです」

　もともと聖羅は神話や英えい雄ゆう譚たんが好きで、古代語で書かれた難しい本を、図書室の奥のほうから引っ張り出してきて、よく読んでいる。

　中でも、カイとアリエノールの物語はお気に入りらしく、頰を染めたまま楽しそうに話している。城の外へ出て開放的になっているせいか、普段よりもおしゃべりで、子供らしく見えて、いい感じだ。

「へぇ。竜の化身って、エーレンの建国神話と似てるね。巨大な力を持った竜がエーレンの乙女おとめに、この地の繁はん栄えいを約束したってやつ」

　聖羅の父親のシザエル王も、その神話になぞらえて〝蒼あおき竜〟と呼ばれている。

「はい。エーレンでは竜は信仰の対象ですから」

「今では竜なんて、本の挿さし絵えやお祭りのハリボテぐらいでしか、見ることができないからねー。もし、今も本物の竜が生息しているんなら、見てみたいな……」

「わたしも……」

「二十年以上も前に、オーランドの騎士ジェラードが、竜を退治して竜殺しの称号を国王から賜たまわったらしいけど、肝心の竜の死し骸がいを誰だれも見てなくて、眉まゆ唾つばだしなー。あれは武力自じ慢まんのオーランドが、王国一の剣士ジェラードの英雄性を高めるために、広めたとも言われてるし」

　それでも、当時ジェラードの名は竜殺しの栄えい誉よとともに諸国にとどろき、平民の出でありながら貴族に叙じよせられ、徹てつ底ていした純血主義と血族婚で知られたメレディスの民の長姫を、妻にまでしてのけたのだ。

　武力に優れた強い男性が英雄となり、身分ある美しい女性を娶めとる。

　古代から、民衆の憧あこがれるロマンの形は変わらないらしい。

「カイもジェラード卿きようも、お姫様と結婚したのは、うらやましいね」

　なにげなく言ったら、聖羅がぴくんとして、立ち止まった。

「う、うらやましい、ですか？」

「うん。そりゃね」

　聖羅が真まっ赤かになり、もじもじする。

　あ、そういえば、聖羅もお姫様だっけ。

「そ、それって、しゃ、シャール先生も……お姫様と、け、結婚してみたいという……こと、ですか？」

「あはは、その想像は楽しいよね。宝くじが当たったらなにしようって考えるのと一緒かな」

「……う、宝くじ、ですか」

　聖羅がちょっと眉を下げる。

「お姫様との結婚って……そんなに現実感が、ありませんか？」

「僕は平民だし、カイやジェラード卿みたいな特別な人間でもないしね」

「わ、わたしにとっては……っ」

　聖羅が勢いよく声を張り上げたあと、僕が贈おくった水晶の腕輪を巻いた右の手首を左手でぎゅーっとつかんで、目を伏せて小声になる。

「先生は……特別なかた……です」

　そんな風に顔を赤らめて恥ずかしそうに言われると、たとえ九歳の女の子の言葉でもドキッとして、ちょっとその照れてしまうなぁ。

「ありがとう」

　と言うと、ぱっと顔を上げ、慌あわてたように視線をあちこち移動させた。

「聖羅はきっと大人になったら、アリエノールやメレディスの長姫よりも、もっと美人になるよ」

「！」

「そうしたら、男の人はみんな、聖羅のために竜退治でもなんでもしようって思うはずだよ」

「！」

「その中に、カイやジェラード卿みたいな英雄がいるはずさ」

　僕の言葉に、いちいち肩を跳ね上げていた聖羅が、いきなりしゅーんと肩を落とす。

「あれ？　どうかした？」

「……いいえ」

　眉を下げたまま、がっかりしている様子で、ぽつんとつぶやく。

「先生は……ズルイです……」

「え？　ええっ？」

　僕、なんかズルイこと言った？　九歳の女の子を誑たぶらかすような発言は特になにも──ただ正直な感想を述べただけでっ、なのに、なんでしゅんとしてるんだぁっ。

「えっとあの、聖羅っ。もうすぐ、お人形を売ってる店につくから。そしたら僕からそのマスコットをプレゼントするよ」

　もので釣つるのはよくないけれど、それで機き嫌げんを直してもらえないかと様子をうかがっていると、

「……アリエノールとカイの、ペアでなきゃダメですよ」

　聖羅がちょっとすねているような横目で、僕を見る。

「う、うん」

「シャール先生が、選んでくださいます？」

「うん」

　緊きん張ちようしてうなずくと、やっと唇くちびるをほころばせた。

「楽しみです」

　ほっ、よかった。

　今日は、聖羅へのお詫びのための〝お出かけ〟なのだから。聖羅に楽しんでもらわなきゃ意味がない。

「って、あれ？」

　この先は十字路のはずなのに、道が三みつ叉またに分かれている。

「おかしいな、地図じゃ確かに……あれ？　あれれ？　ひょっとして見落とした？　てか、この店がここで、あの店がこうで、方向的にはこっち向きで──ちょっ、ちょっと戻ってみようか」

「はい」

　地図と睨にらめっこしながら、どんどん冷や汗がにじんでくる。

　あれ？　なんで、この店がここに？

　って、こっちの通りは、地図的にはここのはずで──。

　変だなー。ここをまっすぐ行けば、十字路へ出るはずなのに。

　ああ、うぅぅ。ひょっとして迷った？

　落ち着け。エーレンの町は、区画整理されているはずだから、標ひよう識しきと地図を見ながら歩けば、土と地ち勘かんがなくても楽勝だ。

　てか、その、はずなんだけど……。

　額ひたいにこぼれる汗の量が増えてゆくのは、空から照りつける夏の陽射しのせいばかりではないと思う。

　ああ、先生らしく余裕で聖羅をエスコートするはずだったのに。地図と首っぴきで、唸うなっているなんて。

　うぅ、みっともない。

　聖羅も困ってるんじゃ。

　地図の横から、こっそりのぞき見る。

　あれ……？

　なんか、口元がにこにこしてる。

　目もうっとりしていて。頰も、うっすら紅潮しているし……。

　あんまり気にしてない？

　いや、むしろ楽しそう？

　聖羅の表情に戸と惑まどいながら、

「えっと……ちゃんとお人形の店に向かってるから。その、ちょっと遠回りになっちゃってるけど」

　と、もごもご言うと、

「はい、シャール先生」

　明るい声が返ってきた。

　よくわからないけど……聖羅が楽しんでくれているのなら、ま、いっか。

　僕も気持ちが軽くなって、迷いながら歩くこの状況も悪くないと思える余裕が出てきた。

「あっ、あそこは螺ら鈿でん細ざい工くのお店だね。地図だとここかぁ」

「エーレンの浜辺では、螺鈿の材料になる夜光貝や白しろ蝶ちよう貝がいが、たくさんとれるんです。夜光貝は暗いところで、ぼぉっと光るんですよ」

「へぇ、ちょっとのぞいていこうか」

　そんな風に、あちこち寄り道したり、シナモンと砂糖をかけた捻ひねり菓が子しの、できたて熱々なやつを買い食いしたりしながら、進んでゆく。

「えっと、この角を左に曲がって。そしたら標識が。って、ない！　標識、消えちゃった？」

「シャール先生、あれじゃないですか？」

「ああ、道路のあっち側だったんだ。見つけてくれてありがとう、聖羅」

「ちょうど目に入ったんです」

　目と目をあわせて、二人でにっこりする。

　宝探しのゲームでもしているみたいで、楽しい。

「よーし、次は、この靴くつ屋やさんを目標に歩こうか」

「はい」

　仲良く歩いていたとき。

　向こうからやってきた、若い女の子が立ち止まった。




「あっ」




「あれ？」




　僕も目を見張る。

　赤い巻き毛を肩にふわふわとたらした、胸の大きな、素そ朴ぼくで明るい感じの、僕好みの可か愛わいい女の子。

「あなた、この前の！」

「アニス！」

　お互いを指さし叫ぶ。

　そうしてから、ハッとした。

　ヤバイ！　僕は今、グリンダじゃなくてシャールだったんだ！

　アニスが目を丸くし、僕との距きよ離りをいっきに縮ちぢめる。

「今、アニスって言ったわよね？　どうして、あたしの名前を知ってるの？」

「そ、そそその、し、親しん戚せきの女の子から聞いて」

　焦あせるあまり、また言わなくていいことを口走る。

　アニスがさらに身を乗り出して、食いついてくる。

「親戚ってグリンダ!?　やっぱりあなた、グリンダの親戚だったのね。けど、この前は知らないって──」

「し、親戚だってわかったの、最近なんだっ！　僕の母方のおじいちゃんの弟が、実はウィストリアへ渡って、グリンダのおばあさんにあたる女性と恋に落ちて」

「エーレンって十年前まで、鎖さ国こくをしてたはずじゃあ……」

「え、エーレンに亡命していたことが、判明して！」

　ああああああああ、どんどんドツボにはまってゆく～～～～～～。

　けど、アニスは信じたらしく、

「ドラマチックねぇ」

　と、感心した様子でつぶやいた。

「グリンダとは、いつ会ったの？」

「い、一週間くらい前、かな。鏡を見てるみたいにそっくりで、僕も彼女もすごく驚おどろいたよ。はは……はははは……」

「でしょ、でしょう。本当に、これであなたが女の子だったら本人じゃないかってくらい、激似だもんねー」

「そ、そう……だね。でも、僕は男だしっ！」

　こぶしを握にぎって主張する。

　アニスが、そこはあっさりスルーし、嬉しそうに、

「ねぇ、名前を教えて。ちゃんと聞いておけばよかったなって、ずっと後悔してたの」

　と、尋たずねた。

　いいのかな……言っちゃって。

「しゃ、シャール」

　シャーロック＝ドイルとは名乗らず、とりあえず愛称で誤魔化す。

　アニスが目を輝かせる。

「シャールかぁ。よしっ、覚えた」

　あの……覚えなくてもいいんだけど……。

　でも、僕の名前を、こんなとろけそうな顔で口にしてくれて、ちょっぴり嬉しかったりもして、あああああ、グリンダと僕が同一人物だってバレたら、マズイのに。

「で、この子は、シャールの妹？」

　アニスが親しみのこもった明るい眼まな差ざしを、聖羅に向ける。

　聖羅は、僕らが話している間、僕の隣で顔をやや伏せ気味にして黙っていた。

「こんにちは」

　アニスが挨あい拶さつするが、

「……」

　と唇を結んだまま、開こうとしない。

　アニスの、おもにふくよかな胸のあたりをじぃぃぃっと見つめ、警けい戒かいするように頰をこわばらせ、僕の服の袖そでを、きゅっと握った。

　こっちも、お城のお姫様だとバレたら大変だ。

　聖羅もそれがわかっているからか、先ほどまでの子供らしい表情をすっかり凍りつかせ、硬い顔をしている。けどそれはつまり、普段みんなの前にいるときの聖羅そのままということで──うわぁ、アニスがどうか気づきませんように。

「この子は、妹っていうか、親戚っていうか──ちょっと人見知りで……それで、これから一緒に、アリエノールとカイのマスコットを買いに行くところで！　急いでいるから、今日はこれで──」

　聖羅の肩に手を回して、歩き出そうとしたとき。

「マスコットって、今、女の子に大人気のあのお守りのこと？　それなら、そっちじゃなくてあっちよ」

「へ？」

「それに、ここからだいぶ離れてるけど」

「ええっ」

　目をぐるんぐるんさせる僕に、アニスが親切に言った。

「ちょっとわかりにくい場所にあるから、あたしが案内してあげる」





　　　　◇　◇　◇






　アニスの言うとおり、人形を売っているお店は、僕らが進もうとしていた方向と、まったく反対側にあった。店頭に、布で作った小さな人形が大量に並べられていて、若い女の子たちが群がっている。

「……女の子ばっかりだね」

　きゃあきゃあと笑いさざめきながら人形を選んでいる姿は、胸のときめく光景ではあるのだけど、こうも女の子だらけだと、男の僕は入り込みづらい。

　しかも、店の中も赤やピンクのリボンや、白いフリルや、ハートマークなんかで超乙女チックに飾られていて、完全に女の子仕様になっている。

　ひょっとして、ドレスを着てきたほうがよかった？

　男の僕じゃ、女の子たちに跳ね飛ばされそうだ。

「聖アリエノールと勇者王カイっていったら、今、評判の恋のお守りだもの。ペアで買って、アリエノールを意中の彼にあげて、カイを自分が持っていると、自然と心が引き合って、想いが通じるんですって」

　アニスが説明してくれる。

　恋のお守り……？

　そうだったのか、それでこの女の子の群れか。

　ウィストリア皇国でも、朝一番に摘つんだピンクの薔ば薇らの花ビラを紅茶に浮かべて飲むと、片想いの相手に告白される──なんておまじないが流は行やったことがあって、あのときは、公園中のピンクの薔薇がむしられ放ほう題だいで、問題になったっけ。

　女の子って、おまじないとかお守りとか本当に好きだよね。

　あれ？　じゃあ聖羅も恋のお守りだって知ってて、アリエノールとカイの人形が欲しいって言ったのかな？　双子姫なら飛びつきそうだけど、聖羅はそういうとこ、冷めてるのかと思っていたけど。

　グリンダも『占いは純粋な統計学よ。ただし恋占いにかぎって言えば商業主義のインチキだけど』なんて、バカにしきった目で言ってたし。

　聖羅は僕の袖をきゅっと握ったまま、頰を赤らめて女の子たちの群れの向こうにある人形を、じーっと見ている。

　どうやってそこまで辿たどり着ついたらいいのか、思案にくれているみたいだ。強気な表情を浮かべて小さな足を踏み出そうとするけれど、すぐまた気弱な顔になり、踏み出した足をひっこめる。

　ここはやっぱり、僕が切り込み隊長にならないと。

「きみは、ここで待ってて」

　ささやくと、聖羅はおずおずと僕を見上げた。

　僕はごくりと唾を飲み、前へ出た。

　よし！　あの隙すき間まからいっきに中へ！

　けど、女の子たちの間に体を割り込ませようとした瞬間、右の手前にいた女の子の肘ひじが、僕の胸に入った。

　うげ！

　さらに、左からもお尻をどーんと突き出され、僕はあっけなく飛ばされて、尻しり餅もちをついてしまったのだった。

「！」

　聖羅が声を殺して叫ぶ。

　あいたた。これは、相当手て強ごわいぞ。

　そのとき、




「きゃあ！　大通りの銀の羊亭に、国王様がお忍びでご訪問されているんですって！　早く行かないと、麗うるわしいお顔を見過ごしちゃう！」




　シザエル王は、エーレンではとても人気がある。

　なにしろあの美貌だし、エーレンの鎖国を解いたカリスマで、おまけに奥さん一筋の愛妻家なところも、ウケているらしい。

　普通、子持ちの中年男なんて、若い女の子にとっては範囲外のはずだけど、その叫びが聞こえたとたん、ものすごい数の嬌きよう声せいが上がって、女の子たちは一斉に走り出した。

「国王様が、お忍びでいらしてるなんて」

「マラソン大会のとき、ちらっとだけお顔を拝見したけど、神のように美しいかただったわ」

「あたしも、あのとき、銀色の髪をなびかせて、悠ゆう然ぜんと走ってらした国王様のお姿が忘れられないの」

　なんて、声が聞こえた。

　僕が住んでいたウィストリア皇国は、学問と芸術の国と呼ばれていて、女の子に人気の男性歌手や役者を大勢輩はい出しゆつしている。けど、彼らでさえ、この熱狂的な人気にはかなわないんじゃ……。

　そう思えるほどの勢いで、女の子たちはあっという間にいなくなってしまった。

　空からっぽの店の前に、茫ぼう然ぜんと立ちつくす僕と聖羅に、

「これでゆっくり選べるわね」

　と、からりと笑ってみせたのは、アニスだった。

「今の、ひょっとしてきみが？」

「えへっ、あたし一人だったら、あれくらいどんどんかきわけて、前に進んじゃうんだけどね」

　たくましい……。

「アリエノールとカイのマスコットって、いろんなバージョンがあるのよ。スタンダードは、姫ドレスと甲かつ冑ちゆうかな。レアなところでカイの半竜バージョンってのもあって、特に尻尾しつぽが銀色のやつはプレミアなの」

　アニスの説明を聞きながら、人形を選びはじめる。

「ねぇねぇ、このミニドレスバージョン、すっっっごく可愛い」

「こっちの巫み女こ服ふくバージョンも、男の子に人気なのよ」

「あーっ、カイの夜会服バージョン、カッコ可愛い～！　このキリッとした眉がポイントよね」

「うーん、でも、やっぱり最初の一組は、甲冑バージョンと姫ドレスバージョンかしらね。ドレスはピンクが可愛いかなー」

　表情をくるくる変えながら、人形を見比べる。

　親切だし明るいし、気さくで庶民的で一緒にいてなごむし、本当にいい子なんだよなー。おまけに胸がふっくらしていて、可愛いし。これで攻めとか受けとか言い出さなければ……。

「あたしも、カイのお人形、もう一個買っちゃおうかな。半竜バージョンのやつと甲冑バージョンのやつを持ってるけど、夜会バージョンと三体並べたら、三つ子の愛憎ストーリーって感じで、美お味いしさ三倍よねー。この場合、半竜バージョンが受けで甲冑バージョンの攻めと両想いでありつつ対立する運命で、夜会バージョンは甲冑バージョンを切なく見守る攻めで、ある日とうとう思いが抑えきれなくなって──」

　……やっぱりアニスはどこでもアニスだった。

　がっくりしたとき。

「あ、やだ。あたしったら」

　いきなりアニスが、僕を見て、ぱぁぁぁっと赤くなった。

　え？

「い、今のはその、弟たちに見せる人形劇の話なの……っ。だから……き、気にしないでっ。忘れてっ」

　視線をそらし、耳まで赤くして身をよじる。

　あのアニスが、恥じらっている!?

　僕の部屋に遊びに来たときも平気で『今度のヘル×シザ本は、ちょっと拷ごう問もん入れてみようと思うの！　ヘルムート様に鞭むちでしばかれる国王様って、すっごくセクシーで萌もえだと思うのっ』なんて、語っちゃってるアニスが！

　なんで？　僕がグリンダじゃなくて、シャールだから？

　女の子同士では平気でも、男の子の前で男同士の愛を語るのは、やっぱり恥ずかしいってことなんだろうか？

　そ、そういえば、アニスがお泊まりしたときに、男の子の僕について、言っていた。




　──あたしのこと、助けてくれてね……ちょっと素す敵てきだった。




　──また会いたいな……。会ったら……好きになっちゃうかも。




　そのときの、アニスのとろんとした目や、甘い吐と息いきまで思い出してしまい、僕の頰もカァァァッと熱くなった。

　あの言葉どおりなら、アニスは僕のこと……。

　いやっ、あれは、就寝前の寝ぼけた状態でぽろっと口にした冗じよう談だんみたいなもので。うわぁ、でも、意識しちゃうよー。

　いいや、ダメだっ。どのみち男の僕が、アニスとつきあうわけにはいかないんだから、ここは普通に振ふる舞まわなきゃ。アニスにもヘンに思われる。

　それに、今は聖羅だっているんだから。

　さっきから黙っているけど、きっと人形を一いつ生しよう懸けん命めいに見ているのに違いない。

　アニスが赤い顔で、

「えっと、というわけで、あたしのおすすめは、甲冑とピンクのドレス、かな」

　と、普通の会話に戻ろうとする。

「う、うん。僕もそれがいいと思う」

　アニスから受け取った甲冑バージョンのカイと、ピンクの姫ドレスバージョンのアリエノールを手に、聖羅のほうを振り向く。

「ねぇ、どうかな？」

「……両方嫌です」

　冷たい声が返ってきた。

　声だけではなく、表情も冷え冷えとしている。

　ど、どうしたんだ？

　なんでまた、氷雪バージョンになってるんだ！

　人形を持ったまま固まる僕に、

「……お人形なんて、子供っぽいもの欲しくありません。恋のおまじないなんて商品を売りつけるためのインチキです」

　と、グリンダが乗り移ったかのような台詞せりふを吐はき、背中を向けてすたすた歩いていってしまった。

「って、ちょっと──。ゴメン、アニス！　せっかく店まで連れてきてくれて、一生懸命選んでくれたのに。それで、あわただしいけどゴメンっ。また今度」

　目を丸くするアニスに、手をあわせて平謝りし、一人で先にどんどん進んでゆく聖羅を追いかけたのだった。





　　　　◇　◇　◇






「急にどうしたの！　アニスも驚いていたよ。あんなに親切にしてもらったのに、失礼だよ」

「……」

「ねぇ、聖羅」

「……」

　聖羅は黙ったままだ。

「そんなに一人でどんどん先に行っちゃったら、迷子になるよ」

　後ろから心配して言うと、

「なりません。城への道順はこちらで正解です」

　ようやく、木こ枯がらしのような声が返ってきた。

「へ？　道順、わかるの？」

「一度地図を見れば、じゅうぶんです」

「そ、そうなんだ」

　そういえば、グリンダも地図をちらっと見ただけで、はじめて行った場所でもすいすい歩き回っていて──。

　ひょっとして、人形を売っている店へも、一人で簡単に辿り着けた？

「あの、聖羅。今日はきみに楽しんでもらいたくて、街へ来たんだけど、失敗しちゃったみたいだね。ごめんよ」

　聖羅がこんな態度をとるのには、理由があるはずだ。きっと、僕が知らないうちに、機嫌をそこねるようなことをしてしまったのだろう。

　僕の力不足だ。

　聖羅が、立ち止まる。

「……先生は、ズルイです」

　また同じことを言われた。

　今度は、ちょっともどかしそうな声で。

「えっと」

「わたし……楽しかったです。シャール先生と二人きりでお出かけできて。シャール先生が一生懸命に地図を見て、わたしをお店に連れていってくれようとして……シャール先生と並んで街を歩いて、お砂糖のかかったお菓子を食べて……シャール先生が、わたしにお人形を選んでくれると言ってくださって……とっても──とっても──嬉しかったし、楽しかったです……」

　背中を向けたまま聖羅が語る。

　右の手首に巻いた水晶の腕輪を左手できゅーっと握りながらうつむいて──怒っているみたいな口調で。

「あの、じゃあ、なにがいけなかったの？」

　聖羅が叫んだ。

「アニスの胸が、大きいのがいけないんですっ」

「ええっ」

　まったく予想外の言葉に、ぼくは目をむいた。

「アニスの胸って──その、怒っていた理由ってそれ？　そりゃ確かにアニスは、大きいけど──でも、聖羅だって大人になったら大きく……」

「なりませんっ」

　前を見たまま、きっぱり言う。

「そんなこと──」

「なくありません。お母様の胸を見れば、望みがないことがわかりきっていますっ」

　王妃様の胸は、なんというかその……非常にささやかだ。その子供である聖羅に、そうした部分が受け継がれる可能性は否定できない……けど。

「でもほら、王妃様のお母様か国王様のお母様が、巨乳だったかもしれないし、隔かく世せい遺い伝でんということも」

「お父様のお母様は、肖像画で拝見しましたけれど、お母様と大して変わりませんでした。お母様のお母様も、きっと同じようなものです」

「いいや、そしたら、お母様のおばあ様とか──とにかく遡さかのぼっていけば、一人くらい大きな胸の人がいるはずだからっ！　聖羅の胸が大きくなる可能性も、まだまだ残ってるよ」

「そういうところが、シャール先生はズルイんですっ」

　聖羅が怒っているような、泣き出しそうな顔で、振り返る。

「期待を持たせるようなことばかり言って、シャール先生の言葉を信じて、期待して、大人になっても大きくならなかったら、責任をとってくださるんですか？　わたしには──大事なことなんです。軽い気持ちで、おっしゃらないでください」

　勢いに押されて、僕はたじたじとなってしまった。

「む、胸が育つかどうかが、そんなに大事なの？」

「大事です！　だって男のかたは、大きな胸のほうがお好きなんでしょう。シャール先生だって──」

「そうとも、かぎらないけど」

「でも、シャール先生は、大きいほうがお好きなんです」

「どうして決めつけるのっ」

　いや、好きだけど。

「胸のことは……ほ、ほんの一例です。とにかくシャール先生はズルイんです。わたしばっかりドキドキさせて、ズルイんです。わたしのほうが、シャール先生よりいろんなものがたくさん見えていて、〝正解〟もわかっていて冷静なのに、先生のほうが大人で、ズルイんです。わたしが勝手に一人でもやもやして嫌な子になっているときに、わたしのこと追いかけてきて、機嫌をとったり謝ったり、困ったような顔をしたりして、ズルイんです。シャール先生は、ズルい、ズルいっ」

　地じ団だん駄だを踏みそうな勢いで、ズルい、ズルいと、連呼されて、僕はほとほと弱ってしまった。

　この前、みんなの前で大泣きしたときもそうだったけど、聖羅は大人みたいに見えるときと、子供に返ったときのギャップが大きすぎる。

　どちらも本当の聖羅なのだろうけど。

「ねぇ、聖羅。落ち着いて話しあおう。あっ、あの屋や台たいのぐるぐるキャンディーが美味しそうだよ。食べる？」

「子供扱いしないでくださいっ！」

　聖羅が右の手首を、胸の前でぎゅっと握りながら声を張り上げる。

　そうして視線をそらしながら、ぶっきらぼうに、

「い、いくら胸が小さくたって……シャール先生に子供だと思われたく……ないんです」

　と、声を少し低めて言った。

「なら、僕はどうすればいい？」

　お手上げ状態で尋ねると、何度かためらうような表情を浮かべたあと、

「竜リユウ樹ジユお兄様にしたのと、同じコト、してください」

「え？」

　竜樹王子にしたこと……？

「キ──」

　聖羅の目の下が赤くなり、声をつまらせる。

「ス──しましたよね」

「キス？」

　口にして確認したとたん、さらに赤くなり目をむいたあと、

「そ、そうです」

　と、強気に言った。

「キスしたら、機嫌を直してくれるの？」

「……まずはしていただかなくては、わかりません」

「今、ここで？」

「竜樹お兄様にも、真っ昼間にお庭でされていましたっ」

　そっぽを向いたまま言い張る。

　うーん、これは言うとおりにしないと、おさまらなそうだ。

「わかった。竜樹王子と同じようにすればいいんだね」

　キスといっても、ほっぺに軽くだし。幸さいわいここは人通りも少ない。たとえ人に見られても、その程度のスキンシップなら、幼女趣味の変態として警けい察さつに突き出されることもないだろう。

　なにより、それで聖羅が満足するなら……。

　とけそうにやわらかな右頰に手を軽く添えると、聖羅はハッと息をのんだ。

　そのまま緊張でいっぱいの表情で、僕を見つめる。

　こんなに気弱な目で睨まれると、ちょっとその、やりにくい。

　それに、子供のほっぺに軽くキスするのなんてたいしたことないって、つい今しがたまで思っていたけど。

　あれ？

　なんか僕、ドキドキしてないか？

　聖羅が赤い顔で、僕を凝ぎよう視ししているから？

　不安そうにうるんだ目が、妙に色っぽかったりするから？

　なんだか教え子相手に、イケナイことをしている気分になってきて……。

　僕の唇が、林りん檎ごみたいに赤く染まった聖羅の頰に近づいてゆく。

　聖羅が腕輪を握りしめる指に力を入れ、目を見開く。















　ドキン、

　ドキン、

　と、鼓こ動どうが高まってゆく。

　耳にかかる冷たい息は、聖羅のものだろうか。

　あと少しで、唇が頰にふれようとしたそのとき──。




「やっ、やっぱりよいですぅぅぅっ！」




　聖羅がぱっと飛とび退のいた。

　僕は、そのままつんのめってしまった。

　聖羅はこれまでで一番真っ赤な顔で、恥ずかしそうに「ぅぅっ」と唸っている。

　なんだかよくわからない。僕は許してもらえたのだろうか？

　聖羅が恥ずかしそうに唇を嚙かんで、歩き出す。

　僕が隣に並ぶと、怒っているみたいな顔のまま、細い指でシャツの袖をちょっとだけつかんできた。

　そのままなにも言わずに、唸っている。




　……女の子って難しい。




　真っ赤に染まった横顔と、ぎゅーっと閉じた唇と、僕の袖をつかむ小さな手をこっそり見おろして、僕はそんな思いをあらたにしたのだった。


















　大学の予備科の受験に失敗して、だらだら浪人生活を送っていた頃、僕は外出のたびに、大量のパンを抱えて帰宅した。

　広場の近くにあるパン屋で働いていた素そ朴ぼくで可か愛わいい女の子に、恋をしていたので。

　その子が、ふんわりした笑顔と一緒に茶色の袋につめてくれるパンは、どれも甘くてあたたかくて、幸せな味がした。

　けれどある日、家に帰ってみると、部屋の中がえらく焦こげ臭くさくて、黒い煙がもくもくあがっていて。

　テーブルの上には真っ黒に焦げたパンが載のっていて、その横に、双子の姉のグリンダが不ふ機き嫌げんそうなしかめっつらで立っていた。





　　　　◇　◇　◇






「お願いっ！　グリンダ！　シャールと連絡をとって！」

　夜、メイドの仕事を終えて僕の部屋へやってきたアニスは、両手をぱちんとあわせて懇こん願がんした。

　先日、男の子の格好で、聖セイ羅ラと町へ出かけたときに、休きゆう暇か中ちゆうのアニスとばったり会って以来、毎日こんな調子だ。僕も口がすべって親しん戚せきだなんて言っちゃったから、〝シャール〟のことを、いろいろ聞きたがって困ってしまう。

「前に、シャールに助けてもらったって言ったでしょう。そのお礼をしたいの」

「お、お礼なら、わたしが伝えておくから」

「それじゃあダメよ。直接会いたいの」

「けど、ほらっ、し、シャールはお城しろ勤づとめも辞やめちゃって無職で、今、就職活動が忙しいみたいで」

「ほんのちょっとだけでいいから」

　うるんだ目で、まだ粘ねばる。

　そんなにシャールに会いたいと思ってくれているのは、嬉うれしいんだけど。でも、僕がシャールで、グリンダの身代わりだってバレたら困るんだよー。

　アニスはシャールと親しくなりたがっているみたいだし、なおさらこれ以上の接触は避さけないと。

「えーと、シャールはああ見えて、酒さけ癖ぐせが悪くて、往来でパンツ一丁で暴れたりして、器物破損と公こう衆しゆう猥わい褻せつで警けい察さつのお世せ話わになったこともあって、おまけにヘタレで優ゆう柔じゆう不ふ断だんで……」

　なんで僕が僕を、貶けなさなきゃならないんだ。

「そういうダメ人間だから、アニスにはおすすめできないとゆーか」

　けどアニスは、シャールの悪評はあっさりスルーして、

「やだっ、ちょっとグリンダったら、そんなんじゃないわよ」

　と、真まっ赤かな顔で、僕の肩をぺしぺし叩たたいた。

「そんな下心があって、お願いしてるわけじゃ──ううん、その、ちょっとは……あるかもしれないけど。また会えてすごく嬉しかったから。で、でもっ、今回は純粋にお礼がしたいだけで。ああもう、グリンダったら気を回しすぎっ。顔が熱くなっちゃうわー」

　反応するの、そこなんだ。

　てか、そんなに恥じらわれると、僕まで赤面してしまう。

「ねっ、グリンダ。一回だけ！　一回だけでいいから頼みをきいて。シャールが原稿を拾ってくれなかったら、夏の即売会でヘル×シザ本が出せなかったの。シャールは、ヘル×シザの恩人なのよ！　ちゃんとお礼をしなきゃ、ヘル×シザの神様のバチがあたるわ。だからお願いっ！　代わりにグリンダの言うこと、なんでもきくから！」

　ヘル×シザの神様って……そんなのいたら嫌だ。

　わけのわからない理屈とパワーに押されて、僕は、

「い……一回だけなら」

　と了承してしまったのだった。





　　　　◇　◇　◇






「うぅ、やっぱり早そう計けいだったかな」

　週末の日曜日。

　僕は城下の広場の時計台の下で、そわそわしながらアニスを待っていた。

　髪かみはおろして後ろで適当にひとつに結んで、男の子の服を着て、顔には度の入っていない大きな眼鏡めがねをかけている。

　グリンダになる前──ウィストリア皇国で浪人生をやってた頃の僕のスタイルだ。

　朝食後、男の子の服を持って部屋を出た僕を、聖羅がドアの前で待ちかまえていて、

『どちらかへお出かけですか』

　と、ひんやりした顔で尋たずねた。

『えっとその』

　聖羅は、アニスが好きではないらしい。

　正確には、アニスの胸が大きいことが気に入らないようで、聖羅が僕の部屋に来たとき、アニスが先に来ていて僕とおしゃべりしていたり、またはその反対に聖羅が僕の部屋にいるところへアニスが現れたりすると、アニスの胸のあたりをじっと見つめて、それから自分の薄い胸をこっそり見おろして冷え冷えとした顔つきになり、声も口調もひんやりとし、不機嫌になる。

　アニスの胸が大きいのも、聖羅の胸がまだ発展途上なのも、アニスの責任ではないと思うのだけど、頭ず脳のう明めい晰せきなはずの聖羅でも、納得しきれないものなのだろうか。女の子の心理は、相変わらず謎なぞだらけだ。

　ともあれ、城下でアニスと会うなんて言ったら、また冬の木こ枯がらしが吹きつけるに違いない。

　なので、

『ヘルムートにお使いを頼まれていて』

　と、誤ご魔ま化かした。

『……』

　聖羅は唇くちびるをちょっと尖とがらせて、不満そうな上うわ目め遣づかいで僕を睨にらんでいたけれど、

『戻られたら、わたしのバイオリンを聴いてくださいね』

　と、最後は内気そうにぽそぽそと言って、自分の部屋へ戻っていった。

　しょんぼりして見える背中に、罪悪感を覚えもしたけれど……。あまり聖羅が僕にべったりになりすぎるのも、よくないと思っている。

　仲の良い家族に囲まれていても、天才であるがゆえに、ずっと心に壁かべを作って一人きりでいた聖羅にとって、壁の中に入ってきた僕は、希き少しような存在だとわかる。

　聖羅に対して責任を持たなければと思うし、聖羅にふさわしい教師でありたいとも考えている。

　けど、聖羅が僕に依い存ぞんしすぎるのは問題だ。

　聖羅はまだ、世界の広さを知らない。

　そこに大勢の人たちが暮らしていることも。

　それを、僕が聖羅の教師として、少しずつでも教えてあげられるといいのだけど……。

　真ま面じ目めにそんなことを考えていたら、アニスがやってきた。

　僕を見つけるなり、目をきらきら輝かせて走ってくる。

　メイドの仕事をしているときは、可愛らしくまとめている髪は、ほどいて肩にたらしている。ふわふわの赤い巻き毛が踊るように広がって、こっちの髪型も、アニスにとっても似に合あっていて可愛い。

　私服の夏もののワンピースも、ふくらんだ短い袖そでや開いた胸元のあたりが色っぽくて、なんかドキドキしてしまう。

　アニス、手を振りながら一いつ生しよう懸けん命めいに走ってきてくれるのは、嬉しいんだけど……む、胸がその……揺れて……。

　ダメだっ、見ちゃダメだっっ。

　けど、目が離せな……。

「お待たせっ、シャール」

　アニスが僕の前で、ぴょんと立ち止まる。一緒に胸が、たゆんと揺れる。

「今日は来てくれてありがとう。忙しいのに無理言っちゃってゴメンねー。でもすっごく嬉しい」

　おひさまみたいに顔をぱーっと輝かせ、朗ほがらかに言う。ああ、やっぱり可愛いなぁ。

「いや、僕のほうこそ、誘ってくれてありがとう。ヘル×シザの原稿を拾ったお礼なんて、そんなの気にしなくてよかったのに」

　ついまた余計なことを口走ったようで、アニスがぼっと赤くなる。

「へ、ヘル×シザって──シャールがなんで」

「ええっ？　あ、グリンダが、そのようなことを……あのっ、意味はよくわからないんだけど……」

「わわわわわわからなくていいのっ、もうもうグリンダってばっ。ああっ、シャールは気にしないで。ただの宮廷用語だからっ」

　アニスは赤く染まった頰ほおに両手をあてて、うろたえている。

　やっぱり男の子の僕に、趣味のことを知られるのは恥ずかしいらしい。

「そ、それでその、お礼なんだけど」

　まだ赤みの残る顔で僕を見て、はにかみながら言った。

「これからあたしの家に来ない？　あたしの家、パン屋なの。焼きたての美お味いしいパンを、シャールにご馳ち走そうするわ」





　　　　◇　◇　◇






　真新しい石いし畳だたみを踏みながら歩いてゆくと、豊かなパンの香りが鼻をくすぐった。

　ドアに看板と鈴がかかった二階建ての木の家は、一階が店になっていて、通り沿いの窓から、ふかふかの茶色のパンがたくさん並んでいるのが見えた。

「こっちよ」

　と、アニスが家の裏に回る。

　そこにもドアがあって、開けるとパンを焼く厨ちゆう房ぼうに繋つながっていて、香ばしい熱気が満ちていた。

「よぉ、おかえり、アニス」

　焼き上がったばかりのパンを、カマドから鉄の鈎かぎのついた棒で鉄板ごと引き出しながら、ひきしまった体つきの青年が明るく声を張り上げる。

「ただいま、ジルお兄ちゃん」

「アニス、おかえりなさい、まぁ、その人が、シャールさんね」

「ただいま、メグお姉ちゃん」

「おかえりー、おかえりー、アニスお姉ちゃん」

「このお兄ちゃんだぁれ？　アニスお姉ちゃん」

「なに！　アニスが男を連れてきただって！」

「まぁまぁお父さんたら、そんなに慌あわてないで」

「ちょっとぉ！　アニスお姉ちゃんが、結婚相手を連れてきたってマジ？」

「アニスの姉の、メグです。アニスをよろしくお願いしますね」

「おい、店番、誰もいないぞ」

「コリンお兄ちゃんが、行ってよ。今、それどころじゃないんだから。あ、あたし、三女のキャロルです。アニスお姉ちゃんと、いつ結婚するんですかぁ」

　狭せまい厨房に、人がわらわら集まってきて、いっせいに話しはじめるので、僕はすっかり頭が混乱してしまった。

　目を回して、あわあわしていると、

「もぅ！　みんな、仕事に戻って！」

　とアニスが叫んだ。

「シャールは友達で、まだそんなんじゃないんだから。あとでちゃんと紹介するから仕事して。キャロル、あんたは店に戻る。ジルお兄ちゃん、奥の鉄板のパンが焦げてる。コリンお兄ちゃんも配達が残ってるでしょう。メグお姉ちゃん、それトッピングの砂糖衣を作ろうとしてるのよね？　その瓶びん、砂糖じゃなくて塩だから。父さんも、母さんも、シャールのことまじまじ見すぎっ。ルゥイ、フィン、シャールの服を引っ張っちゃダメ」

　てきぱきと家族に指示を振り分ける様子は、見事の一言で、僕はぼーっと眺ながめているだけだった。

「ごめんねー、うち、家族が多くて。みんな遠えん慮りよがないから、びっくりしたでしょう。家も狭いし」

「い、いいや」

「でも、どこにいても家族が目に入るから、あたしはこの家、大好きなんだけどね」

　と、アニスは明るく笑った。

　家族は、ご両親と六人の兄弟の他に、おばあさんと、上のお兄さんのお嫁よめさんがいるという。

「義ね姉えさんは、もうすぐ子供が生まれるから実家に帰ってるんだ。あたし、おばさんになるんだよー、楽しみ」

「フィンも、おばたんになるのー！」

「ルゥイは、おじたんになるのー！」

　同じ顔をした小さな男の子と女の子も、嬉しそうに声を上げる。

　アニスに案内された屋や根ね裏うらの部屋は、もとはアニスがお姉さんのメグと使っていたが、今はメグと妹のキャロルが相部屋で、この部屋はフィンとルゥイの部屋になったという。

「里帰りのときは、使わせてもらってるけどね。やっぱり、ここの机で原稿を書いているときが、一番気持ちが休まるってゆーか。ああっ！　原稿ってゆーのは、仕事場の会報とか、そういった真面目なもので──」

　アニスが手をぱたぱた振って、言い訳する。

「素す敵てきな部屋だね」

「うんっ、晴れた日は屋根の上でひなたぼっこもできるし、星空の観察もできるのよ」

　青空みたいな笑顔で言うのに、僕の胸も明るくなった。




　今日は、あたしがシャールのために、特別にパンを焼くからねと言って、ワンピースの上にエプロンをつけて、髪をきゅっとひとつに結んだアニスと、一階の厨房に戻る。

　昼のピークをすぎて、パンを焼く作業も一段落ついたようで、アニスが前日から用意しておいたという生き地じを丸めて、レーズンやくるみを加えて、熊くまや兎うさぎやひまわりの形に整えて、鉄板に並べてゆく。

　パン生地をこねるアニスの手も、生地と同じように白くてふっくらしていて、アニスの顔には、朗らかな明るい表情が浮かんでいた。

「僕も手伝おうか？」

　と言うと、

「ううん、シャールはそこに座っていて」

　と、にっこりする。

「おいおい、新婚さんみたいだぞ、アニス」

「えー、やっぱりアニスお姉ちゃんの彼氏なんだー」

「ジルお兄ちゃん！　ヘンなこと言わないで。キャロルも、しょっちゅうのぞきに来ないのっ。ほら、お客さんが来たわよ」

「アニスお姉ちゃん、フィンは熊さんのパンがいい」

「ルゥイは、兎さんがいいの」

「うん、フィンとルゥイの分もあるからねー」

　小さな弟と妹には甘いらしくて、とろけそうな目で見おろす。彼らもアニスのことが大好きみたいで、ずっとアニスにくっついて話しかけていた。

　アニスは、いいお嫁さんになりそうだなー。

　それにいいお母さんにも……。

　そんなことを考えて、ちょっと赤くなったりした。

　厨房には、アニスの家族がたえず出入りして、僕に、アニスとはどこで知り合ったのかとか、どういうつきあいをしているのかとか、家族の構成とか住んでいる場所とか、職業とか、将来妻と子供たちを食べさせていく目算はあるのかとか、細々と尋ねた。

　そのたびアニスが調理台の向こうから、

「もう！　シャールは、そんなんじゃないって言ったでしょう！」

　と、ふくれたり、赤くなったりしながら、声を張り上げた。

　僕も、

「えっと、職業は、む、無職で……。えっ？　金物屋の店員に空きがあるから紹介してくれる？　ええと、それは困──いいえ、お気持ちはとってもありがたいのですが、再就職はじっくり考えて決めようと思っていて……いいえ、借金はありませんので、ご心配なく」

　と汗をぬぐいながら、答えた。

　うちの家族って本当に遠慮がなくてゴメンねーと、アニスは何度も謝ったけど、僕は、仲良しでいいご家族だなと思った。

　アニスが陽気で親切なのは、きっとこの家で育ったからなんだろうって。

　そのうちまた、パンが焼けるいい匂いがただよってきて、アニスのパンが次々鉄板から引き出され、お皿の上に並べられた。

　それを居い間まに運び、エーレン産の香りのいい紅茶にミルクをたっぷり注そそいだ飲み物と一緒に、アニスの家族といただく。

「本当は、屋根裏で二人きりで食べてもらうはずだったんだよ。予定が狂っちゃった」

　と、アニスはぼやいていたけど、熱々のパンをみんなでわいわい騒さわぎながら食べるのは、すごく楽しかった。

　アニスのお手製のパンは、表面はぱりっとしているのに、中はふんわり軽くて、千ち切ぎると湯ゆ気げがバターの香りと一緒に立ちのぼって、びっくりするほど美味しくて、ラズベリーやすぐりのジャムや、蜂はち蜜みつを塗ぬって、何切れも食べてしまった。

　あの動物の形をしたパンも、中に入っているくるみやレーズンがアクセントになっていて、上にかかった砂糖衣とも絶妙のバランスで、甘くて美味しかった。

　兎の耳はちょっとだけ焦げていて、

「あぁ、久々にうちのカマドを使ったから失敗しちゃったー」

　と、アニスは嘆なげいていたけど。




　……焦げたパン……か。




　ふと、グリンダのことを思い出した。

　テーブルの上に、でんと置かれた焦げた山型のパン。

　その横に、むすっとした顔で立っていたグリンダ。

　万能の天才と呼ばれるグリンダは、めったに腕を振るうことはないけれど、料理だって天才だ。一度食べたものを、レシピを見ずに正確に再現するなんてお手のもので、なのに、失敗するなんて珍めずらしい。

　買ってきたばかりの大量のパンの入った紙袋を抱えたまま、僕は焦げたパンを茫ぼう然ぜんと見おろしていた。

　するとグリンダが、淡々とした声で言ったんだ。




　──最初から、焦げたパンを作ったのよ。




「シャール、そのパン、ヘンなものでも入ってた？」

　齧かじりかけのパンを手にしたまま、ぼんやりしていたらしい。アニスが心配そうに声をかけてきた。

「ううん、とても美味しいよ」

　慌てて微笑ほほえむ。

「そう、よかった」

　アニスもホッとしたようだった。





　　　　◇　◇　◇






　食卓の片づけをすませたあと、アニスと屋根裏に戻った。

　双子もついてこようとしたけれど、

「フィン、ルゥイ、今日はコリンお兄ちゃんたちに遊んでもらいなさい」

　と、メグが言った。そうして、アニスに向かって微笑んで、

「がんばってね、アニス」

「もう、メグお姉ちゃんたら」

「アニス、結婚式までは、ふしだらなことしちゃいかんぞ」

「父さんも、なに言ってるの！」

　アニスは真っ赤で、僕も、

「し、しませんからっ、僕たち健全ですからっ、大丈夫ですからっ」

　と、上うわ擦ずりながら連呼してしまった。

「もう、本当にお父さんたちってば──」

　屋根裏で二人きりになってからも、アニスはしばらく赤い顔で文句を言っていた。

　多分そうしないと、間がもたなかったからかもしれない。僕もアニスのことを意識してしまって、二人でベッドの端に並んで座って、もじもじしていた。

「あの、さっきからあたしばっかりしゃべっちゃって、ゴメンね」

「い、いや……全然。僕こそ笑える小話のひとつも提供できなくて、ゴメン」

「ううん」

「えっと……」

「うん」

「……」

「……」

　マズイ！　会話が止まってしまった。

　えーと、なにか話題はないかな。いつも僕の部屋でアニスと話しているのは、ヘル×シザとか、治水工事担当のリーダーのセルジュと部下のルークが怪しいとか、経済府のレオンとアレックは完全にデキてるとか、そりゃ楽しそうに生き生きと……。

　って、女の子の家に遊びに来て、いざ部屋で二人きりってときに、男同士の愛について振る男って、どうなんだ！

　そのとき、アニスが目の下をうっすらと染め、おずおずと口を開いた。

「シャールの家族って……どんなひとたち」




　僕の、家族──。




　その言葉が呼び起こす記憶や感かん慨がいに、胸がちくんとした。

　僕の家族は……。

「両親は、小さい頃に亡くなったんだ。姉が一人いるけど……ずっと連絡がとれなくて……。僕のことなんか、もう忘れているのかもしれない」

　体の中にぽっかり穴があいたみたいに、淋さびしくてたまらなくなる。

　グリンダ＝ドイルを廃はい業ぎようする。

　ただそれだけの書き置きを残して、いなくなってしまった双子の姉。

　グリンダ＝ドイルをやめるということは、僕の姉であることもやめるという意味なのだろうかと考えると、もっと淋しくて、息が苦しくなる。

　アニスは困っているみたいだった。

　眉まゆを下げて僕を見ていたけれど、やがて僕の頭にそっと手を置いた。

「そんなことないわ。離れていても繋がっているのが家族よ」

　あたたかな気持ちのこもった、優しい声で、ささやく。

　やわらかな指が、僕の髪をそっと撫なでている。

「それに、グリンダだってシャールのことを心配しているわ」

「本当に？」

　込み上げてくる感情に、喉のどがぐっとつまった。

「グリンダは僕のこと、思ってくれているかな」

　僕はグリンダの家族なのかな。

　グリンダは、ちゃんとそう思ってくれているのかな。

　僕がグリンダのことをたびたび思い出すように、グリンダも僕のことを思い出してくれているのかな。

　アニスが、確信を込めて言う。

「ええ、就職がなかなか決まらなくて大変そうだって、心配していたわ。グリンダはちゃんとシャールを大事に思っているわ」

　目がうるんで、喉が熱くて。

　涙がこぼれてしまいそうで。




　グリンダはシャールを、大事に思っているわ。




　アニスが、本物のグリンダのことを言っているのではないとわかっていても。それでも、胸が震えた。

「そうだ。おやつにしようと思って、くるみパンを持ってきたのよ」

　砂糖衣のかかったパンを、アニスが半分に割って、片方を笑顔で差し出す。

　今、なにかしゃべったら泣いてしまいそうだったので、僕は黙って受け取り、端がちょっと焦げたパンを齧った。

　舌の上で砂糖衣が甘く溶け、パンのふんわりした食感が心を包む。

　まだ、グリンダと暮らしていたあの日、連なる山の形をした焦げたパンを、グリンダは椅い子すに座り、背筋を伸ばして、黙々と食べはじめた。

　指で端からわしわし千切っては口へ運ぶ。

　どう見ても美味しいとは思えないパンを、美味しくなさそうに、千切っては食べ、食べては千切り、黙々と。

　僕も仕方なく、向かいの椅子に座り、反対側からパンを千切って食べた。

　ぱさぱさで苦い味がするばかりの全然美味しくないパンを、黙々と。

『何な故ぜ食べるの』

　パンを食べながら、不機嫌そうにむっつりした顔で尋ねるグリンダに、僕もパンを口に運びながら、ぽそりと答えた。

『二人で食べたほうが、早く食べ終わると思って』

『……』

　グリンダは、そのあとひとこともしゃべらず、パンを食べ続けた。

　天才のグリンダ。

　焦げたパンを焼いたグリンダ。

　そのパンを、最後の一口まで食べ続けたグリンダ。

　グリンダの考えていることは、あのときも今も、やっぱりわからない。

　けれど、焦げたパンを食べているとき、舌が感じていた苦さは、グリンダも僕も同じで──。

　あのとき、二人きりの家族が向かい合って、同じものを食べて、同じ苦さを嚙かみしめていた。

　アニスが、またゆっくりと頭を撫でてくれる。

　お母さんが小さな子供にするように、優しくそっと。

　僕はアニスが焼いてくれたパンを、泣いている顔を見せないようにうつむいて食べる。

　ほのかにあたたかさが残るパンは、アニスの手のように甘くて優しい味がした。
















正しい双子の見分け方






　更サラ紗サ姫と織オリ絵エ姫は、双子の姉妹だ。

　顔は天使のように愛くるしいけれど、中身は悪魔で、非常にマセていて、おしゃべりで気き紛まぐれで悪戯いたずら好きで、お城の人たちは一度はこの姫たちの被害にあっているといわれている。

　一人でももてあますほどのお転てん婆ばなお姫様が、二人もそろっているのだ、威力は倍がけで台風並みだ。

　その片割れが、あるとき僕のところへやってきた。

　ちょうど、ハールーン皇おう子じが次の航海へ旅立った頃。




「グリーンダ！」




　寝不足であくびをしながら廊ろう下かを歩いていたら、後ろからいきなり腰のあたりに抱きつかれた。

「わ」

　振り返ると、ふさふさした金色の髪かみを頭の上で二つに結んだ可か愛わいらしい女の子が、明るい空色の目で僕を見上げていた。

「め、珍めずらしいですね、今日は一人なのですね」

「うふふ、あたしは更紗でしょうか？　織絵でしょうか？」

　いたずらっぽい表情で尋たずねる。

「うぐっ」

　正直、見分けがつかない。

　なにしろ、この姫たちときたら、髪型から洋服からリボンの色から笑い声まで、まったく同じなのだから。

　同じ双子でも、僕とグリンダとはえらい違いだ。僕らの場合、『噓うそぉっ本当に双子なのー？』『才能もオーラもあなたのほうには全然ないのね』なんて言われたもので……ぅぅ、古傷が痛む。

「お……織絵姫、ですか」

「え──っ」

「では、更紗姫で」

「はぁーっ、ダメダメね」

「じゃあ、やっぱり織絵姫」

「くすくす、どーかしら」

　からかわれるばかりで、

「すみません、降参です」

　と頭を下げると、またくすくす笑って、

「織絵よ。でも、本当は更紗かもね」

　と結局、正解は教えてもらえなかった。

「あのね、訊きいてもいい？　グリンダ？」

「なんですか？」

　姫が急に真ま面じ目めな顔になり、細い首をかたむけて僕を見上げる。そうすると、金色の髪もさらりと揺れた。

「グリンダが、ハールーン皇子と一緒に行かなかったのって、聖セイ羅ラお姉様のため？　聖羅お姉様が、いかないでって泣いたから？」

「えっと、何な故ぜ、そんなことを訊かれるんですか」

「将来の参考にしたいから」

「参考、ですか」

　本気で言っているのだろうか？

　それともただの好奇心？　この姫たちのマセていることといったら、王女でなければ将来は、恋愛事件をメインに扱うゴシップ誌の突とつ撃げき記者になること間違いなしだから。

「そうですね……。聖羅姫やみなさんが引き止めてくださったことは、やはり大きかったですが。最終的には、自分のため、でしょうか」

「自分のためって？」

　僕はちょっと照れながら、

「この国で、教師として責任をはたしたいと思ったんです。そう思えたことが、わたしにはとても嬉うれしかったし、気分がよかった。前向きな気持ちになりました。だから、わたしがここへ残ったのは、わたしのためなんです」

　進むべき道が目の前に輝きながら示されたような、清すが々すがしい、明るい、気持ち。

　あの気持ちは、理屈では説明できない。

　それを僕にわからせてくれたのは、泣きじゃくる聖羅だったりしたのだけど……。

　ああ、この子を放っておけないなって。まだまだこの子のそばにいて、いろいろ教えてあげなきゃいけないって。

「ハールーン皇子と結婚したら、玉の輿こしだったのに」

「玉の輿以上に大切なものが、世の中にはいっぱいあります」

　おっ、なんだか教師っぽい。

　算数のプリントには見向きもしない姫も、考え深げに、

「それって愛、とか？」

　と、つぶやいた。

「けどハールーン皇子は、グリンダのことすっごく愛していたわよね。あんな風に抱き上げられて、あんな熱烈な告白をされたら、グリンダ以外の女の子は、みーんなハールーン皇子についてっちゃうわよ」

「姫様もですか？」

「ええ」

　女の子らしくうっとりと微笑ほほえんだあとに、

「気に入らないことがあったら、さっさと別れて、帰ってくればいいんだもの」

　と、けろっと言ってのけるあたり、この子の旦だん那なさんになる人は、苦労しそうだなー。

　僕は苦笑して、

「ハールーンのことは、わたしも好きでしたし、一度は力になりたいと思ったことも確かです。ハールーンは素す晴ばらしい人でしたから」

「よくわからないわ。けど、お父様は、グリンダはハールーン皇子とは行かないって知ってらしたみたい」

「え」

　シザエル王が？

　姫のその話は意外だった。

　国王様は、ハールーン皇子が僕を自分の国へ連れて行ってもいいかとみんなの前で尋ねたとき、お好きにどうぞみたいなノリだったのに。

「お母様と話しているのを、こっそり聞いちゃったの。お父様はお母様に、『私が言ったとおりだったろう』って、満足そうに笑ってらっしゃったわ。

　お母様が『でしたら、もっと早くに、あなたからもグリンダ先生を引き止めてくれたらよかったのに』って、おっしゃったら──『それでは、つまらないではないか。波乱があったからこそ、聖羅が本心を口にできたのではないか』って答えてらっしゃって。

　聖羅お姉様が泣いてグリンダを引き止める姿を、自分も見られなかったことだけが、残念だって。お母様は『聖羅が可か哀わい相そうです』って、怒ってたわ」

　僕は唖あ然ぜんとし、そのあとがっくりと肩を落とした。

　あの王様は……。

　娘を泣かせるために、ハールーン皇子を煽あおるようなことを言ったっていうのか？　しかも、自分も泣き顔を見たかった、なんて。

　そりゃ温和な王妃様も怒るだろう。

　はーっ。なんだかあの美形国王に、手のひらの上で、もてあそばれた気分だ。

　でも、僕がハールーンとは行かないと思っていたということは、僕のこと信用してくれていたってことでもあるのかなぁ。

『あなたは聖羅のための家庭教師だった』

　って僕に言ったのは、シザエル王だし。

〝グリンダ〟をエーレンへ招いたのは、聖羅を良い方向へ導みちびいてくれることを期待していたからだって。

　これからも、聖羅を鍛きたえてほしいって。

「お父様たちのその話を聞いて、グリンダにとって聖羅お姉様は、特別なのかなって思ったのよ」

　姫が、また真面目な顔で言う。

「聖羅お姉様が、あんなに懐なついている人って今までいなかったし、グリンダも、聖羅お姉様のことを、あたしたちより気にかけているように見えるわ。聖羅お姉様と、よく見つめ合っているでしょう。ハールーン皇子の滞在中は、聖羅お姉様が不ふ機き嫌げんそうにしてらしたから、グリンダは溜ため息いきとかついていたけど」

　僕は感心した。

　よく見てるなー、この子。

　聖羅は天才だけど、もしかしたらこっちの姫も、聖羅とは別の方面で、すごく賢かしこいんじゃないか。

　だから僕も、誤ご魔ま化かさずに答えた。

「ご指し摘てきのとおりです。わたしは聖羅様をひいきしています。それは聖羅様がおひとりだからです。あなたには仲良しの相あい棒ぼうがおいででしょう。竜リユウ樹ジユ様は世よ継つぎの君として、たくさんの家臣の方々から愛されています。真シン様はお母様が大好きで、いつもお母様のスカートにしがみついてらっしゃいますね。けど、聖羅様には、そうした拠より所どころがありませんでしたから」

「グリンダが、聖羅お姉様の〝拠り所〟になったのね？」

　微笑んで、うなずく。

「はい、ずいぶん頼りない拠り所ですけど」

　姫は真顔で、僕をじぃぃぃっと見上げていたけれど、いきなり顔をしかめて目を伏せ、右手を顎あごの下にあてて、

「うーん」

　と弱ったように唸うなった。

「感情表現が下へ手たくそで、ちょっぴり世せ話わが焼けるけど守ってあげたい特別な子──のポジションは、グリンダの中で、もう埋まっているのね。しかも相手が聖羅お姉様じゃ分ぶが悪いわ」

　なにを悩んでいるんだろう。

　ああ、子供なのにみけんに縦たて皺じわまで寄せちゃって……。

　てゆーか、この子、更紗姫なんだろうか？　織絵姫なんだろうか？　何故、一人で僕のところへ来て、こんな話をしているのだろう。

「うぅぅ、ある意味ハールーン皇子より強敵かも。けど、聖羅お姉様は女の子だし、望みがまったくないわけじゃないわよね。グリンダって流されやすそうだし、ギルマーみたいに押しすぎると引いちゃうけど、一いち途ずな相手には弱そうだし」

「あの、姫様。さっきからなにをおっしゃって……」

　姫がぱっと顔を上げて、お花のようににっこりする。

　とっても可愛い笑顔だったけど、僕は背中がぞくっとした。

「グリンダ、午後のお茶の時間の前に、森へ来てくれる？　一番大きなもみの木があるでしょう？　あの下よ」

「え、それはどうして」

　僕に質問をさせず、姫はふさふさの金色の髪を子馬の尻尾しつぽのように揺らして、

「グリンダが来たら、あたしが更紗か織絵か教えてあげるわー！」

　と、いたずらげにくすくす笑いながら、駆けていったのだった。

　って、なに？　どうなってるの？





　　　　◇　◇　◇






　お茶の時間の前って、このくらいでいいのかな……。

　言われたとおり、一番大きなもみの木を目め指ざして、城の敷地に広がる緑の森を、ほてほて歩いてゆく。

　なんで、わざわざ森へ呼び出したんだろう。

　いたずらとか仕掛けられていたら、嫌だなぁ。上から胡こ椒しよう入りの小麦粉が降ってきたり、水で濡ぬらしたタオルを釣つり竿ざおの先につけて首筋を撫なでたりとか、あの姫たちならやりそうだ。

　警けい戒かいしながら進んでゆくと、呻うめき声ごえがした。

　それに、どさっという、重い物が落ちるような音が続く。

　な、なんだ？

　僕は、慌あわてて足を止めた。

　どうしよう。なんかいる。

　まさか熊くま？

　方ほう向こう転てん換かんしかけたとき、

「くそっ」

　悔くやしそうな声がした。

　あ、人だ。

「くぅぅぅ」

　しかもちょっと幼い感じの。

「このくらい、たいしたこと」

　あれ？　ひょっとして。

　どさっという音が続く。

「っっ、もう一度っ」

　悔しそうな子供の声も──。

　足音をひそめて進み、節ふしくれ立った木の幹の後ろからこっそりのぞき見ると、竜樹王子が、重そうな袋を持ち上げようとしていた。

　袋はひとつではなく三つもあり、それを重ねたものを両手で抱え、必死に足を踏ん張り、腕をあげてゆく。

　食いしばった歯の間から、うぅぅぅと呻き声を漏もらし、顔を真まっ赤かにし、腕をぷるぷる震わせて耐えるが、持ち上げきれずに袋がかたむき、草の上に音を立てて落下する。

「くそっ」

　竜樹王子も草に膝ひざをつき、悔しそうに荒い息を吐はいた。

　けどまたすぐ立ち上がり、袋を抱え上げようと踏ん張る。

　これは、なんのトレーニングなんだろう？　あんまり一いつ生しよう懸けん命めいな様子に、声をかけるのがためらわれて、そのままのぞき見ていたら、

「わっ！」

　袋を抱えた竜樹王子が、今度は後ろにそりかえって、倒れた。

　重そうな袋が、竜樹王子の体に三つとも落下する。

「竜樹様！」

　僕は慌てて駆け寄った。

　袋に押しつぶされて、もがいていた竜樹王子が、ぎょっとしたように目を見開く。

「ぐ、グリンダ、何故ここに！」

「うぅぅ、この袋、すっごく重いですよー」

　袋をどかそうとするが、なかなか持ち上がらない。一体なにがつまっているんだ。

　竜樹王子は、袋の下で真っ赤な顔で叫んだ。

「こら、余計なことをするな！　これくらい一人でなんとかなる。くぅぅ」

「無理ですよー。っっ」

「ええい、離れろ、グリンダ」

「くぅっ、我わが儘まま言わないでください」

「わ、我が儘とはなんだっ、王子に向かって無礼だぞっ、くそぉぉぉ、このくらいの砂袋、すぐに」

　ああ、砂が入っているのか。重いはずだ。

「草をかきむしって、顔を真っ赤にして、強がらないでください。っっく」

　二人して、どうにか袋を、脇わきにどかすことができた。

　竜樹王子は木にもたれてしゃがみ込んだまま、屈くつ辱じよくでいっぱいの表情で、ぷるぷる震えている。

　僕も同じように木にもたれて、荒い息を吐いていた。

「わたしが通りかかってよかったです。こちらで、なにをしてらしたんですか。袋を持ち上げようとしていたようですけど」

「おおおおおおおまえ、見ていたのか！」

　竜樹王子が激しくうろたえる。

　それから、僕から顔をそむけてぼそっと。

「……た、ただの体力作りだ」

「三つは欲張りすぎですよ。一つからはじめられたらどうですか」

　そう言うと、唇くちびるを嚙かんで黙り込んだあと、恥ずかしそうな小さな声で、

「……三つでも、少ないくらいだ」

「え」

「……っ、三つくらい、軽々持ち上げられなければ……ぐ、グリンダを、抱えるのは無理だろう……っ！」

　最後は首筋まで赤くして、目をぎゅっと閉じて、叫んだ。

　僕の顔も、熱くなった。

　うわっ、そうだったのか！

　僕を抱え上げられるように、袋に砂をつめて、あんなに一生懸命練習をしていたのか。

　きっと、ハールーン皇子が僕をお姫様ダッコするのを見て、悔しかったのだろう。

　ああ、なんか、胸にキタ。

　この子は本当に、まっすぐで一生懸命で、あああもう、男でゴメンよー。

　真っ赤な顔で、そっぽを向いている様子にもキュンとして、僕は竜樹王子をぎゅーっと抱きしめた。

「わわっ、ぐ、グリンダ」

　竜樹王子が目をむく。

　次の瞬間、赤い血しぶきが竜樹王子の鼻から噴き上がった。

「竜樹様！」

　マズイ、また鼻血を噴かせてしまった。

「もうっ！　なにやってるのよ、竜樹お兄様！」

　木の後ろから、金色の髪をリボンで二つに結んだ空色の目の女の子が、叫びながら飛び出してくる。

　レースのついた白いハンカチを、竜樹王子の顔にあて、

「もうもうっ、せっかくいい雰ふん囲い気きだったのに、竜樹お兄様って肝かん心じんなところでヘタレなんだからっ」

「だ、黙れっ、なんでおまえまで、ここにいるんだーっ」

「竜樹お兄様があんまり情けないから、目が離せないんでしょう！　そんなんじゃグリンダは落とせないわよ」

「下品なこと言うなー。おまえは、王家の姫としての自覚が」

「鼻血を噴きながらお説せつ教きようしても、ダメだから。今日の竜樹お兄様、ダメダメだから」

「くぅぅ、ハンカチを押しつけすぎだ。兄を窒ちつ息そくさせる気か。って、鼻の上でぐりぐりするなぁっ」

「竜樹お兄様は腕の筋肉をつける前に、鼻血を噴かないよう鼻の筋肉を鍛えるべきよ」

「ふがっ、は、鼻の筋肉なんて、あるのか。ふがが」

　わめく竜樹王子の顔を、妹姫がハンカチ越しにぐいぐい押す。

　そんな二人のやりとりを、僕は唖然と眺めていた。

　姫が口をむっと曲げて、小さな小さな声でつぶやいた。

「もう……竜樹お兄様のいいところを、グリンダに見てもらおうと思ったのに……」





　　　　◇　◇　◇






　翌日。

　廊下を歩いていると、また金色の髪を二つに結んだ女の子が、曲がり角から顔をのぞかせ、僕の前へぴょんと飛び出し笑った。

「あたしは、更紗と織絵のどちらでしょう？」

「さぁ、けど、ひとつわかったことがあります」

　僕はゆっくり微笑んだ。

「こちらの姫様は、お兄ちゃん子なのですね」

　それまで、いたずらっぽい笑みを浮かべて余裕でかまえていた姫が、とたんに絵の具で染めたように、真っ赤になった。

　そうして、その顔のまま数秒絶句したあと。

「な、なに言ってるの～～～～～！」

　わたわたと手を動かしながら、叫んだ。

「違うわっ、そんなんじゃないんだからっ。お兄ちゃん子だなんて、そんなのグリンダの勘かん違ちがいで、全然違うんだからねぇぇっ！」

　目をむいて、手を振り回しながら叫び続けるお兄ちゃん思いの妹姫を、僕は教師らしくにこやかに見守っていたのだった。









竜樹王子の初恋日記～妹がまとわりついて困る






　×月×日

　昨日から熱が下がらず、ベッドで唸うなっている。

　医者は、風か邪ぜではないようだが原因がわからない、悪性のウイルスではなどとうろたえていた。

　おおげさに騒さわぐな、なんでもないと、訴うつたえたが、喉のどに力が入らず声がへろへろになり、母上にもますます心配をかけてしまった。情けない。

　熱の原因は、自分でははっきりわかっているのだ。

　グリンダがいきなり……き、き、き、キスなんてするから。

　次期国王たる私に向かって、女のグリンダのほうから、きききききキスするなんて、グリンダは少々思し慮りよが足りないのではないか。

　だから、ギルマーにもつけこまれるのだ。

　まったく、あんなに突然──き、き、キスなんて。

　頰ほおに一瞬だったが、あれはまぎれもなくキスだった。

　グリンダの唇くちびるは、花びらのように軽くて、マシュマロのようにやわらかで、鳥の羽根で撫なでられたかのように、くすぐったい感触がして。

　ダダダダダダダメだっ。

　思い出したら、また熱が──鼻血が──！　そうだ、グリンダの前で私は鼻血を噴いて卒そつ倒とうしてしまったんだ。あああああああああ、次期国王たる私が、鼻血！　しかもグリンダの前で！

　ああああうぅぅぅぅぅぅ。

　頭が、顔が、喉が、体が熱い！

　更サラ紗サと織オリ絵エがお見み舞まいに来て、料理長に特別に作らせたプリンとシャーベットとゼリーを持ってきたのはいいが、

『竜リユウ樹ジユお兄様は、そんなにお熱があって、ぜいぜいしてらしたら、食欲もわかないでしょう』

　と言って、全部自分たちでたいらげて帰った。あいつらなにをしにきたんだ。

　聖セイ羅ラは、『……熱にきくお守りです』と言って、蛇へびの絵を描いた紙を持ってきた。枕の下に敷しいて寝ると良いそうだが、侍じ女じよが『あら、これは恋こい敵がたきを遠ざけるおまじないでは』と首をひねっていた。聖羅は勉強はできるが世間知らずなので、うっかり間違えたのだろう。

　グリンダも見舞いに来たが、顔を見たとたん、また熱が跳ね上がり、鼻血を噴いてしまった。

　……死にたい。




　×月×日

　ようやく熱が下がり、グリンダの授業にも出席できるようになった。

　だが、グリンダの顔を見ると、またいつ鼻血を噴くかわからない。なるべくグリンダのほうを見ないようにしよう。グリンダが近づいてきたら、さりげなく離れよう。

　そんな努力をしていたら、更紗がやってきて、

『竜樹お兄様ってば、なんでグリンダのこと、思いきり無視してるの？　グリンダのほうは話したそうにしてたのに。お兄様が、あからさまに避さけるから、困ってたじゃない』

　と、言われた。

　なんだって！

　グリンダを傷つけないよう、さりげなくコトを運んだつもりだったのに。更紗に指し摘てきされるほど、私の態度は悪かったなんて。

『しかし、私はグリンダに近づくと、は、鼻血が』

『なにそれ』

『おまえには関係ない』

　兄の威い厳げんを見せながらそう言うと、更紗は頰をふくらませて、

『ふーん、可か愛わいい妹に向かって、そーゆーこと言っちゃうんだ。お見舞いだって、毎日行ってあげたのに』

『おまえたちは、料理長の作ったプリンとかゼリーとか食べてただけだろうが』

『あたしたちが、美お味いしい、美味しいって食べてあげたら、竜樹お兄様も早く元気になって、自分も食べたいと思うでしょ』

『おまえたちが帰ったあと、熱が上がったぞ』

『なによ、ひとのせいにして。竜樹お兄様なんか、熱がどんどん上がって湯たんぽにでもなっちゃえばよかったのよ』

『私は父上の跡あとを継ついで、立りつ派ぱな王になるんだ。湯たんぽになんかならん！』

　更紗は最後に、

『グリンダのことだって、あんなにツンケンしてたら嫌われちゃうわよ。知ってると思うけど、グリンダは普通ぽいけど、そこが天才らしくなくていいって、モテるんだから。グリンダとお似に合あいの素す敵てきな男性が現れて、お兄様の前からグリンダを攫さらってっちゃうわよ』

　と言って、ぷりぷり怒りながら去って行った。

　なんなんだ、あいつは！

　ギルマーとグリンダが噂うわさになったときも、さんざん、

『グリンダも、ギルマーのことが大好きみたいよー。もうつきあってるんだって』

　とか吹き込んでおいて。

　けど、本当にグリンダにそういう相手が現れてしまったら──。

　私が成人する頃には、グリンダはとっくに適齢期を過ぎているし──というか、グリンダは今十七歳で、まさに適齢期なのでは！

　ああああ、どうすればいいんだ。




　×月×日

　恐れていたことが起こってしまった。

　砂漠の国から、ハールーンというイケメンな皇おう子じが、我が国へやってきた。

　その皇子がグリンダの知り合いで、しかもグリンダにあきらかに好意を持っている様子なのだ。

　夕暮れの海岸でグリンダと別れたとき、淋さびしくてたまらなかった、再会できて夢のようだなどと甘ったるい目をして言っていた。

　グリンダもえらくうろたえていて、歓迎パーティーでも、ずっとハールーン皇子を目で追っていた。

『グリンダは、ハールーン皇子に恋をしてしまったのね』

　なんて、更紗がわざと私に聞こえるように言うので、切れそうになった。

　が、ここで大声を出してわめきちらしたりしたら、癇かん癪しやく持もちの王子と噂されて、将来国王になったとき、家臣の尊敬を得られない。

　手を握りしめ、ぷるぷる震えながらこらえていたら、ハールーン皇子がグリンダに、ダンスを申し込んだ！

『カップル誕生の予感ねー』

『ハールーン皇子、素敵！　グリンダとお似合いだわ！』

　と、更紗は織絵と手を取り合って、はしゃいでいた。

　グリンダも頰を染めてハールーン皇子を見上げていて、うぐぐぐぐぐぐぐ、グリンダは更紗の言うように、ハールーン皇子に恋してしまったのか？

　いや、まだチャンスはある。

　次のダンスは、私からグリンダに申し込んで──けど、子供の私では背丈が足りず、グリンダに恥をかかせてしまう。

　それに、また鼻血を噴いてしまったら。

　そんな風に葛かつ藤とうしていたら、いつの間にか広間からグリンダとハールーン皇子の姿が消えていた。

『きっと今ごろ、二人きりで甘い時間を過ごしているのよ』

『明日、グリンダが寝坊したら決まりね』

　更紗たちの会話を聞いて、目め眩まいがした。




　×月×日　一回目

　心を落ち着けるため、まだ昼前だが日記を書く。

　今朝のグリンダは、いつも通り朝食の席に着いていた。

　が、そのあとがいけなかった。

　ハールーン皇子が、グリンダにプロポーズしたと、皆の前で告げたのだ！　しかも父上に、グリンダを自分の国へ連れて帰ってよいかと尋たずねた。

　ダメに決まってる！

　グリンダは、エーレンとウィストリア皇国の同盟のためにやってきた、大事な客人だ。

　それを、ウィストリア皇国の許可も得ずに、よよよよ嫁よめに出すなんて。

　英明な父上が、了承されるはずがない！

　ところが！

『グリンダ嬢じようが望むのなら、私個人は、恋する二人を引き離すような無ぶ粋すいな真ま似ねはしたくないものだ』

　などと申されたのだ。

　何な故ぜですか！　父上！

　何故だ！

　何故なんだぁっ！

　動どう揺ようのあまり、スプーンやフォークを落としまくる私に比べて、聖羅は落ち着きはらってスープを飲み続けていた。

　さすがは王族の姫。聖羅は王女の鑑かがみだ。

　私も聖羅を見習って、冷静に、れれれ冷静に──冷静に──うわあああああああ。

　グリンダの隣で更紗のやつが、

『グリンダが、ハールーン皇子の国へ行っちゃっても、全然平気よ』

　とか笑顔で言っていた。




　×月×日　二回目

　二時間前に日記を書いたばかりなのに、また日記を書いている。

　こうやって、思いのたけをぶちまけなければ、平静でいられない。

　グリンダが嫁に行ってしまう。グリンダが嫁に行ってしまう。グリンダが嫁に行ってしまう。グリンダが嫁に……。

　朝食後、ぐらぐらする頭で廊ろう下かを歩いていたら、向こうから騎士団のギルマーがやってきて、真まっ赤かな顔で、

『グリンダが砂漠の皇子にプロポーズされただと？　オレより美形で金持ちだと？　そんな！　グリンダ！』

　と唸っていた。

　ギルマーが以前グリンダにしたことは許ゆるし難がたいが、このときだけはギルマーに共感を覚えた。

　ああ、嫁になんか行かないでくれ！　グリンダ！




　×月×日　三回目

　本日三回目の日記だ。

　グリンダに砂漠の国は、生活習慣も違い、とにかく蒸むし暑あついので、食あたりもしょっちゅうでと言ったら、具ぐ合あいが悪そうに離れていってしまった。

　ハールーン皇子の国の悪口を言う私を、軽けい蔑べつしたのだろうか。

　こんな姑こ息そくでひねくれた子供のそばには、いたくないと思ったのだろうか。

　くぅぅぅ、ねちねち日記など書いていないで、グリンダを探しに行こう！　そして、今度こそ、行かないでほしいと伝えよう。




　×月×日　四回目

　……聖羅に先を越された。

　あんな風に大声で、わんわん泣いてグリンダを引き留めることは、男で次期国王の私にはできない。

　そんな国王は、民を不安にさせる。

　グリンダはエーレンに残ることになったが、すっきり喜べない。

　ハールーンが、穴に落ちそうなグリンダを引っ張り上げて、楽々と抱き上げたのも、ショックだったし、自分の力不足を色々と実感した。




　×月×日

　袋に砂を入れて、持ち上げる訓練をはじめる。

　三つ持ち上げられるようになれば、ハールーン皇子のようにグリンダを抱き上げることもできるだろう。




　×月×日

　砂袋を持ち上げていたら、更紗が邪じや魔ましにきた。




　×月×日

　また更紗が邪魔しに来る。

『こんな地じ味みな特訓なんかより、グリンダに直接アタックしたほうが、ずっと効果があるわよ』

　と、兄をバカにする。

　私が、グリンダにふさわしい男になるべく、まずは精神と体を鍛きたえるところから始めるのだと主張したら、

『カッコつけちゃって。本当は、グリンダがそばにいると鼻血を噴いちゃうからとか、そんな理由でしょう』

　と、指摘されてぎょっとした。

　な、何故それを……！




　×月×日

　ぐわあああああああ！　更紗の策略で、グリンダに砂袋を持ち上げる訓練をしていたことを、知られてしまった。

　しかもグリンダに抱きつかれて、またしても鼻血を噴いてしまった。

　もうさんざんだ。

　更紗のやつ、体を鍛える前に鼻の筋肉を鍛えろとかぬかした。

　どうせ私は、すでにグリンダの中で、洟はな垂たれ小僧ならぬ鼻血小僧だ。




　×月×日

　それでも、砂袋を持ち上げる訓練は続けようと思い、いつもの場所で唸っていたら、またしても更紗がやってきた。

　どうして私とグリンダのことを、そんなにかまうんだ。

　無視して砂袋を持ち上げていたら、突然更紗が後ろから首をしめてきた。

『兄に、なにをする』

　と叱しかりつけたら、更紗の唇が私の右の頰で、ちゅっと音を立てた。

　唖あ然ぜんとする私に、更紗は照れくさそうに口の端を少し下に曲げて言った。

『竜樹お兄様が、すぐに鼻血を噴いちゃうのは、グリンダのこと意識してドキドキしすぎちゃうせいよ』

　そうして、ちろっと舌を出して、いたずらっぽく笑ったのだった。

『だから、これからあたしが毎日キスしてあげる！　そしたら、ドキドキするのに慣れて、鼻血も噴かなくなるわ。親切な妹がいてよかったわね』

　更紗の唇がふれた右の頰を中心に、顔がカァァァァァッと熱くなり、私は眉まゆをつり上げて、

『こ、断るっ！』

　と、叫んだのだった。

　くぅぅぅぅぅぅ、いつか妹にからかわれない、強くて立派な男になってみせるぞ！

　見てろよ、更紗！









シザエル王の計略～私の嫁が一番可愛い






　結婚して十二年にもなるが、私ほど幸せな男はこの世にいないと思っている。

　なにしろ嫁よめが可か愛わいい。嫁がすごく可愛い。国宝的に可愛い。天使的に可愛い。衝しよう撃げき的てきに可愛い。メイド服が可愛い。ドレスを着て髪かみをおろしているのも可愛い。とにかく嫁が可愛くて可愛くて可愛い。

　その嫁が、数日前から私に冷たい。




「あなたにはあきれました。娘の泣き顔を見てみたかったなんて。しかも、政務中で見逃して残念だったと悔くやしがるなんて。父親の言葉とは思えません。聖セイ羅ラが可か哀わい相そうです」

　夜。赤ん坊の鈴リン七ナは揺りかごで眠っていて。部屋の中には、実質私と彼女の二人きりだというのに、清せい楚そな夜着の上にガウンをかけた色っぽい格好で、同じ説せつ教きようを繰くり返かえす。

　長くまっすぐな黒髪は、そのまま肩から背中におろしていて、さらさらと可か憐れんに揺れながら、甘い香りを放っている。

　私の両手にすっぽりおさまる小さな顔は、普段はおだやかな微笑ほほえみを浮かべているが、今夜は唇くちびるを尖とがらせ眉まゆを上げているし、白い頰ほおも、紅べにをさしたように染まっている。

　まったく、怒った顔も、とびきり可愛らしいから困る。

　椅い子すに座って眺めていたら、

「なにを、頰ほお杖づえをついてにやけているのですか」

　と、ますます眉が上がった。

「雪ユキの怒り顔など滅めつ多たに見られるものではないから、堪たん能のうしているだけだ」

　正直に答えたのに、顔に枕が飛んでくる。

「今夜は、別のお部屋でお休みになってください。あなたが心から反省されるまで、この部屋には出入り禁止ですっ。本当にもう……っ、聖羅が、どんなに悩んでいたか。泣きすぎてまぶたがはれて、鼻の頭がすりむけてしまったのにっ。にやにやしてらっしゃって、もぉっ」

　唸うなる声も、私を両手で部屋の外へ必死に押しやる様子も、無論可愛らしかった。





　　　　◇　◇　◇






　とはいえ、雪に部屋へ入れてもらえないのは困るし、聖羅のことは私も気にかけているのだが。

　翌日。廊ろう下かを歩きながら、どうしたものかと思案していたとき。

「わぁ、カイの半竜バージョンね！　はじめて見たー」

「えへへ、ラウルからもらったの。ラウルはねー、あたしがあげた巫み女こバージョンのアリエノールを持っているんだよー」

「えー、いつの間に」

「いーなー、ユーミア。あたしも、思いきって騎士団のディーンに、姫バージョンのアリエノールを渡してみようかな」

「姫バージョンのより、ミニスカバージョンのほうが、ぐっとくるんじゃない」

「冬バージョンも素す敵てきだと思う。あの毛皮がふさふさついてる豪ごう華かなやつ」

「町娘バージョンのフリルのエプロンが、すっごく可愛いわよ」

　部屋をのぞき見ると、侍じ女じよたちが集まって、おしゃべりに興きようじていた。私に気づいて、あたふたする。

「こ、国王様っ！」

「なんの話をしていたのだ？　カイとアリエノールというのは、勇者王とその花嫁のことか？」

　にこやかに尋たずねると、侍女たちは頰を染めて、カイとアリエノールのマスコットを男女で贈おくり合あうのが流は行やっているのだと、説明した。男性がアリエノールを、女性がカイを持っていると、恋のお守りになるのだそうだ。

「ほぉ……」

　だいぶ前にも、カイとアリエノールの人形が、恋のお守りとして流行ったことがある。もう十年以上前になるだろうか。

　流行も歴史と同様に廻めぐるのだな。

　しかし、竜の着ぐるみをかぶったカイは、私の青年期にはなかったなと、侍女が大事そうに胸に抱えている人形を見ながら感かん慨がいにふけっていて、ふと思いついた。

「今の話を、聖羅にしてやってくれぬか。聖羅は硬い本ばかり読んでいるので、たまには更サラ紗サや織オリ絵エたちのように、女の子らしい話題にも興味を持って欲しいと思っているのだよ。私が頼んだということは、もちろん聖羅には内ない緒しよだが」

「わ、わかりました」

「お任せください、国王様」

　侍女たちは先を争うようにうなずいた。




　数日後。

　レンズに色のついた大きな眼鏡めがねをかけ、髪を帽ぼう子しの中に隠し、質素な木も綿めんのワンピースを着た聖羅が、男子の格好をして眼鏡をかけたグリンダ嬢じようと、いそいそと城を出てゆくのを見かけた。

　聖羅の口元がはにかむようにほころび、頰が嬉うれしそうに染まっているのを確認し、私は満足して、その場を離れた。

　いつも冷静でさめた目をしていた娘の泣き顔を見られなかったのは、やはり残念だったが、あんな恥ずかしそうな幸せそうな笑顔を見ることができたのだから、悪くない。

　聖羅が楽しそうに過ごしていれば、雪の機き嫌げんも直るだろう。

　部屋へゆき、こっそりドアを開け、中へ入る。

　棚の奥から、雪が大切なものを入れている宝石箱を出し蓋ふたを開けると、海で子供たちが拾った貝かい殻がらや、森で見つけた蝉せみの抜ぬけ殻がらなどといった細々としたものと一緒に、古い人形が一組仰あお向むけに寝そべっている。

　白いドレスを着たアリエノールと、青いマントをはおったカイのマスコット。

　結婚前に、私が贈った思い出の品だ。

　戦いくさのため、長い間離れていなければならなかったとき、雪はカイの人形を、私はアリエノールの人形を持ち、お互いを想いあっていた。

　服がくたびれ、顔も腕もところどころすり切れているその人形を、そっと取り出し、テーブルの上に並べて座らせる。

「雪も、この人形を見て、あの頃のことを思い出してくれるだろうか」

　恋を知ったばかりの頃の、戸と惑まどいや甘さを。

　自分の中で、なにかが少しずつ変わってゆく、あの恐ろしいような、嬉しいような、もどかしいような、幸せな感覚を。

　心を過去へ飛ばし、しばし思い出にふけったあと、昔、私を守り励はげましてくれたアリエノールの頰を、そっと指先で撫なでた。

　巫女バージョンも、毛皮のドレスバージョンも、それはそれで良いだろう。

　が、やはり、どんな衣装を身にまとっていても、何年、何十年、時が過ぎても……。

「私の嫁が、一番可愛い」









恋の歴史






「はい、これ、お土産みやげ」

　アニスの家から帰宅した夕刻。

　また僕の部屋の前をうろうろしていた聖セイ羅ラの両手に、僕は街で買ってきた勇者王カイと、聖女アリエノールのマスコット人形を乗せた。

　カイはあっさりした茶色のチュニックで、アリエノールは紫の巫み女この衣装を着ている。

「甲かつ冑ちゆうのほうが勇者っぽいけど、これはこれで勇者王になる前の、素そ朴ぼくな若者って感じで親しみが持てるかなって。アリエノールの紫の服は、聖羅の瞳ひとみと同じ色だったから。ちゃんと僕が店まで行って、選んだんだよ」

　聖羅は、小さな手のひらにちょこんと並んだ一組の人形を、ほんのり頰ほおを染めて見つめていた。

　そうして、嬉うれしさを嚙かみしめているような小さな声で、

「シャール先生が……選んでくださったんですね」

　と、つぶやいた。

「うん」

　うなずくと、人形を胸の前でぎゅっと抱きしめて、恥ずかしそうな、とろけそうな顔で僕を見上げて、微笑ほほえんだ。

「……ありがとうございます。本当は、とっても欲しかったんです」





　　　　◇　◇　◇






「まぁ、カイとアリエノールね！」

　ポットに入った紅茶を運んできた王妃様が、懐なつかしそうに目を輝かせた。

　おだやかに晴れた午後。

　涼しげな緑の木々が揺れる庭園には、白い丸テーブルがあり、そこにケーキやお茶のカップが並んでいる。木陰の揺りかごでは赤ん坊の鈴リン七ナ姫がすやすやと眠っていて、真シン王子が、王妃様のスカートにしがみついている。

　更サラ紗サ姫と織オリ絵エ姫は、行ぎよう儀ぎ作さ法ほうのミルトン先生の鞄かばんにカエルを忍ばせたことがバレて、別々の部屋で、神像を磨いたり床を掃はき清めたりといった奉ほう仕し活動をやらされている。

『更紗とあたしを、引き離さないでー』

『掃そう除じなんてしたくなーい。手が荒れちゃうー』

　と涙ぐんでいた。

　竜リユウ樹ジユ王子は、まだ王様になるための授業が残っており、テーブルには今のところ僕と聖羅の二人だけが座っている。

　聖羅は、昨日僕があげたカイとアリエノールの人形を、テーブルの上に並べて、嬉しそうに眺めていた。

　昨日からそうやって、何度も取り出しては口元をほころばせている。そんな幸せそうな顔をされると、ちょっとくすぐったい気持ちになってしまう。

　買ってきて、よかったな。

　それを王妃様が、のぞき見て、

「まぁ」

　と、目を輝かせたのだった。

「このお人形、また流は行やっているのですってね。どなたにいただいたの？　聖羅」

　王妃様は今日も、ふりふりの白いエプロンに黒いワンピースのメイドさんスタイルだ。聖羅の母親というより、姉に見える。

　ふんわりした優しい眼まな差ざしで尋たずねられて、聖羅はもじもじしながら、

「先生が……外出されたとき……お土産にって」

　と、小さな声で、嬉しそうにつぶやく。

　王妃様が目を細めた。

「そう。よかったわね。ありがとうございます、グリンダ先生」

　感謝のこもったあたたかな笑顔を向けられて、僕はまた照れてしまった。ああ、やっぱり可か愛わいいなぁ、王妃様。

　エーレンへ来たばかりの頃、僕は人妻とは知らずに、この人に瞬間風速的な恋をした。あっという間の失恋だったけど、今でも王妃様にこんな風にやわらかく微笑まれると、胸がぽわっとして、頰がゆるんでしまう。

　と、聖羅が、横目でひややかに見ている。

　ちょっとデレっとしすぎてたかな。

　慌あわてて頰を引きしめた。

　王妃様は、また懐かしそうにカイとアリエノールの人形を見おろして、澄んだ綺き麗れいな声で言った。

「わたしも、昔、国王様からいただいたカイとアリエノールのお人形を、今でも大事に持っているんですよ。ついこの前も、国王様が久々にお人形を出してこられて……」

　王妃様がなにを思い出したのか、ぽーっと赤くなる。

「そういえば、王妃様は、国王様とどういうきっかけで、知り合われたのですか」

　前から不ふ思し議ぎに思っていたのだ。

　エーレンの人たちは基本、金きん髪ぱつ碧へき眼がんだ。十年前まで鎖さ国こく政策をとっていたので、王妃様のような綺麗な黒くろ髪かみと黒い瞳の女の子が、自由に歩き回れる状態ではなかったはずだ。

　だからこそ、エーレンの王妃は異界から来た女神だと言われて、その長い黒髪と、天上の歌声で、開国派の象しよう徴ちようにもなったわけだけど。

　実際は、シザエル王との出会いは、どんな風だったのだろう。

　王妃様は、ぽっと頰を染めた。

「それが、撮さつ影えいの最中に、うっかり迷子になってしまって」

「撮影？」

「ええ、新曲のプロモーションビデオの」

　プロモ……って、なんだ？

　聞き慣れない言葉に、ほけっとする。

　えーと、王妃様は結婚前に、新人歌手としてステージに立っていたと聞いている。

　アイドルのくせに運うん痴ちで、簡単な振りつけもまともにこなせなくて、社長さんに叱しかられてばかりいたと、嘆なげいていた。

　撮影？　っていうのも、その関係だろうか？

　聖羅は、お母さんが奇妙な言葉を口にするのは慣れっこなのか、怪け訝げんそうな表情もせず、おとなしく聞いている。

「わたし、もともと方向音痴で迷子にも慣れていたので、最初はお散さん歩ぽ気分だったのですけれど、歩いても歩いても森が続いていて、人の声も全然聞こえなくて……いつもの迷子とちょっと違うなーって心配になってきたとき、バイオリンの音が聞こえたんです」

　王妃様の瞳に、ゆっくりと甘い光がにじむ。

「胸がしめつけられるような淋さびしげな音色……。わたし、夢中で耳をすまして、その音色が聞こえるほうへ急ぎました。あそこまで行かなきゃって、もう必死で、息を切らして……」

　そうしたら、そこに、涼しい風に細い銀色の髪をなびかせた、この世のものとは思えないほど美しい青年が、一人孤独にバイオリンを弾いていたという。

　そうして顔を上げ、冷たい氷蒼色の瞳で見つめながら、




　──黒髪の……少女？




　と、つぶやいたのだと。

　それが、のちのシザエル王で、当時彼は国王の腹違いの弟という立場だった。

　父親の前国王ハーンは、一いつ介かいの騎士から成り上がり、主君に対して謀む反ほんを起こし王位を奪うばった傑けつ物ぶつで、このへんは僕も歴史本を読んで知っている。

　ハーンは反逆者ではあったけど、国民や家臣の支し持じは高く、エーレンを外へ向かって開かれた国にすることを、宣言していた。

　が、志こころざし半なかばで謎なぞの死を遂とげ、いかつい大男だったハーンに容よう貌ぼうのよく似た長男が、ハーンの信しん奉ぽう者しやたちの強い後押しを受け、国王の位についたのだ。

　シザエル王の母親は、ハーンが王座から追い落としたエーレンの正当な国王の一人娘だった。その深窓の姫君をハーンは妾しよう腹ふくとし、息子むすこを生ませたのだ。

　つまり、兄王にとって弟のシザエル王子は、妾腹の子でありながら、血筋的には自分よりはるかに高貴で正当という、やっかいな立場だった。そのため、王国の隅の森にある古城で、幽閉同然の身で過ごさなければならなかった。

　って、このへんも、ウィストリアで出版されているシザエル王の伝記に、みっちりページ数をとって書いてあった。

　不ふ遇ぐうの王子が、のちに兄王に反旗を翻ひるがえし、王国を二分する激しい戦いの末に王の位につき、開国をも成し遂げたなんて、大衆好みのドラマチックな展開だからなー。

　王妃様とシザエル王が出会ったのは、まさにその不遇な時代だったわけだ。

　兄王に疎うとまれ、訪れる人もない暗い森の奥の城で孤独に暮らす、絶世の美青年──。

　これもまた、女の子にはたまらないシチュエーションだろう。

「けど、最初の頃、国王様はいつも不ふ機き嫌げんそうなお顔をされていて、意い地じ悪わるなことばかりおっしゃられて、とても怖かったんですよ」

　と、王妃様が、花模様のカップに、紅茶をとぽとぽと注そそぎながら言った。

　あの、自分の奥さん大好きな、甘々星人のシザエル王からは、とても想像できない。

　シザエル王が、王妃様を見つめる眼差しといったら、塩も砂糖に変わりそうなほどだ。

　それが不機嫌そうな顔とか……。

「でも、本当にずっと冷たくて。メイドとして仕事を完かん璧ぺきにこなせるなら、城においてやると言われて。わたし、いつ追い出されるんじゃないかって、ずっとびくびくしていました。緊きん張ちようして失敗するたびに、それはもう心しん臓ぞうまで凍り付くようなお声で、嫌みを言われて、社長さんみたいに大声で、バカとか間抜けとか怒ど鳴なられるのもへこみますけれど、あんな風に眉まゆをちょっとひそめて、なんて役立たずなんだろうという風に、冷ややかに見つめられながら、一言、二言、胸に突き刺さる言葉を聞かされると、もう生まれてきてごめんなさいっ、視界に入ってごめんなさいっっ、という気持ちで……」

　そのときのことを思い出したのか、王妃様が、うぅっと唸うなって眉を下げる。

　わたしが黒髪でなかったら、国王様はお城へも入れてくださらなかったでしょうと、王妃様は言っていた。

　エーレンには存在しないはずの黒髪の娘が、シザエル王は珍めずらしかったのだと。

　その娘が話す外の世界に興味を引かれ、それに耳を傾けているときだけは、氷柱つららのような嫌みを放つ美しい唇くちびるも、閉じられていたのだと。

　やがて、彼の置かれている状況や心情を知るようになった王妃様は、孤独な王子に同情を寄せ、惹ひかれていった。

　王子のほうも、森に迷い込んだ黒髪の少女に、だんだんと心を溶かしていったのだろう。

　やわらかな話し声や、澄んだ歌声に、慰なぐさめられ励はげまされ、愛いとおしく思うようになっていったのだろう。

　前に国王様が、私と聖羅は似ていると言っていた。

　なので、聖羅と同じように、昔の国王様は自分の気持ちを表に出したり、他人と関わったりすることが、下へ手たくそな人だったのだろう。

「社長さんが迎えに来てくださって、わたしがもといた場所へ帰ることになったとき、国王様は引き止めてくださいました。ずっとそばにいてほしいって。わたし、嬉しくて、じぃんとしてしまって。ああ、わたしも、この人がとても好きで、離れたくないんだって……」

　そこからまたいろいろ事件があって、それでもとうとう異国から来た迷子の女の子と、孤独な王子は結ばれ、結婚式をあげた。

　社長さんは最後まで大反対だったという。

　てか、社長さんって、何者？

　その頃の周りの状況は、決しておだやかなものではなかった。

　兄王が、弟を反逆者として討つため兵を派は遣けんし、これに対抗してシザエル王も味方を集め軍を編成し、兄王に立ち向かったのだった。

　こうしてあの有名な、エーレンの未来を決める、兄と弟、鎖国派と開国派の戦いの火ぶたが切って落とされた。

「結婚式の三日後には、国王様は戦争に行ってしまうし、そのあと半年以上も行方ゆくえ不ふ明めいで、お亡くなりになったのではとみんなが言って……。お城に敵が攻め込んできて、なにも持たずに逃げ出して、狼おおかみのいる洞穴で竜樹を出産することになって、本当に大変でした」

　とんでもないことを、昨日雨が降って洗せん濯たく物ものが濡ぬれちゃって大変でした、みたいな口調で、しみじみ語る。

　お、狼の洞穴って……一体！

　竜樹王子って、狼がいるような洞穴で生まれたのか!?

　真王子はまだ小さいから、お母さんが話していることがよくわかっていないのだろう。桃のケーキを切り分けている王妃様のスカートにしがみついて、ぼーっとしている。

　僕の隣で、一緒に王妃様の昔話を聞いている聖羅は、やっぱりこういった話に慣れているのか、

「……」

　真ま面じ目めな顔で聴いていた。

「あのときも、社長さんが駆けつけてくださって、わたしを励まして、竜樹をとりあげてくださったんです」

　また出たよ、社長さん！

　産さん婆ばまでこなすって、有能すぎだろ、社長さん！

「社長さんは、故く郷にへ帰ろうと言ってくださったんですけれど、わたしはどうしても、あの人が亡くなったなんて信じられなくて……」

　開国派の主導者であったシザエル王子が不在で、死亡説が流れる中、王子に代わって開国派の象徴となったのが、このメイドさんの格好でケーキを切っている、おっとりした女性だなんて思えないよなー。




　祈りの女神。




　僕の国で、王妃様は、国王シザエルと同様に神格化されていた。

　その澄んだ美しい歌声で、開国派を奮ふるい立たたせ勝利へと導いた、長い黒髪の乙女おとめ。

　これまで、シザエル王とその妃きさきを題材にした歌やお芝しば居いが、いくつも作られた。

　王妃雪ユキを演じる女優は、たいがい高貴さのあふれる凜りんとした美女で、敵の軍勢を前にしたシーンでは、客席の隅々にまで響き渡る甲かん高だかいソプラノで、がんがん歌いまくる。

　けど、僕らの目の前で、ケーキを切りわけたり、揺りかごで眠っている鈴七姫をのぞきこんで、ふんわりと微笑みかけたりしている女性は、世間で語られている雪王妃より、平凡で可愛らしい、ごく普通の女性で──。

　味方を勇気づける歌声も、きっと扇せん情じよう的てきな勇ましいものではなく、もっとやわらかで、あたたかなものだったんじゃないか。

　優しく懐かしく胸に染みてゆく、ささやきのようなひそやかな声が、戦場にそっと流れていったんじゃないか。

　それを耳にした戦士たちは、大切なものや愛するもののことを思い出し、そのために戦って勝利をつかもうと思えたんじゃないかな。

「本当に、いろんなことがありました。辛つらいお別れも、この場所で生きてゆく苦労も、たくさんありました」

　王妃様が目を閉じる。

　まぶたの裏に、出会った頃の国王様のことや、社長さんのことを思い浮かべているのかもしれない。

　甘い、優しい顔をしている。

　そうして目を開けて、もっととろけそうな顔で、断言した。




「でも、今は、とっても幸せです」




　なんだか、突っ込みどころ満まん載さいのとんでもない話を、にっこり笑ってまとめられてしまったような……。

　結局、社長さんって、何者だったんだ！

　王妃様の故郷は、どこにあるんだ！

　なんで、いきなり鎖国をしているはずのエーレンの森で、迷子になったんだ！

　疑問に思うことは、いっぱいある。

　けど、微笑む王妃様は、本当に心から幸せそうで、花模様のカップから立ちのぼる紅茶の湯ゆ気げがあたたかで、桃のケーキから甘い香りがただよっていて、風は涼しくて、降り注ぐ木こ漏もれ日びがきらきらしていて。

　隣を見れば、聖羅姫がカイとアリエノールの人形を片方ずつそっと握って、お母さんのほうを、見上げている。

　頰がほんのり染まっていて、唇がちょっとだけ開いていて、紫水晶の瞳に憧あこがれみたいな感情がにじんでいる。

「……」

　自分もいつか、お父さんやお母さんたちみたいな恋をしたいと、思っているのかもしれない。




　幸せです。




　そう言葉が笑顔と一緒に、自然と唇からあふれてくるような恋を。

　結局のところ、そんな恋の前では、どんな疑問も意味をなさない。

　幸せです。

　それが唯ゆい一いつの答えなのだから。

　そのとき、晴れやかな声がした。




「私は〝今も〟幸せだ。雪と出会えたときから、ずっと幸せの中にいたのだから」




　銀色の髪が、光の中でさらりと揺れる。

　氷蒼色の瞳を甘くきらめかせて、シザエル王が現れる。

「まぁ」

　シザエル王が、人前で王妃様を「雪」と名前で呼ぶのは珍しい。王妃様が白い頰を真まっ赤かに染める。

　それからちょっとだけ、頰をぷんとふくらませて、

「いいえ、お会いしたばかりの頃のあなたは、わたしにとっても冷たくて、いつも不機嫌そうでした」

　シザエル王は、そんな顔も可愛らしくて仕方がないという目で、王妃様のすぐ前まで歩いてゆく。

　そうして、さらに甘い目で、

「あれは、雪に惹かれていることを、隠すためだった」

「そうでしょうか」

　王妃様が納なつ得とくいかなそうに──けど、ちょっとときめいている顔で、シザエル王をちらりと見る。

「ああ、もちろんだとも」

　シザエル王が、王妃様の肩に手を回して、しゃあしゃあと答える。

「ひとつ不満があるとすれば、ハネムーンへ出かける余裕がなかったことだ。今も本当は国王の仕事など放り出して、雪と一緒に世界中のあらゆる場所を旅して回れたらと願っている。それがわたしの夢だと、プロポーズをしたときにも言ったな」

　王妃様が、頰をほんのり薔ば薇ら色いろに染めたまま微笑んだ。

「ええ。世界のあらゆる場所を自由に旅したいと。わたしにもついてきてほしいと。わたし、はい、ってお返事したのですよね」

「開国は成し遂げたが、国王なんて面めん倒どうなものになってしまったばっかりに、いまだ夢をはたせずにいる。だが、幸運なことに、私たちの跡あと取とりは優秀だ。竜樹が成人したら早めに位を譲ゆずって、二人で長いハネムーンを満まん喫きつしよう」

「はい」

　王妃様が、幸せそうに微笑む。

　じっと見つめ合ったりして、完全に二人の世界だ。

　てか！　竜樹王子の誘ゆう拐かい騒そう動どうのときに、『竜樹には一日も早く立りつ派ぱな王になって私の跡を継いでほしいと願っている』って言ってた真意は、ソレかよ！

　自分がとっとと隠いん居きよして、奥さんとハネムーンへ出かけたいから？

　ハールーンの旅の話も、やけにうらやましそうに、食い入るように聞いてたし。

　世界を感かん嘆たんさせた、あざやかな開国宣言も、そのあとの積極的な外交政策も、結局、自分の都つ合ごうなのか！

　王妃様の話には感動していた聖羅も、父王の話には冷ややかな視線を向けている。

　けど、僕らの非難の眼差しなんて、すでに二人の目には入っていなかった。

　いや、僕らの存在自体、とっくに消えてないか？

　いつの間にかシザエル王の腕は、王妃様の腰に回されていて、王妃様も恋する少女の瞳でシザエル王を見上げている。シザエル王が耳元でなにかささやくと、それに対して恥ずかしそうに微笑んだりして、なんかもう完全に、いちゃつきモードに突入していて。

　あのー、僕ら、ここにいるんですけど。

　真王子が王妃様のスカートにしがみついて、ぼーっと見てるんですけど。

　聖羅の頰は、すっかりこわばっている。

　僕の顔も、じわじわ熱くなる。

　そのうち、シザエル王の綺麗な顔が、王妃様のほうへますます近づいていって──。こ、このままでは、唇が──。

　うわあああああああ、大人の時間がはじまってしまう～～～～～～～！

　僕は席を立ち、聖羅の腕をつかんで、

「し、失礼しますっ！」

　と、庭から走り去った。

　あのままあそこにいたら、教育に悪い。

　って、真王子を置いてきちゃったけど──わかってない感じだったから、多分大丈夫……だろう。

　かなり離れたところまで歩いて、足を止める。

　聖羅も僕も顔が赤い。

　聖羅は両手にカイとアリエノールの人形を持って、それを胸に押しあてて、うつむいている。

　しばらく二人で、息を整えながらもじもじしていた。

　お互いの顔を、なんとなく見られない。

　まったく困ったご両親で……。

　と、聖羅が、ぽそぽそとつぶやく声がした。




「大人になれば……顔をくっつけても、恥ずかしくないのでしょうか」




「え、なんて言ったの？」

　よく聞き取れなかったので、顔を上げて聞き返す。

　聖羅は耳まで赤くして、人形を胸元にぎゅっと押し当てていて、その人形の顔がまるでキスしているみたいにぴったりくっついているのを見て、慌あわてたようにびくっとし、両手を後ろに回して人形を隠した。

　それから真剣な顔で僕を見上げて、




「早く大人になりたい──ということです」




　そう言ったあとで、唇をちょっとだけ尖とがらせて、ぷいっと横を見た。

　その言葉と表情に、僕はほんの少しだけドキリとする。

　この子は、将来、どんな大人になるのだろう。

　どんな恋をするのだろう。

　まるで父親のような心境で思いをはせながら、小さな肩の上から見おろすと、後ろ手で隠した人形の顔と顔が、ちょこんとくっついていて。

　僕は、聖羅に気づかれないように、ひっそり微笑んだのだった。

　なにかとても甘酸っぱい気持ちで……。


















「ねぇ、グリンダ……自分と同じ年頃の男の子が泣いてるのって、どう思う？」

　実家での楽しい休日が終わって、お城へ戻った夜。

　あたしはグリンダの部屋の、豪ごう華かなベッドにしゃがんで、宙をぼーっと見つめながら尋たずねた。

　グリンダは、何な故ぜだかすごくうろたえて、

「そ、それって、ひょっとして、僕のこ──ううん、ただのヘタレだと思う。男のくせに、女の子の前で泣くなんて、み、みっともないよ」

「そうかなぁ」

「そうだよっ。女の子に頭を撫なでられて、めそめそしてるなんて。ぅぅ」

「え、頭を撫でられてって……」

「いやっ、それはただのたとえでっ。とにかく、そんな軟弱な男、ぼ──わたしは、やだな」

　グリンダが真まっ赤かな顔で断言する。

　あたしはもう一度、そうかなぁ……とつぶやいた。

「あたしは、きゅんとしちゃったんだけどなぁ」

「へっ！」

　グリンダが顔をこわばらせる。

　昨日の夜。グリンダの親しん戚せきのシャールを、うちに招しよう待たいして、あたしが焼いたパンをご馳ち走そうした。

　父さんたちが、シャールに、結婚式はいつだとかヘンなこといっぱい言うから、シャールは目を白黒させていたけど、『いい家族だね』ってにっこりしながら言ってくれて、楽しんでくれたみたいでホッとした。

　けど、屋や根ね裏うらの部屋で二人きりになったとき、行方ゆくえ不ふ明めいのお姉さんのことを思い出させちゃったみたいで、あたしの隣で泣いてしまったんだ。

　最初は唇くちびるを嚙かんだり、手でぎゅっとズボンをつかんだりして我が慢まんしていたけど、淋さびしい気持ちや哀かなしい気持ちが、いっぱいに胸にあふれて、たまらなくなってしまったのだろう。

　大きな眼鏡めがねの下から、ぽろぽろと塩しお辛からい雫しずくがこぼれて、手の上ではじけて、ズボンに染みを作った。

　あたしは、同じ年頃の男の子が、こんな風に泣くのを見るのははじめてだった。

　だからすごく驚おどろいて、そのうち胸がきゅーっとしてしまって、あたしにできることはなんでもしてあげたい気持ちになった。

　情けないとか、みっともないなんて、ちっとも感じなかったし、すごくすごく不ふ謹きん慎しんだけど、泣き顔が可か愛わいいとさえ思ってしまった。




「なんだか、放っておけない感じなの」




　溜ため息いきと一緒に悩ましくつぶやいたとたん、また胸の奥が強くしめつけられた。

　あたしの大切な原稿を、体を張って拾い集めてくれた男の子のことが、ずっと気になっていた。

　気取りのない笑顔や、優しい話しかたが素す敵てきだなって思って、もう一度会って、お話ししてみたかった。

　そうしたら好きになっちゃうかもってグリンダに言ったのは、そういうロマンチックなシチュエーションに対する憧あこがれみたいな気持ちもあった。

　けど、それが叶かなって、あの泣き顔を見てしまったあと、彼のことがもっと気になっている。

　袖そでで涙をごしごし拭ふいて、

『今日はありがとう。アニスが焼いてくれたパン、とっても美お味いしかったよ。あ、そうだ、この前アニスが案内してくれた店の人形、忘れずに買って帰らなきゃ』

　って、赤い目で一いつ生しよう懸けん命めいに笑いながら言った。

　シャールは、無事に帰れたのかしら。

　家には今、一人きりで住んでいるのかしら。

　また淋しくて、泣いているんじゃないかしら。

　そんな風にあれこれ思う気持ちは、前みたいに甘い感情じゃなくて、もっと切ない感じがして。




「やっぱり、放っておけないよー……」




　グリンダは真っ赤な顔で、あたしを見ていた。

　困っているような、驚いているような、なにか言いたそうな顔で。

　そうだよね、いきなりこんなこと言われても、意味がわからなくて困っちゃうよね。

　それでも胸の痛みが止まらなくて、

「どうしよう、グリンダ」

　身を乗り出し、情けない声でささやいた。














「あたし、シャールのこと、本気で好きになっちゃったかも」
















あとがき






　こんにちは、野の村むら美み月づきです。

　お待たせいたしました。『ドレスな僕がやんごとなき方々の家庭教師様な件』二巻目が無事発売となりました。おかげさまで一巻は発売後すぐに重版がかかり、三巻目もお届けできそうです。

　けど！　私のこれまでのシリーズものは、『〝文学少女〟』までは、一巻だけは売り上げ好調だけど、二巻でがくりと下がるというパターンでした。

　そう、『〝文学少女〟』以前のシリーズの第一巻は、どれも早めに重版されているのですよー。二巻発売前に重版がかからなかったのも、二巻の初版部数が一巻以下だったシリーズも『〝文学少女〟』だけです。読者の皆様のおかげで、『〝文学少女〟』のほうは、三巻くらいから部数が伸び、最後の『半熟作家』まで初版部数を上積みし続けていただいた優等生なシリーズに成長して、続く『ヒカル』も二巻下落のジンクスを破ることができたのですが。それ以前は本当～～～～に二巻目の売り上げがヒサンで……。

　なので、いまだに一巻の発売日よりも、二巻の発売日のほうがドキドキしてしまいます。シリーズをはじめるときにはいつも、二巻が発売されるくらいまでは、『続けられますように、最後まで書けますように』と、毎回お祈りしているような気がします。

『ドレス』も、こうしたいというラストシーンがあるので、そこまで無茶せず辿たどり着つけるくらいには頑がん張ばって書き続けたいです。どうか、良い結果が出せますように。

　そんな微妙な立ち位置にある二巻は、実はＷＥＢ連れん載さい作品ということもあって、一巻発売前の十月には、おまけの書き下ろし分も含めて完成しておりました。連載の書き方は、作家さんによってそれぞれですが、私は「落としたらどうしよう」と心配してしまう小心者なので、なるべくまとめて書いてしまうようにしています。

　ＷＥＢ連載のほうは予定通り終了し、今後は書き下ろしで、のんびり続けてゆけたらなーと思っています。

　えっと……ネガティブなことばかり書いていると、本当にヤバイのか？　打ち切りなのか？　と心配されてしまいそうなので……。今のところはまったく大丈夫です！　一巻目は続けてゆくのに全然！　問題なしでした！　二巻目も引き続きよろしくお願いいたします。

　シャールと聖セイ羅ラの関係も、少しずつ進展させてゆきたいです。二巻でイラストのｋａｒｏｒｙ様が描いてくださった聖羅の泣き顔が、もうもう、すぅぅぅごく可か愛わいかったです！　一巻の泣き顔と見比べてみると、聖羅も変わってきているのだなーと、余計にジンとしてしまいますし、頰ほおがゆるんでしまいます。

　はる桜さくら菜な様作画によるコミカライズ版第二巻も、この巻とほぼ同時期の十月一日発売予定です。

　シャールや聖羅の表情が、みずみずしくて素す敵てきなのです。本編のストーリーの他に、はるさんがオリジナルで描いてくださった、コメディタッチのストーリーと、聖羅とシャールのもうひとつのデートストーリーも収録されていて、ぜひ読んでいただきたいお得な一冊になっております。特にデートのお話は、萌もえあり、しんみりあり、ほんわかありの逸いつ品ぴんで、私が逆にノベライズしたいほどでした。

　残念ながら、はるさんのコミカライズは二巻で終了なのですが、本当にお話作りの上じよう手ずな、これからどんどん伸びてゆく楽しみな作家さんなので、これからも一読者として応おう援えんしてゆきたいです。

『ドレス』三巻は、来年の春頃発売の予定です。執筆はこれからなので、一年ぶりにシャールたちに会えるのがとても楽しみです。

『ヒカル』のほうは、年末頃の予定です。〝末すえ摘つむ花はな〟で予告したとおり、タイトルは〝朝顔〟で、朝ちゃんメイン回ですよー。

　それでは！　今年の終わりと、来年の春先に、またお会いできることを祈っております。


二〇一二年　八月一三日　　　野村美月
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